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木
版
刷
り
の
テ
キ
ス
ト
を
翻
刻
し
て
研
究
資
料
と
し
て
供
す
る
。
香
月
院
深
励
の
著
述
は
『
真
宗
大
系
』
等
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る

が
、『
浄
土
和
讃
講
義
』
は
ま
だ
木
版
刷
り
の
ま
ま
で
翻
刻
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

　

今
回
の
翻
刻
は
大
学
院
の
「
仏
教
文
化
史
特
論
」
の
中
で
、『
浄
土
和
讃
』
研
究
の
た
め
の
一
助
と
し
て
三
人
の
院
生
と
共
に
、
香

月
院
深
励
の
『
浄
土
和
讃
講
義
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　

和
讃
の
解
説
書
は
少
な
く
な
い
が
、
香
月
院
深
励
（
一
七
四
九
〜
一
八
一
七
）
は
、
真
宗
大
谷
派
の
勝
れ
た
学
僧
で
あ
り
、
本
書
の

中
で
多
く
の
経
論
釈
を
引
き
言
葉
の
説
明
や
言
葉
の
拠
り
所
を
示
し
な
が
ら
緻
密
な
解
説
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
解
説
書
が
未
だ
木
版

刷
り
の
ま
ま
で
、
限
ら
れ
た
者
し
か
読
め
な
い
状
況
に
あ
る
の
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
木
版
刷
り
の
ま
ま
の
も
の
を
翻
刻
す
る

こ
と
は
、
今
回
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
研
究
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
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１

浄
土
和
讃
講
義
巻
二

　
　
　

第
十
一
會

　
　

智
慧
の
光
明
は
か
り
な
し　
　
　
　

有
量
の
諸
相
こ
と
ご
と
く

　
　

光
曉
か
ぶ
ら
ぬ
も
の
は
な
し　
　
　

眞
實
明
に
帰
命
せ
よ

　
「
智
慧
の
光
明
は
か
り
な
し
」
等
。
二
に
光
明
の
德
相
十
二
。
初
に
无
量
光
。
上
の
和
讃
は
總
じ
て
報
身
の
果
体
を
讃
嘆
し
、
こ
れ

よ
り
下
は
別
し
て
光
明
の
德
相
を
讃
嘆
な
さ
る
。
其
光
明
の
相
た
を
『
大
經
』
の
十
二
光
佛
に
約
し
て
十
二
首
の
和
讃
を
製
し
て
讃
じ

玉
ふ
。
其
中
最
初
に
无
量
光
の
德
を
示
し
玉
ふ
な
り
。「
智
慧
の
光
明
は
か
り
な
し
」
と
は
、『
方
等
大
集
經
』
一
初左
「
智
慧ノ

光
明ハ

能

破也
二

黑
闇ヲ
一

」
と
有
り
。
是
等
の
言
を
取
り
て
「
智
慧
の
光
明
」
と
の
玉
ふ
。

２

　

昨
日
弁
ず
る
如
く
上
の
和
讃
の
「
世
の
盲
冥
を
て
ら
す
」
と
の
た
ま
ふ
言
も
『
方
等
大
集
経
』
に
「
世
の
盲
冥
」
と
云
こ
と
が
あ
る

な
り
。
ヶ
様
に
『
大
集
経
』『
華
厳
経
』
な
ど
の
言
を
取
せ
ら
る
ゝ
も
夫
に
御
依
り
な
さ
れ
た
と
云
で
は
な
ひ
。
曇
鸞
大
師
な
ど
は
諸

経
論
を
腸
に
し
て
居
玉
ふ
ゆ
へ
筆
を
取
て
御
書
な
さ
る
ゝ
と
き
自
ら
諸
経
論
の
言
が
出
る
な
り
。
別
し
て
此
『
大
集
経
』
は
曇
鸞
大
師

最
初
に
註
を
造
り
玉
ふ
と
云
事
傅
記
の
中
に
文
言
半
を
過
ぐ
と
あ
る
ゆ
へ
半
分
過
る
程
も
註
を
書
玉
ふ
た
と
み
へ
る
。
爾
れ
ば
別
し
て

『
大
集
経
』
の
言
が
出
る
筈
。
と
き
に
「
智
慧
の
光
明
」
と
仰
せ
ら
れ
た
は
『
六
要
鈔
』
の
御
指
南
の
如
く
涅
槃
の
三
徳
の
中
の
般
若

の
徳
を
出
し
玉
ふ
。
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３

　

嘉
祥
の
『
大
乗
玄
論
』
四
右
二
「
或ハ

但
名テ

為
レ

慧
。
如
二

釋
論
云カ
一
。
波
若
秦ニ

言ハ

レ

慧
。
或ハ

倶
翻
二

智
慧
一
」
と
あ
る
。
此
釋
論
と
申
し
た

は
『
大
論
』
の
事
。『
大
論
』
十
八
四
十

右

般
若
波
羅
蜜
を
釋
す
る
に
「
般
若
を
慧
と
翻
ず
る
」
と
申
し
て
あ
る
。
此
は
十
波
羅
密
の
と
き

は
第
十
に
智
慧
波
羅
密
と
云
う
が
別
に
あ
る
ゆ
へ
第
六
の
般
若
は
慧
な
り
。
そ
こ
で
但
般
若
を
慧
と
翻
ず
。
其
外
の
諸
経
に
は
多
く
智

慧
と
翻
ず
。
天
台
の
『
法
界
次
第
』
一
九丁「
般
若
を
秦
に
言
二

智
慧
一
」と
釋
し
て
あ
り
。
爾
れ
ば
此
に
智
慧
と
は
梵
語
で
は
般
若
の
こ
と
。

上
の
和
讃
に
「
法
身
の
光
輪
」
と
云
。
下
の
和
讃
で
は
「
解
脱
の
光
輪
」
と
あ
る
か
ら
此
「
智
慧
の
光
明
」
は
般
若
の
徳
な
る
こ
と
分

明
な
り
。

４

　

爾
る
に
古
来
よ
り
『
六
要
』
の
釈
を
用
ぬ
と
云
は
甚
だ
心
得
難
し
。『
嘗
解
』（
月
筌
）
に
上
の
「
法
身
の
光
輪
」
の
下
で
「
弥
陀
成

仏
」
の
和
讃
は
総
じ
て
弥
陀
の
果
体
を
讃
ず
。「
智
慧
の
光
明
」
の
和
讃
か
ら
下
は
光
明
の
別
徳
を
讃
ず
る
。
爾
れ
ば
総
じ
て
果
体
を

讃
ず
る
下
へ
唯
法
身
の
一
徳
を
あ
げ
玉
ふ
は
づ
は
な
ひ
。
夫
れ
ゆ
へ
『
六
要
鈔
』
の
釈
は
不
可
な
り
、
と
云
て
破
し
て
あ
る
。
い
か
さ

ま
総
別
の
科
段
の
別
れ
る
処
の
文
ゆ
へ
三
徳
を
三
首
の
和
讃
へ
跨
げ
て
出
し
玉
ふ
筈
は
な
い
と
の
不
審
は
あ
れ
ど
も
、
上
の
和
讃
は
総

じ
て
果
体
を
讃
じ
、
下
は
別
し
て
光
明
の
徳
を
讃
ず
。
さ
れ
ど
も
上
の
和
讃
に
讃
嘆
す
る
と
こ
ろ
の
光
明
も
下
に
讃
ず
る
光
明
も
弥
陀

の
光
明
の
体
に
二
つ
は
な
ひ
。
そ
こ
で
文
の
科
節
は
分
れ
て
あ
れ
ど
、
義
は
連
環
し
て
続
く
こ
と
を
顕
す
為
に
、
三
徳
を
ば
次
で
の
如

く
三
首
へ
述
さ
せ
ら
る
れ
ど
も
義
の
離
れ
ぬ
よ
う
に
続
か
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。
こ
れ
が
文
の
科
節
、
義
の
連
環
と
云
ふ
も
の
な
り
。
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５

　

扨
て
其
上
ノ
和
讃
に
法
身
の
徳
を
出
し
玉
ふ
は
如
何
と
云
に
法
身
の
徳
は
微
妙
清
淨
の
佛
身
の
こ
と
。
爾
れ
ば
佛
身
は
即
ち
佛
体
ぢ

や
ゆ
へ
報
身
の
果
体
を
讃
ず
る
處
へ
法
身
の
徳
を
出
し
玉
ひ
た
も
の
。
亦
こ
の
和
讃
は
別
し
て
光
明
の
徳
を
讃
ず
る
最
初
な
り
。
す
べ

て
光
明
は
智
慧
の
相
な
る
ゆ
へ
、
諸
有
の
光
明
皆
智
慧
か
ら
顕
は
る
ゝ
と
云
こ
と
を
顕
す
爲
に
、
爰
に
般
若
の
徳
を
出
し
玉
ふ
と
み
へ

る
。
と
き
光
明
は
智
慧
の
相
と
云
こ
と
『
大
論
』
七
左
廿
に
「
仏
欲
レ

現
二

智
慧
光
明
神
相
一

」
等
。『
浄
土
論
』
で
は
彌
陀
の
光
明
の
こ

と
を
光
明
智
相
と
の
た
ま
ふ
。
夫
れ
『
論
註
』
の
釋
に
「
光
明
は
智
慧
の
相
な
り
」
と
の
玉
ふ
。
爾
れ
ば
智
慧
は
体
な
り
。
光
明
は
相

な
り
。
諸
有
の
光
明
み
な
般
若
の
智
慧
か
ら
顕
れ
る
と
云
こ
と
を
「
智
慧
の
光
明
」
と
の
玉
ふ
。
こ
れ
を
ば
祖
釋
の
上
で
申
せ
ば
『
唯

信
文
意
』
に
「
阿
弥
陀
佛
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り
と
知
べ
し
」
と
。
こ
れ
光
明
は
智
慧
の
す
が
た
ぢ
や
と
云
こ
と

な
り
。

６

　

亦
『
唯
信
文
意
』
に
「
一
切
諸
佛
の
智
慧
を
あ
つ
め
玉
へ
る
御
か
た
ち
な
り
。
光
明
は
智
慧
な
り
、
と
知
る
べ
し
」
と
あ
り
。
こ
れ

は
密
経
で
は
弥
陀
を
自
受
用
智
慧
身
と
名
て
阿
弥
陀
仏
如
来
は
諸
佛
の
智
慧
を
主
に
さ
と
ら
せ
ら
れ
た
佛
ぢ
ゃ
と
申
す
な
り
。
浄
土
の

正
依
の
『
大
経
』
で
は
智
慧
段
に
至
っ
て
弥
陀
の
五
智
を
説
い
て
「
諸
佛
無
上
智
慧
」
と
説
い
て
あ
る
。
爾
れ
ば
阿
弥
陀
如
来
は
一
切

諸
佛
の
智
慧
を
集
め
玉
へ
る
無
上
の
智
慧
、
其
の
無
上
の
智
慧
か
ら
放
ち
玉
ふ
光
明
ゆ
へ
に
諸
佛
中
の
王
な
り
、
光
明
中
の
極
尊
な
り
。

こ
の
義
を
顕
は
さ
ん
為
に
、
今
弥
陀
の
光
明
の
別
徳
を
讃
嘆
す
る
最
初
に
「
智
慧
の
光
明
」
と
の
玉
ふ
な
り
。
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「
は
か
り
な
し
」
と
は
、
こ
の
言
が
正
く
無
量
光
の
徳
を
の
べ
玉
ふ
。
と
き
に
『
大
経
』
の
十
二
光
、
浄
影
・
憬
興
等
の
釈
が
あ
る
。

吾
祖
の
「
真
仏
土
巻
」
に
憬
興
の
釈
を
引
玉
ふ
ゆ
へ
、憬
興
の
釈
に
依
て
伺
ふ
べ
き
こ
と
。
此
無
量
光
と
云
を
『
述
文
讃
』
中
四
十

四
右
「
仏

光
非
二

算
数
一

故
無
量
ナ
リ

」
と
。
是
は
無
量
と
云
を
数
に
約
し
て
釈
す
る
の
で
、
弥
陀
の
光
明
は
六
百
万
の
光
明
が
あ
る
の
、
或
は
八
百

万
の
光
明
が
あ
る
と
云
や
う
に
数
を
以
て
量
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
。
無
量
無
数
の
光
明
ぢ
ゃ
故
に
無
量
光
と
云
な
り
。
亦
『
顕
名
抄
』

十
八

右

「
第
一
に
無
量
光
と
い
ふ
は
利
益
の
長
遠
な
る
こ
と
を
あ
ら
は
す
。
過
・
現
・
未
来
に
わ
た
り
て
そ
の
限
量
な
し
。
か
ず
と
し
て

さ
ら
に
ひ
と
し
き
か
ず
な
き
が
ゆ
へ
な
り
」
と
。
如
レ

是
に
釈
あ
る
中
、
初
に
三
世
に
約
し
て
釈
な
さ
れ
、
弥
陀
の
光
明
は
過
去
・
未
来
・

現
在
の
三
世
に
渡
て
い
つ
ま
で
も
其
利
益
に
数
限
り
な
き
ゆ
へ
、
無
量
光
と
云
釈
な
り
。
后
の
釈
は
憬
興
の
釈
に
同
じ
こ
と
。
こ
の
初

の
釈
、
所
依
の
あ
る
釈
で
『
大
論
』
七
十
四
廿
五

右

「（
経
云
）
無
数
者
名
レ

不
レ

墮
二

数
中
一

。（
乃
至
）
無
量
者
不
レ

可
レ

量
。
若
過
去
若
未

来
若
現
在
」
と
。
如
レ

是
無
数
と
無
量
と
の
差
別
を
説
て
あ
り
。
爾
れ
ば
『
顕
名
抄
』
の
釈
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
ゆ
へ
、
蓮
師
『
正
信
偈

大
意
』
の
釈
も
こ
の
『
抄
』
の
通
り
な
り
。
爾
る
に
今
家
に
於
て
は
二
釈
な
が
ら
用
ひ
る
こ
と
ゝ
と
心
得
る
が
よ
ひ
。
と
き
に
御
草
稿

の
御
左
訓
に
［
チ
ハ
ア
レ
ハ
ア
レ
コ
レ
ハ
コ
レ
ト
フ
ン
ヘ
チ
シ
テ
オ
モ
ヒ
ハ
カ
ラ
フ
ニ
ヨ
リ
テ
シ
ユ
イ
ニ
ナ
ツ
ク
ヱ
ハ
コ
ノ
オ
モ
ヒ
ノ

サ
タ
マ
リ
テ
ト
モ
カ
ク
モ
ハ
タ
ラ
カ
ヌ
ニ
ヨ
リ
テ
フ
ト
ウ
ニ
ナ
ツ
ク
フ
ト
フ
サ
ン
マ
イ
ナ
リ
］
是
羽
州
本
・
高
田
本
こ
の
通
り
な
り
。

不
動
に
名
と
云
。
河
州
本
に
は
こ
の
七
字
な
し
。
仏
光
寺
本
も
河
州
本
と
同
じ
御
左
訓
な
り
。

８

　

と
き
に
此
御
左
註
別
に
所
依
あ
り
そ
ふ
な
御
釋
、
台
密
の
釋
に
で
も
、
御
依
り
な
さ
れ
た
か
と
も
思
は
る
ゝ
處
、
こ
の
所
依
が
し
れ

ぬ
ゆ
へ
外
へ
も
あ
れ
こ
れ
と
尋
遣
は
し
た
れ
ど
も
、
是
に
し
っ
か
り
と
合
た
本
拠
は
未
だ
な
し
。
爾
し
義
は
よ
く
聞
へ
て
あ
る
。「
チ
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ハ
ア
レ
ハ
ア
レ
」
等
と
は
、
智
慧
の
二
字
を
分
て
御
釋
な
さ
れ
た
浄
影
、
嘉
祥
、
賢
首
等
の
智
慧
の
釋
が
み
な
意
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
。

嘉
祥
の
『
大
乗
玄
論
』
四
二紙
「
照
レ

空
爲
レ

慧
鑒
ル
ヲ

レ　

有
爲
レ

智
故
此
経
云
知
二

一
相
門
一

起
二

於
慧
業
一

知
二

種
種
相
門
一

起
二

於
智
業
一
」
文
。「
経

曰
」
と
は
『
維
摩
経
』
の
取
意
の
文
。
又
『
大
乗
義
章
』
九
五
十

　

「
知
二

世
諦
一

者
名
レ

之
爲
レ

智
照
二

第
一
義
一

説
以
爲
レ

慧
。」
是
嘉
祥
と

意
は
同
じ
こ
と
な
り
。
是
を
今
御
左
訓
へ
引
合
て
弁
ず
る
に
、「
鑒
レ

有
爲
レ

智
」
と
は
俗
体
万
差
の
諸
法
の
歴
然
と
分
れ
て
あ
る
を
あ

き
ら
め
知
る
が
智
の
字
の
こ
ゝ
ろ
。
あ
れ
は
色
法
な
り
こ
れ
は
心
法
な
り
、
あ
れ
は
松
な
り
こ
れ
は
竹
な
り
と
世
俗
体
の
諸
法
の
分
れ

て
あ
る
處
を
思
惟
分
別
し
て
知
る
が
智
の
字
。
そ
こ
で
今
智
は「
ア
レ
ハ
ア
レ
コ
レ
ハ
コ
レ
ト
フ
ン
ベ
チ
シ
テ
」等
と
あ
り
。
ま
た「
照

レ

空
為
レ

慧
」
と
は
今
迄
思
惟
分
別
し
て
み
た
差
別
の
諸
法
を
、
其
体
空
也
と
観
じ
て
第
一
義
諦
の
實
相
の
理
に
体
達
す
る
ゆ
へ
に
言
亡

慮
絶
し
て
思
惟
分
別
の
な
く
な
る
所
が
慧
の
字
の
意
。
そ
こ
で
今
御
左
註
に
「
コ
ノ
オ
モ
ヒ
ノ
乃
至
フ
ド
ウ
ニ
ナ
ヅ
ク
」
と
の
玉
ふ
。

９

　

不
動
と
は
、
動
ぜ
ぬ
事
諸
法
の
従
本
来
常
自
寂
滅
相
と
本
来
寂
静
の
理
に
体
達
し
て
思
惟
分
別
し
て
、
波
の
動
か
ぬ
所
ゆ
へ
に
不
動

と
名
る
な
り
。
不
動
三
昧
の
事
『
止
観
輔
行
』
一
の
一
十三
「
天
魔
降
ジ

已
テ

得
二

不
動
三
昧
ヲ一

」
文

是
は
佛
の
天
魔
を
降
伏
な
さ
る
降
魔
の

定
ぢ
ゃ
。
そ
こ
で
不
動
三
昧
は
天
魔
の
為
に
驚
動
せ
ら
れ
ぬ
義
。
天
魔
が
ど
の
や
う
に
し
て
も
佛
が
動
さ
れ
玉
は
ぬ
三
昧
ゆ
へ
、
不
動

三
昧
と
云
。
そ
れ
な
ら
こ
ヽ
へ
合
ぬ
。
又　
『
六
十
華
厳
』
三
十
七
三右
「
如
来
示
現
般
涅
槃
時
先
ヅ

入
ル二

不
動
三
昧
二一

」
と
こ
れ
佛
の
涅
槃

寂
滅
無
為
な
る
所
で
不
動
と
云
ゆ
へ
、
こ
れ
又
爰
へ
は
合
ひ
難
ひ
。
又
『
大
論
』
四
十七
「
有
リ
テ

レ

人
言
知
ルニ

諸
法
實
相
畢
竟
空
ナ
リ
ト

一

智

慧
ト

相
應
ス
ル

三
昧
ナ
ル
ガ

故
二

不
動
之

」文
是
百
八
三
昧
の
中
の
不
動
三
昧
を
釋
す
る
に
四
釋
あ
り
。
今
其
第
四
釋
な
り
。
こ
れ
が
爰
へ
合
な
り
。

一
切
諸
法
は
畢
竟
空
な
り
。
と
照
し
諸
法
實
相
の
理
に
体
達
し
、
境
智
冥
合
し
て
思
惟
分
別
の
動
ぜ
ざ
る
所
で
不
動
三
昧
な
り
。
そ
こ

で
こ
れ
第
一
義
諦
を
し
る
慧
の
字
を
不
動
三
昧
な
り
と
の
た
玉
ふ
た
。
爾
れ
ば
御
左
訓
の
詮
ず
る
所
は
、
世
俗
諦
の
諸
法
を
一
ツ
々
々
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諦
ら
め
知
る
が
智
な
り
。
真
如
實
相
の
理
に
体
達
す
る
が
慧
に
し
て
即
ち
佛
の
權
智
實
智
な
り
。
今
佛
の
般
若
の
徳
に
諸
有
る
權
智
も

實
智
も
収
る
故
、
如
レ

是
智
慧
の
二
字
を
わ
け
て
の
御
釋
と
み
へ
る
な
り
。

10

　
「
有
量
の
諸
相
こ
と
ご
と
く
」
御
草
稿
左
訓
と
今
家
の
本
の
御
左
註
と
に
御
指
南
あ
り
。
ま
づ
御
草
本
の
御
左
訓
に
［
ウ
リ
ヤ
ウ
ハ

セ
ケ
ン
ニ
ア
ル
コ
ト
ハ
ミ
ナ
ハ
カ
リ
ア
ル
ニ
ヨ
リ
テ
ウ
リ
ヤ
ウ
ト
イ
フ
ブ
チ
ホ
ウ
ハ
キ
ハ
ホ
ト
リ
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
ム
リ
ヤ
ウ
ト
イ
フ
］

御
左
訓
は
国
字
ゆ
へ
、
結
句
よ
み
そ
こ
な
ふ
こ
と
が
あ
る
。
昔
も
「
一
丈
ば
か
り
の
悪
鬼
と
な
り
て
」
と
か
い
た
を
「
一
舛
ば
か
り
の

あ
づ
き
と
な
り
て
」
と
よ
み
と
れ
り
。
と
き
に
今
「
世
間
ニ
ア
ル
」
等
と
は
、是
は
仏
を
除
ひ
て
諸
有
る
一
切
世
間
の
事
じ
ゃ
に
よ
て
、

有
情
世
間
と
器
世
間
と
へ
通
ず
る
。「
世
間
ニ
ア
ル
コ
ト
ハ
皆
量
リ
ア
ル
」
と
は
先
有
情
世
間
で
申
す
と
き
は
三
界
の
諸
有
る
有
情
は

皆
か
ら
だ
に
大
小
が
あ
り
、
命
ち
に
長
短
が
あ
り
て
、
み
な
量
り
限
り
が
あ
る
。
又
山
河
大
地
等
と
器
世
間
の
諸
法
は
勿
論
ほ
と
り
限

り
が
あ
る
。
次
に
「
ブ
チ
ホ
ウ
ハ
」
と
あ
る
は
、
有
情
世
間
と
器
世
間
と
へ
対
し
て
仏
法
と
の
玉
ふ
ゆ
へ
、
仏
所
得
の
法
な
り
。
所
得

の
法
と
は
仏
の
具
へ
玉
ふ
内
証
外
用
の
功
徳
な
り
。
其
徳
は
み
な
因
位
永
劫
の
修
行
に
よ
て
報
ひ
顕
は
る
ゝ
ゆ
へ
、
一
々
の
徳
が
み
な

無
量
無
辺
で
際
は
辺
り
は
な
ひ
。
此
御
釈
に
よ
る
と
き
は
、
仏
を
除
ひ
て
其
外
の
一
切
世
間
の
法
は
み
な
限
り
が
あ
る
ゆ
へ
、
そ
こ
を

「
有
量
の
諸
相
」
と
云
。「
諸
相
」
の
相
は
相
状
の
義
で
、
色
心
の
諸
法
み
な
夫
々
差
別
の
す
が
た
が
あ
る
ゆ
へ
、「
諸
相
」
と
云
。

11

　

是
御
草
本
の
意
な
り
、
又
今
家
の
左
註
に
「
ヨ
ロ
ツ
ノ
シ
ユ
シ
ヤ
ウ
」
と
あ
る
。
是
で
は
有
情
世
間
計
り
に
限
る
。
如
レ

是
両
方
の

御
左
訓
の
違
は
ど
ふ
ぞ
と
云
に
、
こ
れ
は
み
な
「
有
量
の
諸
相
」
と
云
言
が
上
の
句
へ
望
め
る
と
下
の
句
へ
望
め
る
と
で
、
義
が
違
ふ
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こ
と
を
顕
す
御
指
南
と
み
へ
る
。
ま
づ
第
一
句
の
「
智
慧
の
光
明
は
か
り
な
し
」
の
句
へ
望
め
る
と
き
は
二
種
世
間
へ
通
ず
る
。
そ
れ

は
な
ぜ
と
云
に
一
切
世
間
法
は
限
り
あ
り
て
有
量
と
申
す
。
佛
境
界
は
无
量
无
辺
ゆ
へ
「
智
慧
の
光
明
は
か
り
な
し
」
と
云
。
是
れ
世

間
の
有
量
を
あ
げ
て
佛
の
无
量
光
を
顕
す
の
ぢ
や
ゆ
へ
有
情
と
器
世
間
へ
通
ず
る
。
又
次
句
へ
望
め
る
と
き
は
「
有
量
の
諸
相
」
と
云

は
よ
ろ
づ
の
衆
生
の
事
な
り
。
十
方
の
衆
生
一
人
で
も
「
光
暁
か
ぶ
ら
ぬ
も
の
は
な
ひ
」
と
あ
ら
は
す
言
な
り
。
次
の
句
の
「
も
の
は

な
し
」
と
「
も
の
」
と
さ
し
た
は
人
を
さ
す
言
ぢ
や
よ
て
次
の
句
へ
望
め
る
と
き
は
、
こ
の
「
有
量
の
諸
相
」
と
云
ふ
は
よ
ろ
づ
の
衆

生
の
事
な
り
。
吾
祖
『
讃
弥
陀
偈
』
の
文
を
ヶ
様
に
御
覧
あ
そ
ば
し
た
も
の
ぢ
や
。
か
ふ
解
さ
ね
ば
、『
讃
弥
陀
偈
』
の
文
が
す
ま
ぬ

な
り
。
此
釋
の
趣
き
を
二
本
の
御
左
訓
に
顕
は
さ
せ
ら
れ
た
と
み
へ
る
な
り
。

12

　
「
光
暁
か
ふ
ら
ぬ
も
の
は
な
し
」
と
は
、「
光
暁
」
と
云
は
暁
の
字
『
玉
篇
』
に
『
説
文
』
を
引
て
「
明
也
曙
也
」
と
あ
り
て
、
夜
の

あ
け
が
た
の
事
な
り
。
弥
陀
の
光
明
を
夜
の
あ
け
が
た
に
た
と
へ
て
「
光
暁
」
と
の
玉
ふ
。
こ
れ
は
第
一
句
の
「
智
慧
の
光
明
」
と
云

か
ら
出
て
来
た
言
な
り
。
上
に
引
く
『
大
集
経
』
の
文
に
も
「
智
慧
光
明
能
ク

破
ス二

黒
闇
ヲ一

」
と
あ
る
。
佛
の
智
慧
の
光
り
を
以
て
衆
生

の
無
明
の
黒
闇
を
除
か
せ
ら
れ
、
そ
の
黒
闇
を
除
ひ
た
と
こ
ろ
は
夜
の
あ
け
が
た
な
り
。
い
ま
ゝ
で
真
の
く
ら
や
み
で
あ
り
た
の
が
、

夜
の
あ
け
が
た
に
な
り
た
の
で
、
く
ら
や
み
が
な
く
な
る
如
く
智
慧
の
光
明
で
黒
闇
を
の
ぞ
く
は
夜
の
暁
が
た
の
如
く
故
に
「
光
暁
」

と
の
玉
ふ
。
十
方
衆
生
一
人
と
し
て
そ
の
光
明
の
利
益
を
か
ふ
む
ら
ぬ
も
の
は
な
ひ
と
云
事
で
「
光
暁
か
ふ
ら
ぬ
も
の
は
な
し
」
と
の

玉
ふ
な
り
。「
か
ふ
ら
ぬ
」
と
は
か
ふ
む
ら
ぬ
と
云
事
、
又
「
光
暁
」
と
云
言
に
弥
陀
の
光
明
は
衆
生
を
し
て
無
上
浄
信
の
暁
き
に
至

ら
し
む
る
利
益
あ
り
と
云
事
を
含
で
あ
る
な
り
。
存
覚
上
人
の
『
浄
土
見
聞
集
』
に
「
光
明
は
智
慧
な
り
。
こ
の
光
明
智
相
よ
り
信
心

を
開
発
し
た
ま
ふ
ゆ
へ
信
心
は
佛
智
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
弥
陀
の
光
明
は
智
慧
の
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
そ
こ
で
衆
生
の
信
心
の
智
慧
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を
開
発
な
さ
れ
る
。
爾
れ
ば
弥
陀
の
光
明
を
ば
夜
の
あ
け
が
た
に
た
と
へ
る
光
暁
の
徳
が
あ
る
な
り
。

13

　

次
に
「
真
実
明
に
帰
命
せ
よ
」
と
は
、
こ
の
明
の
字
に
上
声
の
圏
発
あ
る
な
り
。
今
そ
れ
が
落
ち
て
あ
り
。「
真
実
明
」
と
は
、
こ

れ
よ
り
下
の
三
十
七
名
、こ
れ
は
別
に
経
論
の
中
に
こ
の
通
り
に
仏
名
を
あ
げ
て
あ
る
拠
は
な
し
。
こ
れ
は
考
ふ
る
に
『
方
等
大
集
経
』

な
ど
に
、
四
天
王
・
帝
釈
天
等
の
諸
天
が
、
仏
の
み
も
と
へ
詣
し
て
お
の
お
の
偈
頌
を
つ
く
り
て
仏
を
讃
嘆
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
偈
頌

の
中
に
銘
々
意
楽
に
任
せ
て
、
或
は
光
明
の
徳
を
讃
嘆
す
る
偈
文
も
あ
り
、
或
は
大
悲
の
徳
を
讃
嘆
す
る
偈
文
も
あ
り
。
其
自
ら
讃
嘆

し
た
る
徳
を
と
り
直
に
仏
名
を
立
て
、
或
は
無
上
尊
に
帰
依
す
る
の
、
或
は
無
余
等
を
敬
礼
す
る
の
と
云
や
う
に
、
仏
名
が
立
て
ゝ
あ

り
。
い
ま
鸞
師
の
三
十
七
名
も
そ
れ
ら
の
例
に
な
ら
は
せ
ら
れ
た
と
み
へ
る
な
り
。
そ
れ
ゆ
へ
に
こ
れ
は
別
に
拠
を
も
と
め
る
の
で
は

な
ひ
。
一
段
一
段
の
偈
文
に
讃
嘆
す
る
と
こ
ろ
の
徳
を
取
て
直
に
弥
陀
の
仏
名
を
立
て
、「
真
実
明
に
帰
命
せ
よ
」「
平
等
覚
に
帰
命
せ

よ
」
と
の
玉
ふ
な
り
。
今
「
真
実
明
」
と
は
、『
方
等
大
集
経
』
一
十
六

右　

に
「
破シ
二

無
明
闇ヲ
一

為
二

諸ノ

衆
生
一

作
二

智
慧
明
一

」
と
あ
る
。
今

こ
の
「
真
実
明
」
の
明
と
云
は
、
そ
の
智
慧
明
の
こ
と
ぢ
ゃ
。
こ
れ
上
の
第
一
句
に
「
智
慧
の
光
明
」
と
云
ひ
、
第
三
句
に
「
光
暁
」

と
云
た
は
、
弥
陀
の
光
明
は
無
明
の
黒
闇
を
の
ぞ
き
玉
ふ
智
慧
明
の
徳
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
そ
の
智
慧
明
の
徳
を
す
ぐ
に
取
て
仏
名
を
立

て
ゝ
「
真
実
明
」
と
御
名
づ
け
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。
真
実
と
簡
ん
だ
は
、
虚
偽
に
対
す
る
言
で
、
有
漏
業
所
感
の
虚
偽
顛
倒
の
明
で

な
ひ
。
無
漏
清
浄
業
よ
り
お
こ
る
「
真
実
明
」
と
の
玉
ふ
。

14

　

御
草
稿
の
御
左
訓
に
「
シ
ン
ト
イ
フ
ハ
イ
ツ
ハ
リ
ヘ
ツ
ラ
ワ
ヌ
ヲ
シ
ン
ト
イ
フ
シ
チ
ト
イ
フ
ハ
カ
ナ
ラ
ス
モ
ノ
ノ
ミ
ト
ナ
ル
ヲ
イ
フ
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ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
御
釋
は
、真
は
偽
に
対
す
る
言
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、い
つ
は
り
へ
つ
ら
わ
ぬ
こ
と
ぢ
ゃ
、実
は
偽
に
対
す
る
言
ぢ
ゃ

に
よ
り
て
か
ら
で
は
な
ひ
、
み
の
な
る
こ
と
を
い
ふ
な
り
と
御
釋
な
さ
れ
た
の
な
り
。「
帰
命
せ
よ
」
と
は
、
こ
れ
は
本
偈
の
文
に
は

稽
首
と
あ
り
。
稽
首
と
帰
命
と
を
わ
け
る
と
き
は
、
稽
首
は
首
を
地
に
至
ら
し
む
る
こ
と
で
身
業
の
礼
讃
な
り
。
又
帰
命
と
云
は
、
お

も
に
意
業
に
帰
す
る
こ
と
を
帰
命
と
云
な
り
。
さ
れ
ど
も
不
空
三
蔵
の
『
仁
王
陀
羅
尼
釋
』
四　右

十
に
は
「
梵
語
の
娜
謨
ト

者
帰
命
の
義
、

亦
云
二

稽
首
ト一

、
亦
云
二

頂
礼
ト一

」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
に
は
稽
首
が
す
な
は
ち
帰
命
な
り
。
そ
こ
で
今
も
本
偈
に
は
稽
首
と
あ
れ
ど
も
和

讃
で
は
帰
命
と
仰
せ
ら
れ
た
。
又
本
偈
の
文
で
は
鸞
師
自
ら
稽
首
帰
命
な
さ
れ
る
事
ぢ
ゃ
。
爾
る
に
今
は
化
他
を
お
も
に
な
さ
れ
て
帰

命
せ
よ
と
云
下
知
の
言
を
お
か
せ
ら
れ
た
の
な
り
。
と
き
に
こ
ゝ
を
『
嘗
解
』
の
中
に
は
、
こ
の
帰
命
と
云
は
「
行
巻
」
や
『
尊
号
銘

文
』
に
釋
し
て
あ
る
一
念
帰
命
と
は
違
ふ
ぞ
と
申
し
て
あ
る
が
、
成
程
本
偈
の
文
か
ら
み
れ
ば
、
身
業
礼
の
帰
命
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
信
后

相
續
の
礼
拝
の
事
で
一
念
帰
命
の
信
心
の
こ
と
で
は
な
ひ
な
り
。
さ
り
な
が
ら
今
吾
祖
の
和
讃
で
は
一
首
々
々
の
御
文
に
帰
命
せ

よ
々
々
と
人
を
す
ゝ
む
る
言
に
な
さ
れ
た
か
ら
み
れ
ば
、
た
ゝ
信
后
相
續
の
礼
拜
を
す
ゝ
め
た
る
ば
か
り
に
は
あ
ら
ず
。
不
信
心
の
と

も
が
ら
は
や
く
弥
陀
に
帰
命
し
信
心
得
よ
と
御
勧
め
な
さ
る
ゝ
御
意
で
、
帰
命
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ
た
と
み
へ
る
な
り
。

15

　
　

解
脱
の
光
輪
き
は
も
な
し　
　
　

光
触
か
ふ
る
も
の
は
み
な

　
　

有
無
を
は
な
る
と
の
べ
た
ま
ふ　

平
等
覚
に
帰
命
せ
よ

　

二
に
無
辺
光
。
此
の
一
首
は
無
辺
光
の
徳
を
讃
嘆
な
さ
れ
る
な
り
。
十
二
光
に
科
段
を
分
て
み
れ
ば
六
段
が
分
れ
る
と
申
す
こ
と
先

達
て
「
正
信
偈
」
講
説
の
時
分
に
弁
し
た
事
に
し
て
こ
の
最
初
の
無
量
・
無
辺
・
無
碍
の
三
光
こ
れ
が
一
科
に
し
て
光
明
無
量
の
体
徳

を
あ
げ
た
も
の
な
り
。
第
十
二
の
本
願
の
光
明
無
量
の
願
成
就
の
果
体
に
そ
な
は
る
徳
が
こ
の
三
光
な
り
。『
阿
弥
陀
経
』
に
「
彼
佛
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光
明
無
量
照
十
方
国
無
所
障
碍
是
故
号
為
阿
弥
陀
」
と
あ
る
。
こ
の
「
光
明
無
量
」
と
あ
る
の
が
無
量
光
の
徳
な
り
。「
照
十
方
国
」

と
あ
る
が
無
辺
光
の
徳
な
り
。「
無
所
障
碍
」
と
あ
る
が
無
碍
光
の
徳
な
り
。
次
句
に
「
是
故
号
為
阿
弥
陀
」
と
あ
れ
ば
弥
陀
の
真
報

身
の
果
体
の
徳
と
云
が
こ
の
三
光
な
り
。
天
親
菩
薩
の
「
盡
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
云
名
号
を
御
立
な
さ
れ
た
も
此
の
三
光
の
徳
に
よ

り
て
立
さ
せ
ら
れ
た
と
申
す
こ
と
先
達
て
弁
し
た
通
り
な
り
。
今
は
其
中
の
無
辺
光
の
徳
な
り
。

16

　

さ
て
最
初
の
句
に
「
解
脱
の
光
輪
」
と
あ
る
は
、『
六
要
鈔
』
の
御
指
南
の
如
く
、
涅
槃
の
三
徳
の
中
の
解
脱
の
徳
を
あ
げ
さ
せ
ら

れ
た
り
。
そ
の
解
脱
の
徳
か
ら
御
放
ち
な
さ
る
る
光
明
ぢ
ゃ
と
云
事
で
、「
解
脱
の
光
輪
」
と
仰
せ
ら
れ
た
り
。
こ
の
解
脱
の
徳
と
申

す
は
菩
提
涅
槃
の
二
果
の
中
で
は
涅
槃
の
断
徳
な
り
。
そ
こ
で
解
脱
と
云
は
繋
縛
を
は
な
れ
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
を
こ
と
ご

と
く
断
じ
つ
く
し
て
、
業
煩
悩
の
繋
縛
を
は
な
れ
た
所
が
解
脱
の
徳
な
り
。
こ
の
涅
槃
の
断
徳
に
付
て
、
小
乗
の
涅
槃
と
大
乗
の
涅
槃

と
の
ち
が
ひ
が
あ
り
。
小
乗
の
涅
槃
は
、
た
だ
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
の
繋
縛
の
な
く
な
り
た
所
を
断
徳
と
云
な
り
。
大
乗
の
解
脱
は
爾
ら

ず
。
大
乗
で
は
大
涅
槃
の
体
は
本
来
清
浄
に
し
て
、
因
に
あ
り
て
も
果
に
あ
り
て
も
か
わ
ら
ぬ
を
涅
槃
と
云
な
り
。
そ
れ
が
果
上
に
至

り
て
業
煩
悩
を
は
な
れ
た
所
を
解
脱
の
徳
と
云
な
り
。
そ
れ
ゆ
へ
に
『
大
乗
義
章
』
十
八
廿
六

左　

云ク

「
言ハ
二

解
脱ト
一

者
自
体
無
レ

累
名テ

為
二

解

脱
一

又
免ヲ
レ

羈
縛ヲ

亦
曰
二

解
脱ト
一

」
文
と
。
初
め
の
義
で
は
涅
槃
の
体
が
も
と
よ
り
清
浄
に
し
て
も
ろ
も
ろ
の
わ
づ
ら
ひ
を
は
な
れ
た
る
所

を
解
脱
と
云
。
后
の
義
で
は
果
上
へ
至
り
て
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
繋
縛
を
は
な
れ
た
る
所
を
解
脱
と
云
と
、
こ
の
二
釈
が
あ
る
な
り
。
こ

れ
が
小
乗
の
涅
槃
な
れ
ば
初
の
義
は
設
け
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
な
り
。
大
乗
の
涅
槃
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
こ
の
二
釈
を
以
て
釈
し
た
も
の
な

り
。
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さ
て
「
光
輪
」
と
は
、
御
草
稿
の
御
左
訓
「
輪
」
の
字
の
左
り
に
「
ク
タ
ク
」
と
あ
り
。
こ
れ
は
昨
日
弁
ず
る
通
り
に
、
輪
の
字
に

は
く
だ
く
・
や
ぶ
る
と
云
摧
破
の
義
が
あ
る
に
よ
り
て
、
弥
陀
の
光
明
を
以
て
衆
生
の
悪
業
煩
悩
を
く
だ
き
や
ぶ
り
玉
ふ
と
云
こ
と
で
、

光
輪
と
云
の
な
り
。
さ
て
御
草
稿
の
御
左
訓
の
次
の
文
に
、［
ゲ
ダ
チ
ト
イ
フ
ハ
サ
ト
リ
ヲ
ヒ
ラ
キ
ホ
ト
ケ
ニ
ナ
ル
ヲ
イ
フ
ワ
レ
ラ
カ

ア
ク
ゴ
フ
ボ
ン
ナ
ウ
ヲ
ア
ミ
タ
ノ
オ
ム
ヒ
カ
リ
ニ
テ
ク
タ
ク
ト
イ
フ
コ
コ
ロ
ナ
リ
］
と
あ
る
。
こ
れ
は
羽
州
本
髙
田
の
本
、
こ
の
通
り

な
り
。
こ
れ
は
「
解
脱
の
光
輪
」
の
四
字
の
釋
な
り
。「
ゲ
ダ
チ
ト
イ
フ
ハ
サ
ト
リ
ヲ
ヒ
ラ
キ
ホ
ト
ケ
ニ
ナ
ル
ヲ
イ
フ
」
と
云
が
、
先

初
め
に
解
脱
の
二
字
の
釋
な
り
。
そ
れ
か
ら
「
ア
ク
コ
フ
ホ
ム
ナ
フ
ヲ
ア
ミ
タ
ノ
オ
ム
ヒ
カ
リ
ニ
テ
ク
ダ
ク
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」
と

云
は
、
光
輪
の
二
字
の
釋
な
り
。
と
き
に
『
嘗
解
』
の
中
に
こ
の
御
左
訓
を
引
て
こ
の
御
釋
か
ら
み
れ
ば
、
衆
生
の
悪
業
煩
悩
を
く
だ

き
や
ぶ
る
を
解
脱
と
云
。
爾
れ
ば
こ
ゝ
の
解
脱
と
云
は
、
こ
れ
は
三
徳
の
中
の
解
脱
で
は
な
ひ
。
そ
れ
を
『
六
要
抄
』
で
は
、
三
徳
の

中
の
解
脱
の
徳
に
配
當
な
さ
れ
た
は
祖
師
の
御
言
で
は
な
ひ
と
云
て
、
破
し
て
あ
り
。
今
謂
三
徳
の
中
の
解
脱
の
徳
に
は
、
衆
生
の
悪

業
煩
悩
を
く
だ
き
破
る
と
云
化
他
の
利
益
は
な
ひ
と
思
は
る
ゝ
の
は
、
嘗
解
者
の
如
き
は
果
上
へ
至
り
て
業
煩
悩
を
離
れ
た
所
斗
り
を

解
脱
と
云
と
思
ふ
て
居
ら
る
ゝ
は
謬
な
り
。
小
乗
の
解
脱
は
、
た
ゝ
果
上
へ
至
り
て
佛
自
ら
業
煩
悩
を
な
ふ
し
て
し
ま
ひ
な
さ
れ
た
す

が
た
が
解
脱
な
り
。
今
大
乗
の
解
脱
は
そ
ふ
で
は
な
ひ
。
解
脱
は
衆
生
の
利
益
に
約
し
て
釋
す
る
の
が
大
乗
の
正
義
な
り
。

18

　
『
唯
識
論
』
な
ど
に
は
煩
悩
障
を
断
じ
て
解
脱
を
さ
と
り
所
知
障
を
断
じ
て
菩
提
を
う
る
と
云
。
こ
れ
ら
が
小
乗
と
相
似
で
あ
る
。

法
相
で
、
こ
ゝ
ら
が
賢
首
の
所
謂
始
教
大
乗
の
す
が
た
に
し
て
た
ゝ
煩
悩
を
断
じ
た
ば
か
り
が
解
脱
ぢ
や
と
云
て
は
、
一
乗
の
解
脱
も

一
つ
こ
と
に
な
る
な
り
。
實
大
乗
の
所
談
は
爾
ら
ず
。『
涅
槃
経
』
五
七左
に
「
佛
の
大
涅
槃
を
解
脱
と
名
く
る
は
佛
衆
生
を
済
度
し
玉
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ふ
に
い
か
な
る
所
へ
至
り
て
も
障
り
と
云
は
な
ひ
。
地
獄
へ
入
て
衆
生
を
済
度
し
て
も
地
獄
の　

ふ
に
焼
る
ゝ
と
云
わ
づ
ら
ひ
な
く
、

餓
鬼
道
に
入
て
衆
生
を
済
度
し
て
も
餓
鬼
の
苦
み
を
受
る
こ
と
も
な
く
、
一
切
の
所
に
於
て
も
ろ
々
々
の
さ
は
り
を
は
な
れ
て
思
ひ
の

ま
ゝ
衆
生
済
度
す
る
を
解
脱
の
徳
」
と
云
。
こ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
文
を
章
安
の
『
疏
』
の
こ
ゝ
ろ
で
解
す
れ
ば
こ
の
通
り
な
り
。
實

大
乗
の
解
脱
と
云
も
の
は
、
小
乗
と
大
き
な
ち
が
ひ
に
し
て
解
脱
と
云
は
も
の
ゝ
さ
は
り
の
な
ひ
事
ぢ
や
。
衆
生
済
度
に
さ
は
り
な
ひ

の
が
解
脱
の
徳
な
り
。
こ
の
事
は
天
台
の
『
別
行
玄
義
四
明
の
記
』
で
は
四　
　

に
釈
し
て
小
乗
の
断
徳
は
、滅
無
の
断
と
名
く
。
た
ゝ

煩
悩
の
薪
の
滅
し
た
と
こ
ろ
が
小
乗
の
涅
槃
な
り
。
大
乗
の
断
徳
は
そ
ふ
で
は
な
ひ
。
衆
生
済
度
に
於
て
任
運
自
在
に
し
て
悪
と
し
て

染
ま
す
事
あ
た
は
ぬ
が
、
こ
れ
が
大
乗
の
解
脱
ぢ
や
と
又
も
と
よ
り
そ
れ
で
な
け
れ
ば
こ
の
文
が
す
ま
ぬ
な
り
。
解
脱
の
徳
と
云
は
自

ら
佛
が
業
煩
悩
を
断
じ
て
御
坐
な
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
衆
生
の
悪
業
煩
悩
ま
で
を
く
だ
き
や
ぶ
り
た
ま
ふ
が
解
脱
の
徳
ぢ
や
に

よ
り
て
、「
解
脱
の
光
輪
」
と
仰
せ
ら
れ
た
は
大
乗
の
解
脱
の
こ
ゝ
ろ
で
仰
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。
爾
れ
ば
い
よ
々
々
『
六
要
鈔
』
の

御
指
南
の
通
り
に
三
徳
の
中
の
解
脱
な
り
と
お
し
き
は
め
る
が
冝
き
な
り
。
嘗
解
者
な
ど
は
深
く
考
へ
ず
し
て
先
徳
の
御
釈
を
ば
破
る

と
云
は
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
こ
と
な
り
。

19

　
　
　

第
十
二
会

　
「
解
脱
の
光
輪
」
等
。
さ
て
「
き
は
も
な
し
」
と
は
、
こ
の
「
き
は
も
な
し
」
と
云
言
が
正
く
無
辺
光
の
徳
を
顕
す
言
で
、
弥
陀
の

光
明
十
方
世
界
を
て
ら
し
て
き
は
ほ
と
り
の
な
ひ
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
無
辺
光
と
名
る
な
り
。「
き
は
ゝ
な
し
」
と
云
は
ず
に
、
亦

復
「
き
は
も
な
し
」
と
「
も
」
の
手
仁
葉
を
御
つ
か
ひ
な
さ
れ
た
こ
と
は
、上
で
弁
じ
た
通
り
な
り
。
今
こ
ゝ
も
「
も
」
の
手
仁
葉
で
、

十
方
世
界
を
て
ら
す
と
云
こ
と
を
あ
ら
は
し
た
も
の
な
り
。
弥
陀
の
光
明
は
十
方
世
界
へ
み
ち
み
ち
て
照
し
た
ま
ふ
な
り
。
爾
ら
ば
き
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は
ほ
と
り
が
あ
る
か
と
云
へ
ば
、
き
は
ほ
と
り
も
な
ひ
と
云
こ
と
で
「
解
脱
の
光
輪
き
は
も
な
し
」
と
仰
せ
ら
れ
た
り
。
無
辺
の
名
を

釈
す
る
こ
と
『
述
文
讃
』
中
四
十

四　

「
無シ
二

縁
ト
為

不
ル
事

一
レ

照
故
無
辺
ナ
リ

」
と
あ
る
。
憬
興
の
釈
は
上
の
無
量
光
を
数
に
約
し
て
釈
す
る
。

こ
の
無
辺
光
は
所
被
の
機
縁
に
約
し
て
釈
な
さ
れ
る
な
り
。
弥
陀
の
光
明
の
所
被
の
機
は
、
一
切
衆
生
一
人
と
し
て
も
れ
る
も
の
は
な

ひ
に
よ
り
て
、
無
辺
光
と
名
け
る
。
こ
の
釈
の
意
は
無
辺
の
辺
の
字
は
辺
畔
の
義
に
て
一
方
へ
か
た
よ
る
事
な
り
。
親
き
も
の
ぢ
ゃ
に

よ
り
て
て
ら
す
の
、
疎
き
も
の
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
て
ら
さ
ぬ
と
、
云
や
う
な
事
が
あ
ら
う
な
れ
ば
、
そ
れ
は
か
た
よ
る
と
云
も
の
で
、
辺

畔
が
あ
る
と
云
も
の
な
り
。
今
弥
陀
の
光
明
は
さ
う
で
は
な
ひ
。
怨
・
親
・
中
の
三
つ
を
は
な
れ
て
、
か
た
よ
ら
ず
だ
れ
で
も
て
ら
し

玉
ふ
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
無
辺
光
と
名
け
る
。
こ
れ
が
憬
興
の
釈
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。

20

　

又
、
存
覚
上
人
の
『
顕
名
鈔
』
に
は
二
釋
あ
り
て
、
初
め
の
釋
で
は
「
十
方
世
界
を
つ
く
し
て
さ
ら
に
辺
際
な
し
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
无
辺
の
辺
の
字
を
辺
際
の
義
と
し
て
、
十
方
世
界
ど
こ
ま
で
も
辺
際
な
し
に
て
ら
し
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
无
辺
光
と
名
け
る
。
今
の
和
讃

に
「
き
は
も
な
し
」
と
あ
る
は
、
こ
の
无
辺
際
の
義
な
り
。
爾
れ
ば
『
顕
名
鈔
』
の
初
め
の
釋
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
后
の
釋
は
『
述
文

讃
』
と
同
じ
事
な
り
。『
述
文
讃
』
は
「
真
佛
土
巻
」
御
引
用
な
り
。
ゆ
へ
に
、
今
家
に
於
て
は
二
釋
と
も
に
取
用
ゐ
る
が
よ
い
な
り
。

と
き
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
の
中
で
、
法
身
・
般
若
の
二
徳
を
上
の
二
首
の
和
讃
に
お
ゝ
せ
ら
れ
た
わ
け
は
、
昨
日
弁
じ
た
事
な

り
。
爾
ら
ば
い
ま
解
脱
の
徳
を
、
こ
の
无
辺
光
の
所
へ
御
出
し
な
さ
れ
た
は
ど
う
云
わ
け
ぢ
ゃ
と
申
す
に
、
こ
れ
は
実
云
ふ
と
き
は
解

脱
の
徳
が
无
辺
光
に
限
る
徳
に
非
ず
。
外
の
光
明
の
所
へ
御
出
し
な
さ
れ
て
も
よ
け
れ
ど
も
、
今
上
の
二
首
の
和
讃
に
次
で
の
如
く
、

法
身
・
般
若
の
二
徳
を
挙
さ
せ
ら
れ
た
ゆ
へ
、
さ
し
づ
め
解
脱
の
徳
は
こ
の
无
辺
光
の
所
へ
む
か
ふ
て
あ
り
。
そ
こ
で
、
解
脱
の
徳
を

爰
へ
結
合
せ
ら
れ
ま
し
た
も
の
な
り
。
そ
の
上
へ
『
涅
槃
経
』
を
爰
へ
引
合
す
に
『
涅
槃
経
』
五
七　十

右
に
三
徳
の
中
の
解
脱
の
徳
を
説
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く
所
に
「
解
脱
ト

者
名
テ

云
二

无
辺
ト一

」
と
あ
り
て
、
次
の
句
に
喩
へ
を
あ
げ
て
「
譬
ハ

如
二

聚
落
ノ一

皆
ナ

有
二

辺
表
一

解
脱
ハ

不
レ

爾
譬
ハ

如
三

虚
空

一

無
レ

有
二

辺
際
一

」
と
。
聚
落
と
云
は
、
京
や
大
坂
の
や
う
な
家
の
た
ん
と
あ
る
城
下
の
事
な
り
。
長
安
十
万
戸
と
云
廣
ひ
聚
落
な
れ
ど

も
二
里
四
方
と
か
辺
表
の
は
て
が
あ
り
、
其
辺
表
が
あ
ら
ば
无
辺
と
は
云
は
れ
ぬ
。
今
如
来
の
解
脱
の
徳
は
、
周
遍
法
界
の
解
脱
の
徳

ぢ
ゃ
に
よ
り
て
廣
大
无
辺
際
に
し
て
き
は
ほ
と
り
が
な
ひ
な
り
。
た
と
へ
ば
虚
空
の
如
く
な
る
ゆ
へ
に
无
辺
と
名
く
る
と
あ
り
。
こ
れ

こ
の
『
涅
槃
経
』
の
上
か
ら
み
れ
ば
、
今
无
辺
光
の
き
は
ほ
と
り
の
な
ひ
と
云
こ
と
を
顕
は
さ
ん
が
た
め
に
、
解
脱
の
徳
を
こ
ゝ
へ
挙

げ
さ
せ
ら
れ
て
「
解
脱
の
光
輪
き
は
も
な
し
」
と
仰
せ
ら
れ
た
る
な
り
。

21

　
「
光
触
か
ふ
る
も
の
は
み
な
」
と
は
御
草
稿
の
御
左
訓
に
「
ヒ
カ
リ
ヲ
ミ
ニ
フ
ル
ゝ
ト
イ
フ
コ
ゝ
ロ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
異
本
に
「
こ

と
な
り
」
と
あ
り
、
丸
の
付
て
あ
る
は
異
本
な
り
。
河
州
本
な
れ
ば
み
な
鱗
形
が
付
て
あ
り
、
河
州
本
で
な
ひ
其
外
の
本
な
れ
ば
み
な

丸
を
付
て
あ
り
。
佛
光
寺
本
は
「
こ
と
な
り
」
と
申
し
て
あ
る
に
よ
り
て
其
異
本
な
り
。
こ
の
異
本
に
付
け
た
所
が
あ
と
か
ら
加
へ
た

の
で
み
に
く
ひ
な
り
。『
高
僧
和
讃
』
な
ど
か
ら
は
最
初
か
ら
異
本
付
を
い
た
し
た
り
。『
浄
土
和
讃
』
は
あ
と
か
ら
致
し
た
ゆ
へ
、
み

に
く
き
な
り
。
と
き
に
こ
の
御
左
訓
に
「
ヒ
カ
リ
ヲ
身
ニ
フ
ル
ゝ
ト
云
コ
ゝ
ロ
ナ
リ
」
と
は
身
に
ふ
る
ゝ
と
あ
れ
ば
か
ら
だ
に
ふ
る
ゝ

事
ぢ
ゃ
が
、
弥
陀
の
光
明
は
衆
生
の
内
心
の
底
に
入
り
満
さ
せ
ら
る
ゝ
に
よ
り
て
、
た
ゝ
身
に
ふ
れ
る
ば
か
り
で
は
あ
り
そ
も
な
ひ
か

と
申
す
と
き
に
、
こ
れ
が
法
相
の
定
ま
り
事
に
て
「
ふ
れ
る
」
と
云
へ
ば
、
か
な
ら
ず
身
に
ふ
れ
る
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
な
り
。
色
声

香
味
触
の
五
境
の
中
の
触
境
は
か
ら
だ
で
ふ
れ
て
し
る
境
界
に
し
て
、
心
は
色
法
で
な
ひ
も
の
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
心
に
は
ふ
れ
る
と
云
事

は
い
は
れ
ぬ
な
り
。
そ
こ
で
今
「
光
触
」
と
云
は
、
ひ
か
り
を
身
に
ふ
る
ゝ
事
ぢ
ゃ
と
御
釈
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。
さ
れ
ど
も
身
に
ふ

れ
る
と
き
は
身
の
内
心
ろ
の
底
に
入
り
み
ち
玉
ふ
な
り
。
そ
こ
で
『
大
経
』
に
「
触
二

其
身
一

者
心
意
柔
軟
」「
そ
の
身
に
ふ
る
ゝ
も
の
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心
意
柔
軟
」
と
説
て
あ
り
て
、
こ
れ
身
に
触
る
と
き
は
心
ろ
に
ま
で
入
り
満
さ
せ
ら
る
ゝ
に
よ
り
て
身
も
心
ろ
も
柔
軟
に
な
る
と
云
こ

と
で
、「
触
二

其
身
一

者
心
意
柔
軟
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
今
も
そ
の
こ
ゝ
ろ
で
「
光
触
」
と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。

22

　
「
か
ふ
る
」
と
は
、か
う
む
る
の
略
語
な
り
。「
有
無
を
は
な
る
と
の
べ
玉
ふ
」
と
は
、「
有
無
」
と
云
は
、有
無
の
二
見
で
、『
法
華
経
』

の
「
方
便
品
」
に
は
「
有
無
の
二
見
に
よ
り
て
六
十
二
見
を
生
ず
る
」
と
「
科
註
」
一
の
下
三
十

一
右
に
文
が
あ
り
。
そ
れ
を
『
法
華
文
句
』

四
の
二
五
十

四　

に
釈
し
て
「
有
無
の
二
見
の
こ
と
を
又
は
断
常
の
二
見
」
と
云
な
り
。
有
見
と
云
は
、
す
な
は
ち
常
見
の
事
で
一
切
有
情

こ
ゝ
に
死
し
、
か
し
こ
に
生
じ
て
、
い
つ
ま
で
も
常
住
な
も
の
ぢ
ゃ
と
執
す
る
の
が
有
の
見
。
又
無
の
見
と
云
は
、
す
な
は
ち
断
見
の

こ
と
で
、
有
情
の
五
蘊
が
滅
し
て
あ
と
は
な
ん
に
も
な
し
に
な
り
て
し
ま
う
、
過
去
も
な
ひ
も
の
ぢ
ゃ
未
来
も
な
い
も
の
ぢ
ゃ
と
、
断

無
の
見
を
執
す
る
の
は
無
の
見
な
り
。
こ
の
有
無
の
二
見
が
も
と
よ
り
あ
ら
ゆ
る
外
道
の
六
十
二
見
を
生
ず
る
と
申
し
て
あ
り
。
又『
大

論
』
三
十
七
七左
に
は
「
一
切
世
間
皆
着ス
二

有
無
二
見ニ
一

」
と
あ
り
て
、外
道
に
か
ぎ
り
た
こ
と
で
は
な
ひ
な
り
。
そ
れ
ゆ
へ
に
『
唯
識
論
』

で
は
こ
の
有
無
の
二
見
に
分
別
と
倶
生
と
を
ば
分
っ
て
あ
り
。
分
別
の
二
見
と
云
は
邪
師
邪
教
等
に
よ
り
て
分
別
し
て
起
し
た
所
の
有

無
の
二
見
。
外
道
の
有
無
の
邪
見
と
云
は
こ
の
分
別
起
の
二
見
な
り
。
又
倶
生
の
二
見
と
云
は
今
日
の
衆
生
生
れ
な
が
ら
に
し
て
誰
に

習
ふ
と
な
し
に
、
こ
の
二
見
に
住
し
て
お
る
な
り
。
鳥
や
獣
も
の
ゝ
類
ま
で
も
こ
の
二
見
に
住
し
て
お
る
が
倶
生
の
二
見
な
り
。
こ
れ

は
『
唯
識
論
』
六
十
六

右　

に
、
鳥
け
だ
も
の
ゝ
類
が
猟
師
な
ど
に
あ
へ
ば
怖
れ
て
に
げ
る
は
、
我
身
な
く
な
ら
う
か
と
思
ふ
に
よ
り
て
怖

れ
て
に
げ
る
。
其
我
が
な
ふ
な
ら
う
か
と
思
ふ
の
が
す
ぐ
に
無
の
見
な
り
。
鳥
け
だ
も
の
は
誰
が
教
へ
て
し
る
で
は
な
け
れ
ど
も
、
生

れ
な
が
ら
に
し
て
無
の
見
を
以
て
お
る
な
り
。
又
鳥
け
だ
も
の
ゝ
類
が
穴
を
ほ
り
て
食
物
な
ど
を
后
の
貯
に
至
し
て
お
く
の
は
、
我
身

い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
ふ
か
ら
な
り
。
其
我
身
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
ふ
の
が
倶
生
の
有
の
見
な
り
。
と
き
に
聖
道
門
の
修
行
で
こ
の
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有
無
の
二
見
を
断
ず
る
事
は
、
同
く
『
唯
識
論
』
六
二
十

一
左
に
、
分
別
の
二
見
は
初
地
入
見
道
の
と
き
に
離
れ
る
。
又
倶
生
の
二
見
は
初

地
已
上
の
菩
薩
漸
く
断
じ
さ
せ
ら
る
ゝ
。
小
乗
で
な
れ
ば
分
別
の
二
見
は
初
果
の
聖
者
に
な
る
と
き
に
断
ず
る
な
り
。
又
倶
生
の
二
見

は
第
四
の
羅
漢
果
の
聖
者
で
な
け
れ
ば
断
じ
て
ま
し
ま
さ
ぬ
な
り
、
と
。
又
『
唯
識
の
述
記
』
に
あ
る
。
初
果
已
上
の
已
離
欲
の
聖
者

で
も
雷
り
の
声
を
聞
き
て
恐
れ
る
の
は
、
わ
が
身
そ
こ
な
ふ
か
と
思
ふ
倶
生
の
断
見
が
あ
る
ゆ
へ
ぢ
ゃ
、
と
あ
り
。

23

　

と
き
に
聖
道
門
の
修
行
で
こ
の
有
无
の
二
見
を
断
ず
る
事
は
、
同
く
『
唯
識
論
』
六
十
左

二
一
に
「
分
別
の
二
見
は
初
地
入
見
道
の
と
き

に
離
れ
る
。
又
倶
生
の
二
見
は
初
地
已
上
の
菩
薩
漸
く
断
じ
さ
せ
ら
る
ゝ
小
乗
で
な
れ
ば
分
別
の
二
見
は
初
果
の
聖
者
に
な
る
と
き
に

断
ず
る
な
り
。
又
倶
生
の
二
見
は
第
四
の
羅
漢
果
の
聖
者
で
な
け
れ
ば
断
じ
て
ま
し
ま
さ
ぬ
な
り
」
と
。
又
唯
識
の
述
記
に
あ
る
初
果

已
上
の
已
離
欲
の
聖
者
で
も
雷
り
の
聲
を
聞
て
恐
れ
る
の
は
、
わ
が
身
そ
こ
な
ふ
か
と
思
ふ
倶
生
の
断
見
が
あ
る
ゆ
へ
ぢ
ゃ
と
あ
り
。

と
き
に
今
念
佛
の
行
者
は
凡
夫
な
れ
ど
も
无
辺
光
の
光
か
に
よ
り
て
、
た
ゝ
ち
に
有
无
の
二
見
を
は
な
れ
る
ゝ
云
う
こ
と
で
、
有
无
を

は
な
る
と
の
べ
玉
ふ
と
仰
せ
ら
れ
た
。
爾
ら
ば
念
佛
の
行
者
、
何
れ
の
と
き
に
有
无
の
二
見
を
離
る
ゝ
ぞ
と
云
に
、『
六
要
鈔
』
五

三　十
左
に
「
称
二

名
号
一

依
二

佛
願
力
ニ一

必
ス

蒙
二

光
觸
一

自
然
ニ

遠
二

離
ス

有
无
迷
ヲ一

此
是
光
明
照
觸
力
也
」
文

　

釋
し
て
あ
り
。
こ
の
『
六
要
鈔
』

の
御
釋
で
は
自
然
に
は
な
る
と
あ
る
に
よ
り
て
、
有
无
の
二
見
を
一
時
に
は
な
れ
ぬ
光
明
に
て
ら
さ
る
れ
ば
漸
々
に
は
な
れ
る
こ
と
の

や
う
に
き
こ
へ
る
な
り
。
こ
れ
は
祖
釋
の
こ
ゝ
ろ
を
も
て
云
と
き
は
、
往
相
の
一
心
を
獲
得
す
る
は
「
六
趣
・
四
生
の
因
亡
じ
果
滅
す
」

と
あ
る
に
よ
り
て
、
一
念
の
信
心
お
こ
る
と
き
た
ゝ
ち
に
光
觸
を
蒙
り
て
有
无
の
二
見
を
一
時
に
離
る
の
な
り
。
こ
ゝ
を
ば
先
輩
の
弁

ぜ
ら
れ
た
の
は
、
他
力
の
信
心
を
吾
祖
は
「
欣
浄
厭
穢
之
妙
術
」
と
の
玉
ひ
、
信
心
を
得
る
所
が
す
な
は
ち
娑
婆
を
厭
ひ
浄
土
を
欣
ふ

こ
ゝ
ろ
の
お
こ
る
所
、
そ
の
娑
婆
を
厭
ふ
心
ろ
我
身
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
執
す
る
有
の
見
を
は
な
れ
た
し
る
し
ぢ
ゃ
。
執
着
の
深
ひ
凡
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夫
な
れ
ど
も
し
ば
ら
く
の
娑
婆
ぢ
ゃ
と
あ
き
ら
め
、
今
に
も
知
ぬ
露
の
身
ぢ
ゃ
と
し
る
や
う
に
な
り
た
は
有
の
見
を
離
し
た
す
が
た
な

り
。
又
未
来
の
浄
土
を
欣
ふ
心
の
あ
る
は
、
无
の
見
を
離
れ
た
し
る
し
な
り
。
い
か
さ
ま
は
や
目
に
み
た
こ
と
も
な
ひ
極
楽
が
手
に
取

や
う
に
思
は
れ
て
願
ふ
こ
ゝ
ろ
の
あ
る
の
は
、
今
迄
未
来
は
な
ひ
も
の
ぢ
ゃ
と
執
し
た
无
の
見
を
離
れ
た
相
な
り
。
爾
れ
ば
他
力
の
信

心
を
う
る
と
き
に
、
有
无
の
二
見
は
一
時
に
離
れ
る
に
よ
り
て
「
光
觸
か
ふ
る
も
の
は
み
な
有
无
を
は
な
る
と
の
べ
た
ま
ふ
」
と
の
玉

ふ
な
り
。

24

　

爾
れ
ば
法
の
利
益
で
は
分
別
の
に
見
も
倶
生
の
に
見
も
一
念
の
所
で
一
時
に
断
ず
る
な
り
。
さ
れ
ど
も
凡
夫
の
機
の
手
前
は
、
果
縛

の
か
ら
だ
の
あ
る
間
だ
は
貧
瞋
煩
悩
と
同
じ
こ
と
に
、
倶
生
の
二
見
は
の
こ
り
で
あ
る
な
り
。
夫
ゆ
へ
に
雷
も
こ
は
が
る
。
又
今
年
か

ら
来
年
の
貯
へ
を
す
る
と
云
う
や
う
な
事
の
あ
る
の
は
、
倶
生
の
二
見
が
の
こ
り
で
あ
る
す
が
た
な
り
。
今
は
浄
土
の
得
益
を
の
べ
さ

せ
ら
れ
る
ゆ
へ
、
有
無
を
は
な
る
と
の
べ
玉
ふ
な
り
。
と
き
に
今
無
辺
光
の
徳
を
讃
ず
る
所
へ
、
こ
の
有
無
の
二
見
を
は
な
る
こ
と
を

ば
述
玉
ふ
は
、
何
故
ぞ
と
、
云
う
に
、
是
が
第
一
句
の
「
解
脱
の
光
輪
」
と
あ
る
所
を
承
て
の
玉
ふ
の
ぢ
や
。「
解
脱
の
光
輪
」
を
以

て
衆
生
の
悪
業
煩
悩
を
く
だ
き
破
り
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
、
こ
の
光
触
を
篆
る
も
の
は
有
無
の
二
見
を
一
時
に
は
な
れ
る
と
な
り
。
夫
な
ら

ば
外
の
煩
悩
を
御
出
な
さ
れ
て
も
よ
か
り
そ
う
な
も
の
ぢ
ゃ
に
、
有
無
の
二
見
を
御
出
し
な
さ
る
ゝ
は
い
か
が
な
る
わ
け
ぢ
ゃ
と
云
へ

ば
、
是
無
辺
光
の
徳
を
顕
す
無
辺
の
辺
の
字
は
、
辺
畔
の
義
に
て
一
方
へ
か
た
よ
る
事
な
り
。
す
な
は
ち
こ
の
有
無
の
二
見
の
事
を
ば

辺
見
と
も
名
け
る
な
り
。
あ
る
と
か
な
ひ
と
か
一
方
へ
か
た
よ
る
所
の
見
ゆ
へ
に
辺
見
と
云
。
今
は
か
た
よ
ら
ぬ
無
辺
光
の
光
益
あ
る

ゆ
へ
に
、
そ
の
か
た
よ
り
た
有
無
の
二
見
を
離
れ
し
め
玉
ふ
無
辺
光
の
徳
を
顕
す
為
に
、「
有
無
を
は
な
る
」
と
云
事
を
御
示
し
な
さ

れ
た
も
の
な
り
。
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「
平
等
覚
に
帰
命
せ
よ
」
と
は
、『
大
経
』
の
異
訳
の
『
平
等
覚
経
』
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
こ
と
を
「
無
量
清
浄
平
等
覚
」
と
申
し

て
あ
り
。
こ
れ
は
梵
語
で
は
「
三
藐
三
菩
提
」、
此
に
は
「
平
等
覚
」
と
も
翻
じ
、
又
「
等
正
覚
」
と
も
云
な
り
。
仏
は
一
切
諸
法
平

等
の
真
理
を
さ
と
り
玉
ふ
ゆ
へ
に
、「
平
等
覚
」
と
云
。
す
な
は
ち
道
等
し
き
が
ゆ
へ
に
、
大
慈
悲
ひ
と
し
う
し
て
諸
法
平
等
の
御
証

り
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
其
さ
と
り
か
ら
無
縁
平
等
の
慈
悲
を
お
こ
し
て
、
一
切
衆
生
を
平
等
に
済
度
し
玉
ふ
が
、
平
等
覚
の
す
が
た
な
り
。

今
無
辺
光
の
徳
益
に
よ
り
て
、
不
平
等
の
有
無
の
二
見
を
破
し
て
平
等
な
ら
し
め
玉
ふ
、
其
徳
を
と
り
、
す
ぐ
に
仏
名
と
し
て
「
平
等

覚
に
帰
命
せ
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。
と
き
に
御
草
稿
の
左
訓
に
「
ア
ミ
タ
ハ
ホ
フ
シ
ン
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
ア
ヒ
タ
ヒ
ヤ
ウ
ト
ウ

カ
ク
ト
イ
フ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
羽
州
の
本
・
高
田
の
本
、
こ
の
通
り
な
り
。
と
き
に
異
本
に
「
ホ
フ
シ
ン
」
と
云
と
こ
ろ
「
ホ

ウ
シ
ン
」
に
な
り
て
あ
り
。
こ
れ
が
仮
名
で
は
ま
ぎ
れ
る
な
り
。「
ふ
」
の
字
な
れ
ば
「
法
身
」、「
う
」
の
字
な
れ
ば
「
報
身
」
な
り
。

こ
の
異
本
は
仏
光
寺
の
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
し
か
ら
ぬ
な
り
。
こ
れ
は
羽
州
本
・
高
田
本
の
「
ホ
フ
シ
ン
」
と
あ
る
が
正
し
ひ
な

り
。
と
き
に
こ
の
御
左
訓
に
「
ア
ミ
タ
ハ
ホ
フ
シ
ン
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
ア
ヒ
タ
ヒ
ヤ
ウ
ト
ウ
カ
ク
ト
云
ナ
リ
」
と
は
、こ
れ
は
考
る
に
『
論

註
』
下
の
「
寂
滅
平
等
法
身
」
を
ば
、
吾
祖
は
真
実
報
土
の
さ
と
り
の
事
に
な
さ
れ
る
な
り
。
そ
こ
で
「
正
信
偈
」
に
は
「
即
証
真
如

法
性
身
」
と
あ
り
、「
文
類
の
偈
」
に
は
「
即
証
寂
滅
平
等
身
」
と
あ
る
。
こ
れ
真
実
報
土
の
阿
弥
陀
如
来
は
、
寂
滅
平
等
法
身
の
さ

と
り
な
る
ゆ
へ
、
そ
の
報
土
に
往
生
す
る
も
の
は
み
な
、
同
一
涅
槃
の
さ
と
り
を
開
ひ
て
弥
陀
と
同
く
平
等
法
身
を
さ
と
る
と
云
が
、

祖
師
の
思
召
な
り
。
よ
て
今
此
の
「
平
等
覚
」
も
す
な
は
ち
平
等
法
身
の
さ
と
り
に
て
、
阿
弥
陀
如
来
は
平
等
法
身
の
仏
な
る
が
ゆ
へ

に
、「
平
等
覚
」
と
名
け
る
と
の
御
釈
な
り
。
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光
雲
無
碍
如
虚
空　

一
切
の
有
碍
に
さ
は
り
な
し

　
　

光
澤
か
ぶ
ら
ぬ
も
の
ぞ
な
き　

難
思
議
を
帰
命
せ
よ

　

三
に
は
無
碍
光
。
初
の
一
句
は
本
偈
の
文
の
ま
ゝ
を
あ
げ
さ
せ
ら
れ
る
な
り
。
御
左
訓
に
「
ヒ
カ
リ
ク
モ
ノ
コ
ト
ク
シ
テ
サ
ハ
リ
ナ

キ
コ
ト
コ
ク
ノ
コ
ト
シ
」
と
あ
る
。
河
州
本
の
御
左
訓
に
は
す
こ
し
言
は
ち
が
へ
ど
も
同
じ
事
な
り
。
ま
ず
「
光
雲
」
と
は
、
ひ
か
り

の
く
も
の
ご
と
く
と
云
事
で
光
明
を
雲
に
た
と
へ
さ
せ
ら
れ
る
な
り
。
こ
れ
を
ば
註
解
の
中
に
「
光
明
を
雲
に
た
と
へ
る
は
無
碍
の
義

を
た
と
え
た
も
の
な
り
」
と
申
し
て
あ
り
。
な
る
ほ
ど
こ
ゝ
は
無
碍
光
の
徳
を
明
す
処
な
り
。
さ
て
雲
は
無
碍
の
義
と
云
こ
と
な
ひ
事

で
は
な
ひ
。『
探
玄
記
』
十
五
六
四

十
右
、『
刊
定
記
』
十
三
本
三右
に
、
雲
に
六
義
が
あ
げ
て
其
中
無
碍
の
義
と
云
が
あ
る
な
り
。
さ
れ
ど
も

今
こ
の
文
に
は
次
の
言
に
「
無
碍
如
虚
空
」
と
あ
り
て
、
光
明
の
無
碍
な
る
事
は
虚
空
を
た
と
へ
に
し
て
あ
る
。
爾
る
に
な
ん
ぞ
煩
重

に
雲
を
あ
げ
て
無
碍
の
義
を
喩
へ
玉
は
ん
や
。
爾
ら
ば
な
に
を
た
と
へ
た
も
の
ぢ
ゃ
と
云
に
、『
探
玄
記
』
十
八
五
十

七
右
に
、
梵
語
に
は

迷
伽
と
云
ひ
、
此
に
は
雲
と
翻
ず
る
。
雲
に
四
義
が
あ
り
て
、
一
に
は
普
遍
の
義
、
雲
と
云
も
の
は
ど
こ
ど
こ
ま
で
も
普
く
ゆ
き
わ
た

る
と
云
こ
と
な
り
。
二
に
は
澤
潤
の
義
、
こ
れ
は
雲
に
は
う
る
お
ひ
を
そ
な
へ
お
る
な
り
。
大
旱
の
雲
霓
を
の
ぞ
む
が
如
く
な
と
ゝ
云

て
、
雲
に
は
う
る
ほ
ひ
の
義
を
そ
な
へ
て
お
る
に
よ
り
て
沢
潤
と
云
な
り
。
三
に
は
蔭
覆
の
義
、
蔭
覆
と
云
は
お
ほ
ひ
か
く
す
事
、
雲

と
云
も
の
は
き
つ
い
も
の
で
冨
士
山
の
や
う
な
大
き
な
山
で
も
覆
ひ
か
く
す
と
云
、
こ
れ
蔭
覆
の
義
な
り
。
四
に
は
法
雨
の
義
、
こ
れ

は
雲
か
ら
雨
を
お
こ
す
と
云
義
な
り
。
今
「
光
雲
」
と
云
は
、
こ
の
四
義
の
中
で
は
普
遍
の
義
を
た
と
へ
た
も
の
と
み
へ
る
な
り
。
余

の
三
義
も
そ
な
は
り
て
は
あ
れ
ど
も
、
正
く
は
普
遍
の
義
な
り
。
夫
は
な
ぜ
と
云
に
、
全
体
こ
の
「
光
雲
」
と
云
言
の
出
所
は
、『
華

厳
経
』
と
み
へ
る
な
り
。『
六
十
華
厳
』
四
十
八

右　

に
「
観
二

察
仏
光
明
ヲ一

如
レ

雲
難
思
議
」
等
と
あ
り
。
同
四
十
八

左　

に
「
光
雲
華
蓋
難
思
議
」

と
あ
る
は
、こ
の
光
雲
二
所
俱
に
難
思
議
の
言
が
あ
り
、今
も
終
り
の
句
に
難
思
議
と
云
仏
名
を
御
出
し
な
さ
れ
た
か
ら
は
、こ
の
「
光
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雲
」
と
云
言
は
『
華
厳
経
』
の
文
か
ら
と
り
き
た
も
の
と
み
へ
る
な
り
。
こ
の
『
華
厳
経
』
の
文
み
る
べ
し
。「
光
明
如
レ

雲
」
と
た
と

へ
て
、
其
次
に
雲
に
た
と
へ
る
義
を
述
て
「
一
切
処
悉
見
如
三

対
ニ

現
ス
ル
カ

目
前
ニ一

」
と
あ
る
。
こ
れ
は
雲
と
云
も
の
は
一
切
処
へ
遍
満
す

る
も
の
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、ど
こ
で
み
て
も
目
の
前
に
あ
る
が
如
く
ぢ
ゃ
。
京
都
で
云
へ
ば
東
山
へ
登
り
て
み
て
も
雲
が
目
の
前
に
あ
り
、

愛
宕
山
へ
登
り
て
み
て
も
雲
が
目
の
前
に
あ
り
て
、
雲
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
も
ゆ
き
わ
た
る
普
遍
の
義
な
り
。
こ
れ
が
上
の
徳
を
ば

直
ち
に
う
け
た
言
と
み
へ
る
。
さ
て
次
に
「
無
碍
如
虚
空
」
と
は
、
こ
ゝ
が
正
し
く
無
碍
光
の
徳
を
の
べ
る
所
な
り
。
光
明
に
無
碍
の

義
が
あ
る
と
云
事
、『
涅
槃
経
』
三
十
六
二
十

右　

已
下
に
、
虚
空
に
三
義
が
説
て
あ
る
。
其
第
二
義
が
無
碍
の
義
な
り
。
虚
空
と
云
も
の

は
さ
は
り
の
な
ひ
も
の
で
、
虚
空
の
中
へ
家
を
立
て
や
う
が
林
を
こ
し
ら
へ
や
う
が
、
自
由
自
在
に
さ
は
り
の
な
ひ
が
虚
空
な
り
。
弥

陀
の
光
明
の
さ
は
り
の
な
ひ
事
を
、
其
虚
空
に
喩
へ
な
さ
る
ゝ
な
り
。
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「
一
切
の
有
碍
に
さ
は
り
な
し
」
と
は
、
御
左
訓
に
「
ヨ
ロ
ツ
ノ
サ
ハ
リ
ア
ル
コ
ト
」
と
あ
り
。「
一
切
」
と
あ
る
に
よ
り
て
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
さ
は
り
の
事
な
り
。
こ
れ
は　
『
述
文
讃
』
中
四
四
十
に
「
無
レ

有
下
人
法
ト
シ
テ
而
能
ク
障
ル
者
上
ノ
故
ニ
無
碍
ナ
リ
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
人
の
さ
は
り
、
法
の
さ
は
り
が
な
ひ
に
よ
て
無
碍
と
名
け
る
と
云
釋
で
、
日
輪
は
よ
く
四
天
下
を
て
ら
せ
ど
も
阿
修
羅

王
が
怒
を
な
す
と
き
日
輪
を
手
に
つ
か
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
正
法
念
経
』
の
説
な
り
。
こ
れ
ら
は
人
の
さ
は
り
。
又
雲
霧
に
さ

へ
ら
れ
る
は
法
の
さ
は
り
。
今
弥
陀
の
光
明
は
其
人
の
さ
は
り
法
の
さ
は
り
一
切
の
さ
は
り
に
さ
へ
ら
れ
る
こ
と
は
な
き
ゆ
へ
に
、
無

碍
と
名
け
る
と
云
事
で
「
一
切
の
有
碍
に
さ
は
り
な
し
」
と
の
玉
ふ
。
と
き
上
の
「
智
慧
の
光
明
」
の
和
讃
の
「
有
量
諸
相
」
と
云
を

上
の
句
へ
望
め
る
と
下
の
句
へ
望
め
る
と
の
二
義
あ
る
に
准
ず
る
に
、
こ
の
「
一
切
の
有
碍
」
と
云
言
に
も
亦
二
義
を
含
む
な
り
。
上

の
句
へ
望
め
る
と
き
は
こ
の
「
一
切
の
有
碍
」
と
云
は
、
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
さ
は
り
の
事
で
、
世
間
に
あ
る
こ
と
は
何
事
で
も
み
な
さ
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は
り
が
あ
る
と
云
を
挙
て
、
弥
陀
の
無
碍
光
は
虚
空
の
如
く
さ
は
り
が
な
ひ
と
云
こ
と
を
顕
し
た
も
の
な
り
。
そ
こ
で
河
州
本
の
御
左

訓
に
は
「
ヨ
ロ
ツ
コ
ノ
ヨ
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
一
切
世
間
の
事
は
み
な
さ
は
り
が
あ
る
と
是
は
上
の
句
へ
の
ぞ
め
る
御
釋

な
り
。
又
下
の
句
へ
望
め
る
と
き
は
こ
の
「
一
切
の
有
碍
」
と
云
は
別
し
て
衆
生
の
悪
業
煩
悩
の
さ
は
り
を
さ
し
た
ま
ふ
な
り
。
こ
れ

は
吾
祖
所
所
の
無
碍
光
の
御
釋
み
な
左
や
う
な
り
。『
尊
号
真
像
銘
文
』
右
八
に
は
「
無
碍
と
い
ふ
は
さ
は
る
こ
と
な
し
と
な
り
、
衆

生
の
煩
悩
悪
業
に
さ
へ
ら
れ
ざ
る
な
り
。」
と
あ
る
。『
唯
信
文
意
』
右
十
九
に
は
「
無
明
の
や
み
を
は
ら
ひ
悪
業
に
さ
へ
ら
れ
ず
。
ゆ

へ
に
無
碍
光
と
ま
ふ
す
な
り
。
無
碍
は
有
情
の
悪
業
煩
悩
に
さ
へ
ら
れ
ず
と
な
り
」
と
。
爾
れ
ば
こ
の
「
一
切
の
有
碍
」
と
云
は
吾
祖

の
意
、
別
し
て
は
衆
生
の
悪
業
煩
悩
の
さ
は
り
の
事
。
其
さ
は
り
に
さ
へ
ら
れ
ぬ
無
碍
光
ぢ
や
と
云
事
で
「
一
切
の
有
碍
に
さ
は
り
な

し
」
と
の
玉
ふ
。
夫
を
次
の
句
に
「
光
澤
か
ぶ
ら
ぬ
も
の
ぞ
な
き
」
と
承
た
も
の
な
り
。
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あ
の
「
も
の
」
と
云
言
は
、
人
を
指
な
り
。
衆
生
の
悪
業
煩
悩
に
さ
へ
ら
れ
ざ
る
無
碍
光
な
る
が
故
に
、
こ
の
光
沢
を
か
ぶ
ら
ざ
る

も
の
は
一
人
も
な
ひ
と
云
事
な
り
。「
光
沢
」
と
申
す
は
、「
沢
」
は
『
慧
林
音
義
』
十
二
十

右　

に
『
毛
詩
』
の
伝
を
引
て
「
沢
は
潤
也
」

と
釈
し
て
あ
り
。
こ
れ
雨
の
う
る
ほ
ひ
の
事
な
り
。
そ
こ
で
御
草
稿
の
異
本
の
御
左
訓
に
「
沢
」
の
字
に
「
ウ
ル
オ
ウ
反
」
と
あ
る
。

あ
の
反
し
と
あ
る
は
、
其
文
字
の
訓
を
付
る
と
き
に
つ
か
ふ
な
り
。
漢
土
の
反
切
は
日
本
の
仮
名
附
な
り
。
こ
り
ゃ
こ
う
云
字
ぢ
ゃ
と

云
か
な
付
な
り
。
今
日
本
で
は
こ
の
沢
の
字
は
う
る
ほ
う
と
云
字
ぢ
ゃ
と
云
の
が
、
こ
れ
が
漢
土
の
反
切
と
同
じ
こ
と
故
に
反
と
の
玉

ひ
た
。
と
き
に
、「
ウ
ル
ホ
ウ
反
」
と
云
上
へ
に
丸
点
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
り
。
こ
れ
は
先
達
て
も
云
た
延
寿
寺
の
元
祐
と
云
人
の

伝
へ
た
本
な
り
。
羽
州
本
に
も
河
州
本
に
も
な
ひ
よ
り
て
、
丸
を
付
ね
ば
な
ら
ぬ
な
り
。
と
き
こ
の
「
光
沢
」
と
云
言
は
、
第
一
句
の

「
光
雲
」
と
云
言
か
ら
出
た
言
に
て
「
光
雲
」
と
云
。
雲
に
は
沢
潤
の
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
上
に
『
探
玄
記
』
を
引
て
云
如
く
、
沢
潤



『浄土和讃講義』の翻刻

23

の
義
が
あ
る
な
り
。
弥
陀
の
光
明
を
雲
に
た
と
へ
る
か
ら
は
、雲
に
は
か
な
ら
ず
雨
の
う
る
お
ひ
が
あ
る
と
云
こ
と
で
、第
三
句
に
「
光

沢
」
と
の
玉
ふ
た
。
こ
こ
を
御
草
稿
の
御
左
訓
に
「
ヒ
カ
リ
ニ
ア
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
チ
ヱ
ノ
イ
テ
ク
ル
ナ
リ
」
と
云
。
こ
れ
は
雨
の
う
る
お

ひ
に
よ
り
て
草
木
こ
と
ご
と
く
芽
を
生
ず
る
如
く
、
阿
弥
陀
如
来
の
無
碍
光
の
光
明
の
雨
の
う
る
お
ひ
に
よ
り
て
衆
生
の
智
慧
の
芽
を

生
ぜ
し
め
玉
ふ
。
夫
ゆ
へ
に
今
「
光
沢
」
の
御
釈
な
り
。
御
左
訓
で
和
讃
を
解
す
る
ほ
ど
な
、
た
し
か
な
こ
と
は
な
ひ
。
祖
釈
を
も
て

祖
釈
を
解
す
る
の
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
祖
師
の
思
召
の
顕
れ
そ
ふ
な
事
な
り
。

29

　

と
き
に
此
に
「
も
の
ぞ
な
き
」
と
は
、
宿
善
到
来
の
行
者
は
一
人
と
し
て
こ
の
光
沢
を
か
ふ
む
ら
ぬ
も
の
は
な
ひ
と
云
事
で
、「
か

ぶ
ら
ぬ
も
の
ぞ
な
き
」
と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。
と
き
に
手
仁
葉
の
法
に
「
そ
る
こ
そ
れ
」
と
申
す
事
が
あ
り
て
ぞ
と
云
へ
ば
、「
る
」

と
と
め
る
と
云
が
常
の
格
な
り
。
こ
ゝ
は
「
ぞ
」
を
き
て
と
め
て
あ
り
。
こ
ゝ
を
ば
『
甞
解
』
な
ど
に
は
こ
れ
は
「
も
の
こ
そ
な
け
れ
」

と
云
を
略
し
て
「
も
の
ぞ
な
き
」
と
云
た
も
の
ぢ
ゃ
、
ま
づ
「
こ
そ
」
を
略
し
て
「
ぞ
」
と
云
ひ
、
又
「
け
れ
」
の
反
し
「
け
」
と
か

へ
る
に
よ
り
て
、
夫
を
か
き
く
け
こ
の
通
音
で
き
と
通
ず
る
ゆ
へ
、「
も
の
こ
そ
な
け
れ
」
と
云
を
「
も
の
ぞ
な
き
」
と
の
玉
ふ
た
も

の
ぢ
ゃ
と
あ
る
が
、
左
で
は
な
ひ
。「
そ
る
こ
そ
れ
」
と
云
は
、
手
仁
葉
の
大
略
を
云
た
の
で
委
し
き
事
で
は
な
ひ
。
是
は
「
ぞ
」
を

き
て
「
る
」
と
め
る
と
云
格
は
、
外
に
例
の
あ
る
事
で
『
古
今
』
二
の
巻
春
の
部
に
「
残ノ
コ

り
な
く
ち
る
ぞ
め
で
た
き
櫻
花
あ
り
て
世
の

中
は
て
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
。
こ
れ
「
ち
る
ぞ
め
で
た
き
」
と
「
ぞ
」
を
き
て
う
け
て
あ
り
。
又
『
古
今
』
四
の
巻
秋
の
部
に
「
か

く
ば
か
り
を
し
と
ぞ
お
も
ふ
夜
を
い
た
づ
ら
に
ね
て
あ
か
す
ら
ん
人
さ
へ
ぞ
う
き
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
「
ぞ
」
を
き
て
う
け
て
あ
り
。

こ
の
全
体
な
し
と
云
言
も
、
な
き
と
云
言
も
、
文
字
で
か
け
ば
無
の
字
に
し
て
、
と
も
に
な
ひ
事
な
り
。
と
も
に
な
ひ
事
な
れ
ど
も
、

上
に
「
は
」
と
云
へ
ば
下
を
「
し
」
で
と
め
る
、上
に
「
ぞ
」
と
云
へ
ば
下
を
「
る
」
で
と
め
る
と
云
が
、手
仁
葉
の
法
な
り
。
又
「
あ
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り
あ
け
の
つ
れ
な
く
み
へ
し
わ
か
れ
よ
り
あ
か
つ
き
ば
か
り
う
き
も
の
は
な
し
は
」
と
云
た
に
よ
り
て
、「
し
」
で
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ

な
り
。
如
レ

此
、
今
も
こ
の
和
讃
に
、
上
の
「
智
慧
の
光
明
」
の
和
讃
で
は
「
光
暁
か
ぶ
ら
ぬ
も
の
は
」
と
あ
る
に
よ
り
て
、「
な
し
」

と
「
し
」
で
と
め
て
あ
り
。
今
こ
ゝ
は
「
光
沢
か
ぶ
ら
ぬ
も
の
ぞ
」
と
あ
る
に
よ
り
て
、
下
を
「
き
」
で
と
め
て
あ
り
。
よ
く
手
仁
葉

の
法
に
あ
ふ
て
あ
り
。

30

　
「
難
思
議
を
帰
命
せ
よ
」
と
は
、
こ
の
「
難
思
議
」
の
言
、
上
に
引
た
『
華
厳
経
』
の
言
に
よ
ら
せ
ら
れ
た
と
み
へ
る
な
り
。
其
上

こ
れ
は
『
勝
鬘
経
』 二右
の
と
こ
ろ
に
「
敬
礼
難
思
議
」
と
あ
り
。
今
本
偈
の
文
に
「
頂
礼
難
思
議
」
と
あ
り
。
能
く
言
が
似
て
あ
る
に

よ
り
て
こ
の
『
勝
鬘
経
』
の
言
を
と
り
用
ひ
な
さ
れ
た
と
も
み
へ
る
な
り
。『
實
窟
』
上
末
二右
に
「
心
行
滅
ス
ル
ガ

故
二

不
レ

可
レ

思
言
語
断
ス

ル
ガ

故
二

不
レ

可
レ

議
」
と
あ
り
て
、心
に
も
お
ひ
つ
く
さ
れ
ぬ
言
に
も
の
べ
つ
く
さ
れ
ぬ
ゆ
へ
に
、佛
徳
の
思
議
し
が
た
ひ
こ
と
を
ほ
め
て
、

佛
を
「
難
思
議
」
と
称
し
た
の
な
り
。
と
き
今
こ
の
和
讃
へ
「
難
思
議
」
の
佛
名
を
御
出
し
な
さ
れ
た
は
云
何
と
云
に
、
こ
れ
は
今
無

碍
光
の
徳
を
以
て
衆
生
の
悪
業
煩
悩
に
さ
へ
ら
れ
ず
し
て
、
具
縛
の
凡
愚
を
や
す
く
助
け
玉
ふ
は
、
一
代
経
に
超
過
せ
る
難
思
議
の
利

益
な
り
。
こ
ゝ
が
佛
法
不
思
議
と
云
こ
と
は
弥
陀
の
弘
誓
に
な
づ
け
た
り
と
云
。
本
願
一
乗
の
不
可
思
議
の
利
益
に
て
、
其
徳
を
と
り

て
す
ぐ
に
佛
名
に
つ
け
て
「
難
思
議
を
帰
命
せ
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
る
。
其
上
最
初
の
句
に
「
光
雲
」
と
云
、即
ち
『
華
厳
』
の
文
に
「
光

雲
難
思
議
」
と
あ
る
に
よ
り
て
其
言
を
取
た
も
の
な
り
。
と
き
に
こ
の
「
難
思
議
を
」
と
あ
る
「
を
」
の
字
を
御
草
稿
の
本
に
は
「
何

思
議
に
」
と
あ
り
。
こ
れ
は
羽
州
の
本
、
高
田
の
本
み
な
同
じ
こ
と
で
残
ら
ず
み
な
「
に
」
の
字
に
な
り
て
あ
り
。
今
家
の
本
に
は
上

の
「
平
等
覚
」
ま
で
は
「
に
」
と
仰
せ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
下
は
み
な
「
を
」
の
字
に
な
り
て
あ
る
。
下
で
も
「
清
浄
大
攝
受
に
」
と
云

と
こ
ろ
な
ど
は
「
に
」
と
な
り
て
あ
る
。『
古
今
』
の
八
巻
目
の
離
別
の
部
の
言
は
「
あ
ふ
さ
か
に
て
人
に
別
れ
け
る
と
き
よ
め
る
」
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と
あ
り
。
又
「
お
と
は
山
の
ほ
と
り
に
て
人
を
わ
か
る
と
て
よ
め
る
」
と
あ
る
。「
人
に
わ
か
る
」
と
あ
り
そ
ふ
な
も
の
ぢ
ゃ
に
「
人

を
わ
か
る
」
と
は
こ
れ
は
『
古
今
』
の
中
に
は
「
人
を
」
と
「
人
に
」
と
を
遣
ひ
わ
け
て
あ
る
な
り
。

31

　
「
人
を
わ
か
れ
る
」
と
は
、
向
ふ
の
人
が
旅
へ
ゆ
く
と
き
の
こ
と
ぢ
ゃ
。
自
分
は
京
都
に
居
な
が
ら
、
向
ふ
の
人
が
下
へ
下
る
と
き

な
り
。
又
「
人
に
わ
か
れ
る
」
と
云
は
、
自
分
が
旅
へ
ゆ
く
こ
と
な
り
。
向
ふ
相
手
は
京
に
お
れ
ど
も
、
自
分
が
旅
へ
ゆ
く
と
き
の
事

な
り
。「
人
を
」
と
云
へ
ば
、
向
ふ
の
人
を
か
ぎ
る
言
に
な
る
。
又
「
人
に
」
と
云
へ
ば
、
自
分
を
か
ぎ
る
言
に
な
る
な
り
。
今
も
「
難

思
議
を
」
と
云
へ
ば
所
帰
命
の
仏
を
か
ぎ
る
言
に
な
る
な
り
。
十
方
の
諸
仏
は
多
け
れ
ど
も
、
こ
ふ
云
徳
の
す
ぐ
れ
た
難
思
議
を
帰
命

せ
よ
と
云
こ
と
に
な
る
な
り
。
有
縁
の
道
俗
は
や
く
こ
の
平
等
覚
に
帰
命
せ
よ
と
御
す
す
め
な
さ
れ
る
言
に
な
る
な
り
。
所
帰
命
の
仏

を
限
る
義
も
、
能
帰
命
を
す
す
め
る
義
も
、
共
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
り
。
そ
こ
で
御
草
稿
の
本
に
は
「
に
」
と
あ
り
、
今
家
の
本
に

は
「
に
」
と
「
を
」
と
を
ま
ぜ
て
御
つ
か
ひ
な
さ
れ
た
は
、
両
方
な
が
ら
そ
な
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
こ
と
を
顕
す
思
召
な
り
。

32

第
十
三
会

　
　

清
浄
光
明
な
ら
び
な
し　
　

遇
斯
光
の
ゆ
へ
な
れ
ば

　
　

一
切
の
業
繋
も
の
ぞ
こ
り
ぬ　
　

畢
竟
依
を
帰
命
せ
よ

　

四
に
無
対
光
。
十
二
光
の
中
の
第
四
の
無
対
光
の
徳
な
り
。
十
二
光
仏
に
科
段
を
わ
け
て
み
る
と
き
は
上
来
、
明
す
処
の
無
量
光
・

無
辺
光
・
無
碍
光
の
三
光
は
光
明
無
量
の
体
徳
を
顕
す
一
科
な
り
。
こ
れ
か
ら
下
の
無
対
光
・
炎
王
光
が
第
二
科
に
し
て
科
目
を
立
て
ゝ
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云
へ
ば
、
対
他
顕
勝
の
徳
な
り
。
弥
陀
の
光
明
は
、
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
菩
薩
の
光
明
に
勝
れ
て
他
に
並
ぶ
も
の
は
な
ひ
最
尊
第
一
の
光
明

ぢ
ゃ
と
顕
す
の
が
こ
の
一
科
な
り
。
さ
て
「
清
浄
光
明
な
ら
び
な
し
」
と
は
、「
な
ら
び
な
し
」
と
あ
る
が
正
く
無
対
光
の
義
を
の
べ

さ
せ
ら
れ
る
の
で
無
対
と
云
。
対
は
比
対
の
義
で
な
ら
べ
対
す
る
こ
と
な
り
。
弥
陀
の
光
明
は
、
甚
だ
す
ぐ
れ
て
外
に
な
ら
べ
く
ら
ぶ

る
光
明
は
な
ひ
と
云
こ
と
で
無
対
光
と
云
な
り
。
と
き
に
今
、
無
対
光
を
讃
ず
る
所
に
「
清
浄
光
明
」
と
云
ひ
か
け
さ
せ
ら
れ
た
は
云

何
と
云
に
、「
清
浄
」
と
云
は
慈
恩
の
『
理
趣
分
述
讃
』
中
二　十

左
に
「
自
性
潔
白
ナ
ル
ヲ

名
レ

清
離
二

諸
垢
染
ヲ一

名
レ

浄
」
と
あ
る
。
こ
の
釈
に

准
じ
て
今
、「
清
浄
光
明
」
を
釈
せ
ば
弥
陀
の
光
明
の
其
体
潔
白
に
し
て
き
よ
ら
か
な
る
を
清
と
云
、
そ
の
上
に
無
漏
清
浄
業
よ
り
お

こ
る
所
の
光
明
で
、
も
ろ
々
々
の
業
煩
悩
の
け
が
れ
を
離
れ
玉
ふ
所
を
浄
と
云
、
す
な
は
ち
鸞
師
の
『
論
註
』
上
巻
に
、
弥
陀
の
浄
土

の
光
明
の
第
一
無
比
な
る
す
が
た
が
の
べ
て
あ
り
。
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今
時
の
金
よ
り
は
佛
在
世
の
金
が
す
ぐ
れ
、
佛
在
世
の
金
よ
り
は
、
閻
浮
檀
金
が
す
ぐ
れ
る
、
と
云
や
う
に
段
々
く
ら
べ
て
、
い
つ

ち
終
り
の
他
化
自
在
天
の
光
明
を
、
弥
陀
の
浄
土
の
光
明
に
く
ら
べ
て
み
る
に
、
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
と
云
こ
と
を
の
べ
さ
せ
ら
れ
、

夫
を
結
ん
で
何
故
に
弥
陀
の
光
明
か
く
の
如
く
第
一
無
比
な
り
、
と
云
へ
ば
有
漏
業
所
感
の
人
天
の
光
明
と
は
違
ふ
、
法
蔵
菩
薩
の
清

浄
業
よ
り
顕
る
ゝ
光
明
な
る
が
ゆ
へ
に
、
か
く
の
如
く
す
ぐ
れ
て
あ
る
、
と
あ
り
。
今
こ
ゝ
へ
「
清
浄
光
明
」
と
云
言
を
出
さ
せ
ら
れ

た
も
、
そ
の
如
く
弥
陀
の
光
明
は
因
位
永
劫
の
、
無
漏
清
浄
業
よ
り
顕
る
ゝ
光
明
な
り
。
ゆ
へ
に
第
一
無
比
と
、
外
に
な
ら
び
の
な
ひ

無
対
光
ぢ
ゃ
と
云
事
で
「
清
浄
光
明
な
ら
び
な
し
」
と
の
玉
ふ
。
こ
れ
は
鸞
師
の
『
論
註
』
で
も
て
鸞
師
の
『
讃
弥
陀
偈
』
を
伺
へ
ば

こ
の
通
り
な
り
。
さ
て
御
草
稿
の
御
左
訓
に
「
ス
ミ
キ
ヨ
シ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
字
の
こ
ゝ
ろ
を
の
べ
さ
せ
ら
れ
て
其
次
の
「
ト
ム
ヨ

ク
ノ
ツ
ミ
ヲ
ケ
サ
ム
レ
ウ
ニ
シ
ャ
ウ
々
々
ク
ワ
ウ
ミ
ヤ
ウ
ト
云
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
御
左
訓
や
『
御
假
名
聖
教
』
に
「
レ
ウ
」
と
云
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言
が
あ
り
。
あ
れ
は
「
た
め
に
」
と
云
事
な
り
。
と
む
よ
く
の
つ
み
を
け
さ
ん
た
め
に
、
清
浄
光
明
を
ば
御
満
足
な
さ
れ
た
と
云
事
な

り
。
こ
の
御
釋
は
清
浄
光
明
を
化
他
に
約
し
て
御
釋
な
さ
れ
る
な
り
。

34

　

衆
生
の
業
煩
悩
を
清
浄
に
な
さ
れ
る
事
、次
の
句
の
「
遇
斯
光
の
ゆ
へ
な
れ
ば　

一
切
の
業
繋
も
の
ぞ
こ
り
ぬ
」
と
云
か
ら
み
れ
ば
、

衆
生
の
悪
業
煩
悩
の
け
が
れ
た
を
除
ひ
て
、清
浄
に
し
た
ま
ふ
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、「
清
浄
光
明
」
と
云
と
の
御
釈
な
り
。
夫
な
ら
ば
、

こ
の
御
左
訓
に
貪
欲
の
罪
ば
か
り
を
挙
げ
玉
ふ
は
云
何
と
云
に
、
こ
れ
は
下
の
「
清
浄
光
仏
」
を
ば
、『
述
文
讃
』
の
釈
に
「
貪
欲
の

煩
悩
を
け
し
ほ
ろ
ぼ
す
光
明
に
よ
り
て
清
浄
と
名
く
」
と
あ
り
。
こ
の
『
述
文
讃
』
の
御
釈
は
、
吾
祖
の
御
依
用
で
「
真
仏
土
巻
」
の

御
引
用
な
り
。
今
こ
こ
の
「
清
浄
光
明
」
を
ば
、
其
『
述
文
讃
』
の
御
釈
を
直
に
取
り
来
て
御
釈
な
さ
れ
る
の
な
り
。
憬
興
の
『
述
文

讃
』
に
は
、す
で
に
化
他
に
約
し
て
釈
し
た
で
な
ひ
か
。
爾
れ
ば
、今
こ
の
「
清
浄
光
明
」
と
云
も
、化
他
に
約
し
て
釈
す
る
は
づ
ぢ
ゃ
。

『
述
文
讃
』
の
釈
を
直
に
こ
こ
へ
以
て
き
て
、
こ
こ
の
釈
に
な
さ
れ
る
思
召
で
、「
貪
欲
ノ
罪
ヲ
ケ
サ
ン
レ
ウ
ニ
」
と
の
玉
ふ
な
り
。

こ
こ
の
「
清
浄
光
明
」
が
、
貪
欲
の
罪
に
か
ぎ
る
と
云
事
で
は
な
ひ
。「
一
切
の
業
繋
も
の
ぞ
こ
り
ぬ
」
と
あ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
悪
業

煩
悩
を
清
浄
に
し
た
ま
ふ
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
そ
こ
で
「
清
浄
光
明
」
と
の
玉
ふ
な
り
。「
遇
斯
光
の
ゆ
へ
な
れ
ば
」
等
と
は
、「
遇

斯
光
」
と
云
は
、
こ
の
ひ
か
り
に
あ
ふ
と
云
事
。
夫
を
御
左
訓
に
「
弥
陀
仏
ニ
マ
ウ
ア
ヒ
ヌ
ル
ニ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
吾
祖
の
つ
ね
に

の
玉
ふ
こ
と
で
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
「
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
」
と
。
又
『
一
多
証
文
』
に
は
「
こ
の
如
来
は
光
明
な
り
」
と
あ
る
。

光
明
を
は
な
れ
て
弥
陀
の
果
体
は
な
ひ
に
よ
り
て
、
阿
弥
陀
仏
を
す
な
は
ち
光
明
ぢ
ゃ
と
の
玉
ふ
。
そ
こ
で
、
こ
の
ひ
か
り
に
あ
ふ
と

云
は
、
弥
陀
に
ま
う
あ
ひ
た
て
ま
つ
る
こ
と
ぢ
ゃ
。
其
「
ま
う
あ
ふ
」
と
云
を
『
一
多
証
文
』
に
は
、「
ま
う
あ
ふ
と
云
は
本
願
力
を

信
ず
る
な
り
」
と
あ
る
。
爾
れ
ば
「
遇
斯
光
」
と
云
は
、
弥
陀
の
本
願
力
を
信
ず
る
事
ぢ
ゃ
と
御
覧
な
さ
れ
る
が
、
吾
祖
の
思
召
な
り
。
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「
一
切
の
業
繋
も
の
ぞ
こ
り
ぬ
」
と
云
は
、「
業
繋
」
と
云
は
御
左
訓
に
「
ツ
ミ
ノ
ナ
ハ
ニ
シ
ハ
ラ
ル
ヽ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
業
と
云

罪
業
の
こ
と
よ
り
て
、「
ツ
ミ
ノ
ナ
ハ
ニ
シ
ハ
ラ
ル
ヽ
ナ
リ
」
と
あ
り
。
煩
悩
に
よ
り
て
業
を
作
り
、
業
に
よ
り
て
有
情
を
三
界
の
牢

獄
に
繋
縛
す
る
こ
と
を
「
業
繋
」
と
云
な
り
。
今
、
本
願
力
を
信
ず
る
端
的
に
、
無
対
光
の
力
に
よ
り
て
忽
ち
に
一
切
の
業
繋
縛
を
除

か
せ
ら
る
ゝ
と
云
こ
と
で
、「
遇
斯
光
の
ゆ
へ
な
れ
ば　

一
切
の
業
繋
も
の
ぞ
こ
り
ぬ
」
と
あ
り
。
こ
の
「
業
繋
も
」
の
「
も
」
の
字
、

別
に
こ
ゝ
ろ
は
な
し
。
た
ゝ
語
の
助
け
に
お
か
せ
ら
れ
た
「
も
」
の
字
な
り
。『
拾
遺
集
』
上
雑
歌
の
部
に
「
か
く
ば
か
り
へ
が
た
く

み
ゆ
る
世
の
中
に
う
ら
や
ま
し
く
も、

す
め
る
月
か
な
」
と
云
、
こ
の
「
も
」
の
字
な
ど
は
た
々
語
の
助
け
に
つ
か
ふ
た
も
の
で
、
今
も

そ
れ
と
同
じ
事
な
り
。

36

　
「
の
ぞ
こ
り
ぬ
」
と
云
う
は
「
り
ぬ
」
の
反
「
ル
」
と
反
「
ル
」
に
よ
り
て
、「
の
ぞ
こ
る
」
と
云
事
ぢ
ゃ
。
或
は
こ
の
「
ぬ
」
の
字

「
畢
ん
ぬ
」
の
「
ぬ
」
な
り
。
こ
の
「
ぬ
」
の
字
に
不
の
「
ぬ
」
と
、「
お
は
ん
ぬ
」
と
の
差
別
の
あ
る
こ
と
な
り
。
不
の
「
ぬ
」
と

云
は
、
不
の
字
の
か
は
り
に
お
く
「
ぬ
」
の
字
な
り
。「
明
日
も　

し
ら
ぬ
い
の
ち
に
て
こ
そ
候
ふ
に
」
と
あ
る
。
し
ら
ぬ
の
「
ぬ
」

の
字
は
不
の
「
ぬ
」
な
り
。
明
日
も
し
ら
ざ
る
こ
と
を
「
明
日
も
し
ら
ぬ
」
と
の
玉
へ
り
。
又
信
心
決
定
し
ぬ
れ
ば
か
な
ら
ず
真
実
報

土
に
往
生
す
る
と
あ
る
。
あ
の
「
ぬ
」
の
字
な
ど
は
お
は
ん
ぬ
の
「
ぬ
」
字
な
り
。
信
決
定
し
畢
り
た
こ
と
を
信
心
決
定
し
ぬ
れ
ば
、

と
の
玉
ふ
な
り
。
今
が
そ
の
お
は
ん
ぬ
の
「
ぬ
」
で
、
本
願
力
を
信
ず
る
所
で
、
業
繋
こ
と
々
々
く
の
ぞ
こ
り
お
は
ん
ぬ
と
云
こ
と
で

「
一
切
の
業
繋
も
の
ぞ
こ
り
ぬ
」
と
の
玉
ふ
。
と
き
に
こ
の
本
偈
の
文
に
「
遇
斯
光
者
業
繋
除
」
と
の
玉
ふ
た
は
、
も
と
『
大
経
』
の

「
遇
斯
光
者
三
垢
消
滅
」
の
文
に
よ
ら
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。『
大
経
』
の
文
初
に
十
二
光
を
列
ね
て
其
次
に
「
其
有
衆
生
遇
斯
光
者
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三
垢
消
滅
」
と
云
う
か
ら
下
は
、
上
の
十
二
光
の
得
益
を
御
説
な
さ
れ
る
経
文
な
り
。
鸞
師
其
光
明
の
徳
益
を
説
た
経
文
を
ば
、
巧
み

に
上
の
十
二
光
へ
御
當
な
さ
る
ゝ
な
り
。
そ
こ
で
今
「
遇
斯
光
者
三
垢
消
滅
」
の
文
を
無
対
光
へ
配
當
な
さ
る
。
な
に
ゆ
へ
に
又
こ
の

経
文
を
無
対
光
へ
御
當
な
さ
る
と
云
へ
ば
、
鸞
師
の
思
召
は
無
対
光
の
字
に
兼
て
は
敵
対
の
義
が
あ
る
と
御
覧
な
さ
れ
る
の
な
り
。
こ

れ
は
『
大
経
』
の
浄
影
の
『
疏
』
上
五右
に
「
他
光
不
敵
名
無
対
光
」 

文
　

と
弥
陀
の
光
明
に
敵
対
す
る
も
の
が
な
ひ
と
云
事
で
無
対
光
と

云
な
り
。
今
鸞
師
も
兼
て
其
義
を
取
な
さ
る
ゝ
ゆ
へ
に
、「
遇
斯
光
者
三
垢
消
滅
」
の
文
を
無
対
光
の
下
へ
切
り
合
せ
玉
ひ
て
、
弥
陀

の
光
明
に
適
対
す
る
業
煩
悩
な
し
、
一
切
の
罪
障
こ
と
々
々
く
消
滅
す
る
ゆ
へ
に
無
対
光
と
名
け
る
、
と
云
こ
ゝ
ろ
で
「
遇
斯
光
」
等

と
仰
せ
ら
れ
た
る
な
り
。37

　
「
畢
竟
依
を
帰
命
せ
よ
」
と
云
は
、
畢
竟
帰
依
処
と
云
事
に
て
、『
観
仏
三
昧
経
』
九
初左
に
仏
の
異
名
を
挙
る
所
に
「
大
帰
依
所
と
名

け
る
」
と
説
て
あ
り
。
仏
は
一
切
衆
生
の
帰
依
所
な
る
が
ゆ
へ
に
、
大
帰
依
所
と
名
け
る
。
又
『
勝
鬘
経
』 十
四

右　

に
仏
を
究
竟
帰
依
と

す
る
。
二
乗
等
は
少
分
の
帰
依
所
に
し
て
、
究
竟
の
帰
依
所
に
非
ず
。
仏
ば
か
り
は
究
竟
の
帰
依
所
ぢ
ゃ
と
説
て
あ
り
。
今
そ
れ
ら
の

こ
こ
ろ
を
取
て
、
弥
陀
を
畢
竟
依
と
の
玉
ふ
な
り
。
先
「
畢
竟
」
と
云
は
、
御
草
稿
の
御
左
訓
に
、「
畢
」
の
字
「
オ
ハ
リ
反
」「
ツ
イ

ニ
反
」、「
竟
」
の
字
に
「
オ
ワ
ル
反
」「
キ
ワ
ム
反
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
畢
竟
の
二
字
の
和
訓
を
出
し
玉
ふ
な
り
。
依
の
字
の
左
に
は
「
ヨ

ル
反
」
と
の
玉
へ
り
。
爾
れ
ば
畢
竟
と
云
は
、
お
は
り
・
お
は
る
と
云
事
で
、
一
口
に
云
へ
ば
お
ん
つ
ま
り
と
云
事
ぢ
ゃ
。
一
切
衆
生

機
宜
ま
ち
ま
ち
に
し
て
、
薬
師
に
帰
依
す
る
も
あ
り
、
釈
迦
に
帰
依
す
る
も
あ
り
。
繋
属
結
縁
種
々
な
れ
ど
も
、
お
ん
つ
ま
り
の
帰
依

所
と
云
は
弥
陀
ぢ
ゃ
と
云
事
で
、「
畢
竟
依
」
の
名
を
御
出
し
玉
ふ
。
と
き
に
、
今
無
対
光
の
所
へ
「
畢
竟
依
」
の
名
を
出
し
玉
ふ
は

如
何
と
云
に
、
無
対
光
と
云
は
外
に
な
ら
べ
く
ら
べ
が
な
ひ
事
。
又
い
か
な
る
業
煩
悩
で
も
敵
対
す
る
事
な
ら
ぬ
事
な
り
。
爾
れ
ば
、
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諸
仏
菩
薩
の
手
に
も
れ
た
造
悪
の
凡
夫
を
、
こ
と
ご
と
く
た
す
け
玉
ふ
は
無
対
光
仏
ぢ
ゃ
よ
り
て
、
一
切
衆
生
の
お
ん
つ
ま
り
に
は
こ

の
仏
へ
帰
依
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
故
に
、「
畢
竟
依
」
の
名
を
こ
こ
へ
御
出
し
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。
と
き
に
、
御
草
稿
の
御
左
訓
に
「
ホ

フ
シ
ン
ノ
サ
ト
リ
ノ
コ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
キ
ワ
マ
リ
タ
リ
ト
イ
フ
心
ナ
リ
」
と
あ
り
。
こ
の
御
釈
つ
井
み
で
は
き
こ
へ
ぬ
な
り
。
こ
れ
を

『
嘗
解
』
の
中
で
は
「
ホ
フ
シ
ン
」
と
あ
る
を
「
ホ
ウ
シ
ン
」
と
書
か
へ
て
解
し
て
あ
る
ゆ
へ
に
、
大
ひ
に
御
左
訓
の
思
召
に
そ
む
ひ

て
あ
る
。
上
の
「
平
等
覚
」
の
御
左
訓
の
「
ホ
フ
シ
ン
」
と
あ
る
の
は
、
仏
光
寺
本
も
み
な
「
ホ
フ
シ
ン
」
と
あ
る
。
爾
れ
ば
、
こ
こ

で
嘗
解
者
が
解
し
が
た
ひ
ゆ
へ
に
「
ホ
ウ
シ
ン
」
と
か
き
か
ゑ
た
な
り
。
律
義
そ
ふ
な
顔
で
横
着
な
こ
と
な
り
。
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こ
の
御
左
訓
は
吾
祖
『
勝
鬘
経
』
の
「
究
竟
帰
依
」
と
云
言
に
御
依
り
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。
然
る
に
其
『
勝
鬘
経
』
の
前
の
文

四　十
左
に
「
涅
槃
界
者
即
是
如
来
法
身
ナ
リ

得
二

究
竟
法
身
一

者
則
究
二

竟
ス

一
乗
ヲ一

」
と
あ
る
。「
究
竟
法
身
」
と
云
は
大
般
涅
槃
の
事
な
り
。

法
身
と
云
は
涅
槃
の
異
名
。
今
は
佛
の
大
涅
槃
な
る
が
ゆ
へ
に
「
究
竟
法
身
」
と
云
。
こ
の
さ
と
り
を
う
る
も
の
は
佛
け
ば
か
り
。
一

切
の
衆
生
に
こ
の
「
究
竟
法
身
」
を
さ
と
り
ゑ
た
も
の
は
な
し
。
佛
ば
か
り
な
り
。
よ
り
て
佛
は
究
竟
の
帰
依
所
ぢ
ゃ
と
云
『
勝
鬘
経
』

の
こ
ゝ
ろ
な
り
。
其
こ
ゝ
ろ
で
御
釋
な
さ
れ
る
ゆ
へ
に
「
ホ
フ
シ
ン
ノ
サ
ト
リ
」
等
と
の
玉
ふ
た
も
の
な
り
。
あ
の
「
ノ
コ
ル
ト
コ
ロ

ナ
ク
キ
ワ
マ
リ
タ
マ
フ
」
と
の
玉
ふ
た
は
「
畢
竟
」・「
究
竟
」
の
文
字
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。「
究
竟
」
と
は
『
探
玄
記
』
五
十
左

六
五
に
「
盡
二

彼
ノ

原
際
ヲ一

云
二

究
竟
ト一

」
と
あ
り
て
、
は
て
の
は
て
ま
で
を
の
こ
ら
ず
き
わ
め
つ
く
す
事
な
り
。「
畢
竟
」
と
云
は
、『
大
論
』
三
十
一

十　二
右
に
「
令
レ

無
ラ二

遺
餘
一

故
二

名
二

畢
竟
空
一

若
シ

少
モ

有
ハ二

遺
餘
一

不
レ

名
二

畢
竟
一

」
と
あ
り
て
、
す
こ
し
ば
か
り
も
の
こ
ら
ぬ
や
う
に
き
は

め
お
は
る
事
で
「
畢
竟
」
と
云
な
り
。
こ
れ
こ
の
と
き
に
は
「
究
竟
」
と
云
よ
「
畢
竟
」
と
云
が
義
が
同
じ
こ
と
な
り
。
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そ
こ
で
『
勝
鬘
経
』
の
「
究
竟
法
身
」
と
云
も
の
を
と
り
来
て
、今
『
讃
弥
陀
偈
』
で
は
「
畢
竟
依
」
と
御
名
け
な
さ
れ
た
も
の
ぢ
ゃ

と
あ
る
の
が
、
吾
祖
の
御
釋
の
こ
ヽ
ろ
な
り
。
と
き
に
こ
の
御
釋
「
行
巻
」
へ
て
ら
し
て
み
る
に
な
を
思
召
の
含
で
あ
る
こ
と
ヽ
み
へ

る
な
り
。「
行
巻
」
に
一
乗
海
を
御
釋
な
さ
れ
る
所
に
今
の
『
勝
鬘
経
』
の
言
を
と
り
て
「
得
二
究
竟
法
身
一
者
則
究
二
竟
一
乗
一　
（
乃

至
）
唯
是
誓
願
一
仏
乗
也
」
と
あ
り
。『
勝
鬘
経
』
の
文
を
随
宜
轉
用
し
て
、
弥
陀
の
本
願
一
乗
を
御
明
し
な
さ
れ
、
極
楽
浄
土
は
涅

槃
の
域
無
為
涅
槃
ぢ
ゃ
、
そ
れ
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
弥
陀
の
浄
土
に
往
生
せ
ね
ば
「
究
竟
法
身
」
の
大
涅
槃
を
さ
と
る
こ
と
は
か
な
は
ぬ
。

一
切
衆
生
つ
い
に
本
願
一
乗
の
利
益
に
よ
り
て
弥
陀
の
浄
土
へ
往
生
し
て
大
涅
槃
を
さ
と
る
。
こ
れ
が
誓
願
一
仏
乗
の
利
益
ぢ
ゃ
と
御

明
し
な
さ
れ
る
が
「
行
巻
」
の
こ
ヽ
ろ
な
り
。
こ
の
「
行
巻
」
に
准
じ
て
み
れ
ば
今
御
左
訓
に
「
究
竟
法
身
」
を
御
出
し
な
さ
れ
た
は

一
切
の
衆
生
、
つ
い
に
は
こ
の
弥
陀
に
帰
命
し
て
こ
の
弥
陀
の
「
究
竟
法
身
」
を
さ
と
る
よ
り
外
に
さ
と
る
道
は
な
ひ
な
り
。
夫
ゆ
へ

に
阿
弥
陀
如
来
を
「
畢
竟
帰
依
所
」
と
名
け
た
て
ま
つ
る
と
云
こ
ヽ
ろ
な
り
。

40

　
　

仏
光
照
曜
最
第
一　
　
　
　
　

光
炎
王
仏
と
な
づ
け
た
り

　
　

三
塗
の
黒
闇
ひ
ら
く
な
り　
　

大
応
供
を
帰
命
せ
よ

　

五
に
光
炎
王
。
十
二
光
の
中
、
第
五
に
炎
王
光
の
徳
な
り
。『
大
経
』
に
は
「
炎
王
光
仏
」
と
あ
り
。『
讃
弥
陀
偈
』
に
「
光
炎
王
」

と
あ
り
。
是
は
異
本
に
よ
っ
た
も
の
な
り
。
唐
本
・
宋
本
の
二
本
に
は
「
光
炎
王
仏
」
と
あ
り
。
明
本
・
麗
本
・
現
行
の
三
本
に
は
「
炎

王
光
仏
」
と
あ
り
。
十
二
光
の
中
、
正
く
諸
仏
に
す
ぐ
れ
た
事
を
顕
す
が
光
炎
王
な
り
。
其
旨
は
『
大
経
』
の
文
を
、
異
訳
に
当
て
て

見
る
べ
し
。『
大
阿
弥
陀
経
』
上
十三
「
諸
仏
中ノ

王
也
光
明
中
之
極
尊
也
」、『
平
等
覚
経
』
上
十
四

右　

「
諸
仏
光
明
之
王
（
乃
至
）
光
明
中



32

之
最
極
尊
也
」
と
。
是
が
光
炎
王
の
異
訳
の
経
文
な
り
。
現
行
の
本
に
「
炎
王
光
仏
」
と
説
を
、
異
訳
に
は
光
明
を
讃
嘆
す
る
言
に
な

り
て
あ
る
。
爾
れ
ば
、
諸
仏
に
勝
れ
て
最
尊
第
一
と
云
事
を
示
す
が
、
こ
の
光
炎
王
な
り
。

　
「
仏
光
照
曜
最
第
一
」
と
は
、
こ
れ
は
『
讃
弥
陀
偈
』
の
文
の
ま
ま
を
御
出
し
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。「
照
曜
」
と
云
は
、
河
州
本
の

御
左
訓
に
「
テ
ラ
シ
カ
ヽ
ヤ
ク
」
と
あ
り
。
弥
陀
の
光
明
は
、つ
ね
に
十
方
世
界
を
て
ら
し
か
が
や
か
せ
ら
る
る
こ
と
を
「
仏
光
照
曜
」

と
云
な
り
。「
最
第
一
」
と
云
言
は
、『
大
経
』
の
「
威
神
光
明
最
尊
第
一
」
の
文
に
御
よ
り
な
さ
れ
た
り
。「
第
一
」
と
云
ふ
言
は
、

第
二
第
三
へ
対
し
て
第
一
と
云
事
も
あ
れ
ど
も
、
今
は
爾
ら
ず
。
第
一
義
諦
の
第
一
な
ど
と
同
じ
事
で
、
す
ぐ
れ
た
事
を
第
一
と
云
の

な
り
。『
大
乗
義
章
』
一
六
十

六
左
に
「
第
一ハ

是
其
顕
勝
之
目也

」
と
あ
る
の
が
、
こ
こ
へ
合
ふ
釈
な
り
。
左
訓
に
「
サ
イ
ハ
コ
ト
ニ
モ
ト
モ

ス
ク
レ
タ
リ
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」
と
あ
る
。「
第
一
」
と
あ
る
が
す
ぐ
れ
た
事
ぢ
ゃ
に
、
其
上
へ
「
最
」
の
字
を
加
へ
た
は
、
も
と

も
す
ぐ
れ
た
る
こ
と
を
あ
ら
は
す
と
云
御
釈
な
り
。
と
き
に
、
こ
れ
か
ら
下
の
和
讃
、
第
二
句
へ
仏
名
を
御
出
し
な
さ
れ
た
所
は
、
み

な
第
一
句
を
も
て
第
二
句
の
仏
名
を
釈
す
る
と
云
明
し
方
な
り
。
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そ
こ
で
今
も
こ
の
第
一
句
の
「
仏
光
照
曜
最
第
一
」
の
言
で
、第
二
句
の
「
光
炎
王
」
の
三
字
を
ば
次
で
の
如
く
に
釈
し
た
も
の
ぢ
ゃ
。

ま
づ
「
光
炎
王
」
の
字
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
事
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
夫
を
釈
す
る
意
で
第
一
句
に
「
仏
光
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
次
に

「
炎
」
の
字
は
炎
々
は
美
盛
の
貌
ち
と
註
し
て
、
火
の
さ
か
り
に
も
へ
て
て
ら
し
か
ゝ
や
く
す
が
た
な
り
。
今
は
弥
陀
の
光
明
の
十
方

世
界
を
て
ら
し
か
ゝ
や
き
玉
ふ
か
た
ち
を
「
炎
」
と
云
に
よ
り
て
、
そ
こ
で
あ
の
第
一
句
の
「
照
曜
」
の
二
字
で
「
炎
」
の
字
を
釈
し

た
も
の
な
り
。
次
に
「
王
」
の
字
は
、
阿
弥
陀
の
光
明
は
諸
仏
中
の
王
、
光
明
中
の
極
尊
な
り
、
と
云
事
で
「
王
」
と
の
玉
ふ
。
爾
れ

ば
第
一
句
の
「
最
第
一
」
の
三
字
で
「
王
」
の
字
を
釈
し
た
も
の
な
り
。
天
に
二
つ
の
日
な
く
国
に
二
人
の
王
な
し
、
諸
仏
光
明
所
不
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能
及
の
最
尊
第
一
の
光
明
な
る
が
ゆ
へ
に
「
王
」
と
名
け
る
、と
云
こ
ゝ
ろ
な
り
。「
三
塗
の
黒
闇
ひ
ら
く
な
り　

大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」

と
は
、
こ
れ
は
『
大
経
』
の
「
若
在
三
塗
勤
苦
之
処
」
等
の
経
文
を
ば
、
鸞
師
、
こ
の
光
炎
王
仏
の
徳
に
切
り
合
せ
ら
れ
る
の
な
り
。

と
き
に
『
大
経
』
に
は
「
三
塗
」
と
は
あ
れ
ど
も
「
黒
闇
」
と
は
な
ひ
が
と
申
す
に
『
方
等
大
集
経
』
一
三左
に
「
如
来
ノ

光
明
勝
レ
テ

一

切
能
壊
二

三
悪
道
ノ

黒
闇
一

」
と
あ
る
。
そ
こ
で
『
大
経
』
の
「
若
在
三
塗
」
へ
「
黒
闇
」
の
言
を
加
へ
て
「
三
塗
の
黒
闇
ひ
ら
く
な
り
」

と
仰
せ
ら
れ
た
。「
三
塗
」
と
云
言
は
、『
玄
応
音
義
』
四
三　十

左
に
こ
の
「
三
塗
」
と
云
言
は
も
と
俗
書
の
言
な
り
、
夫
を
翻
訳
の
三
蔵

が
仏
経
を
翻
ず
る
と
き
に
其
俗
書
を
か
り
て
三
悪
道
の
事
を
「
三
塗
」
と
翻
訳
し
た
も
の
な
り
。
そ
の
俗
書
と
云
は
五
経
の
中
の
『
春

秋
』
の
中
に
「
三
塗
危
険
之
処
」
と
あ
り
、
其
「
三
塗
」
と
云
た
は
漢
土
に
於
て
の
甚
だ
辺
僻
の
険
難
処
に
し
て
、
み
な
唐
土
で
罪
人

を
流
罪
に
あ
わ
せ
る
と
こ
ろ
な
り
。
そ
こ
で
義
が
能
く
合
に
よ
て
、
翻
訳
し
て
「
三
塗
」
と
云
た
も
の
な
り
。
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次
に
「
塗
」
の
字
を
釋
し
て
「
塗
は
猶
レ

道
也
」
と
云
て
、
み
ち
す
ぢ
の
事
で
、
地
獄
餓
鬼
畜
生
の
三
悪
道
ぢ
や
に
よ
り
て
三
途
と

名
け
る
。
こ
れ
は
「
塗
炭
の
義
を
云
に
は
非
ず
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
舊
譯
家
の
説
を
え
ら
ん
だ
も
の
な
り
。
こ
の
塗
炭
と
云
は
、
こ
れ

は
『
書
経
』
の
文
字
に
し
て
は
な
は
だ
難
儀
な
水
責
火
責
に
あ
ふ
事
を
塗
炭
と
云
な
り
。
今
三
塗
の
字
が
其
塗
炭
の
字
な
れ
ど
も
、
今

は
塗
炭
の
義
で
は
な
ひ
、
途
は
道
の
義
ぢ
ゃ
と
云
、『
玄
應
』
の
釋
な
り
。
浄
影
の
『
十
地
義
記
』
四
本
二
十

一
左
に
「
塗
」
の
字
を
ば
塗

毒
の
義
に
釋
し
て
あ
り
。
こ
れ
が
『
玄
應
音
義
』
の
破
し
た
塗
炭
の
義
と
同
じ
事
ぢ
ゃ
。
こ
の
塗
の
字
が
塗
毒
と
云
と
き
に
は
、
き
つ

い
難
義
な
事
ぢ
ゃ
。
三
悪
道
へ
お
ち
難
義
な
苦
し
み
を
う
け
る
に
よ
り
て
そ
こ
で
塗
と
名
け
る
と
云
、こ
り
や
舊
譯
家
の
釋
な
り
。「
黒

闇
」
と
云
は
、
つ
ね
に
は
愚
痴
の
無
明
を
黒
闇
に
喩
る
な
り
。
愚
痴
の
や
み
に
と
ち
ら
れ
て
お
る
の
は
三
塗
に
か
ぎ
り
た
事
は
な
ひ
、

人
天
も
み
な
の
こ
ら
ず
無
明
の
や
み
の
夜
に
す
ま
ひ
ふ
し
て
お
る
の
ぢ
ゃ
。今
は
別
し
て
三
途
の
事
を
黒
闇
と
仰
せ
ら
れ
た
に
よ
り
て
、
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こ
れ
は
依
報
に
付
て
黒
闇
と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
ぢ
ゃ
。
三
途
幽
冥
な
處
と
云
て
、
日
月
の
光
り
の
な
ひ
幽
冥
の
ま
つ
く
ら
や
み
な
る
と

こ
ろ
が
、
三
悪
道
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
そ
こ
で
三
塗
の
黒
闇
と
仰
せ
ら
れ
た
な
り
。
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「
ひ
ら
く
な
り
」
と
云
は
、
本
偈
の
文
に
「
蒙
二

光
啓
一

」
と
あ
り
て
、
こ
こ
は
啓
の
字
な
り
。「
陽
気
の
開ク
ヲ

 

レ

物ヲ

云
レ

啓ト

陰
気
の
閉ル
ヲレ

物ヲ

云
レ

閉ト

」
と
あ
り
て
、こ
の
啓
の
字
は
閉
の
字
に
対
す
る
言
に
て
、三
塗
の
外
に
あ
る
も
の
に
対
す
る
閉
塞
諸
悪
道
と
と
ぢ
ふ
さ
ぐ
な
り
。

今
は
三
塗
幽
冥
の
処
に
あ
る
衆
生
な
る
が
ゆ
へ
に
、
光
炎
王
の
ひ
か
り
を
も
て
其
三
途
の
黒
闇
を
ひ
ら
き
や
ぶ
り
玉
ふ
と
云
事
な
り
。

こ
れ
は
『
大
経
』
の
文
に
は
「
若
在テ
二

三
塗
勤
苦
之
処ニ
一

見
二

此
光
明ヲ
一

皆
得
二

休
息
一

無
二

復
苦
悩
一

」
等
と
あ
り
。
三
悪
道
の
衆
生
で
も
、

も
し
因
縁
あ
り
て
弥
陀
の
光
り
を
見
奉
れ
ば
、
忽
ち
に
三
途
の
苦
患
を
の
ぞ
こ
り
、
命
終
り
て
浄
土
へ
往
生
し
て
解
脱
を
う
る
と
説
た

経
文
な
り
。
こ
れ
を
今
、
鸞
師
光
炎
王
の
下
へ
切
り
合
せ
ら
れ
た
は
云
何
と
申
せ
ば
、
ま
づ
「
炎
」
の
字
、
第
一
句
に
は
「
照
耀
」
と

あ
り
て
、
十
方
世
界
を
て
ら
し
か
が
や
き
玉
ふ
す
が
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
へ
三
塗
の
く
ら
や
み
を
御
出
し
な
さ
れ
て
、
三
塗
の
黒
闇
に

あ
る
も
の
で
も
、
宿
因
深
厚
の
も
の
は
、
こ
の
光
炎
王
を
も
て
照
し
か
が
や
き
玉
ふ
ゆ
へ
に
、
三
塗
の
黒
闇
開
き
破
り
て
解
脱
を
ゑ
せ

し
め
る
と
云
思
召
な
り
。
其
上
に
、
六
道
の
衆
生
の
中
で
も
三
悪
道
の
純
苦
処
に
あ
る
衆
生
は
、
別
し
て
極
重
の
悪
人
な
り
。
爾
る
に

今
、
最
尊
第
一
の
弥
陀
の
光
明
な
れ
ば
こ
そ
、
極
重
悪
人
の
衆
生
、
こ
の
光
明
を
見
奉
れ
ば
忽
に
解
脱
を
う
る
と
、
光
炎
王
の
徳
を
顕

す
為
に
、「
若
在
三
塗
」
の
経
文
を
ば
、
こ
こ
へ
御
出
し
な
さ
れ
る
と
見
へ
る
な
り
。
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と
き
に
『
嘗
解
』
の
中
に
『
六
要
鈔
』
を
引
て
、
人
間
天
上
で
さ
へ
も
仏
を
み
る
事
は
か
な
は
ぬ
に
、
何
ゆ
へ
に
三
途
の
衆
生
が
弥



『浄土和讃講義』の翻刻

35

陀
の
光
明
を
拝
て
解
脱
を
う
る
や
と
云
論
が
あ
れ
ど
も
、
こ
れ
は
論
に
及
ば
ぬ
事
な
り
。
こ
の
『
大
経
』
の
文
に
「
若
在
三
塗
勤
苦
之

処
見
此
光
明
」
と
説
く
は
、
三
悪
道
の
衆
生
常
に
弥
陀
の
光
明
を
拝
む
と
云
事
で
な
ひ
。
も
し
別
因
縁
の
衆
生
が
あ
れ
ば
、
三
塗
に
あ

り
て
も
こ
の
光
明
を
み
奉
る
事
が
あ
る
、
こ
の
光
明
を
見
奉
れ
ば
忽
ち
に
解
脱
を
う
る
と
説
た
経
文
な
り
。
人
間
天
上
の
人
で
も
別
因

縁
の
あ
る
人
な
れ
ば
、
弥
陀
の
光
明
を
拝
し
て
利
益
を
う
る
は
勿
論
な
り
。
経
文
に
は
光
明
の
利
益
の
希
奇
を
顕
さ
ん
が
為
の
事
。
と

き
に
『
甞
解
』
の
中
に
『
六
要
鈔
』
を
引
て
三
塗
の
衆
生
が
弥
陀
の
光
明
を
拝
し
て
解
脱
を
う
る
と
云
は
、『
心
地
観
経
』
三
六左
に
、

地
獄
へ
堕
た
も
の
で
も
、
あ
と
に
の
こ
り
て
お
る
と
こ
ろ
の
子
供
が
追
善
追
福
を
な
せ
ば
、
其
と
き
大
金
色
の
光
明
が
地
獄
を
照
し
て

其
光
明
の
中
に
法
を
説
て
、
地
獄
へ
落
て
居
る
所
の
父
や
母
を
発
心
せ
し
め
る
と
云
事
が
説
て
あ
る
と
云
。
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爾
れ
ば
今
三
塗
の
衆
生
が
弥
陀
の
光
明
を
拝
ん
で
解
脱
を
ゑ
る
と
云
は
、
娑
婆
で
追
善
追
福
を
な
す
と
き
の
事
ぢ
ゃ
と
云
に
付
て
、

『
嘗
解
』
の
中
に
は
も
と
も
長
ふ
論
じ
て
あ
り
。
其
嘗
解
者
の
つ
ゞ
ま
る
所
の
料
簡
で
は
、
當
流
に
お
ひ
て
、
年
忌
佛
事
を
つ
と
め
る

の
は
佛
恩
報
謝
で
は
あ
れ
ど
も
、
そ
の
佛
事
を
つ
と
め
る
に
付
て
は
佛
力
を
以
て
、
さ
き
達
た
者
を
ば
済
度
し
た
ま
へ
と
念
ず
る
こ
ヽ

ろ
は
あ
り
う
ち
の
事
ぢ
ゃ
と
云
料
簡
な
り
。
こ
れ
が
嘗
解
者
・
連
環
解
者
の
一
僻
に
し
て
、
亡
者
の
為
の
運
心
回
向
を
ば
一
分
ゆ
る
さ

れ
る
や
う
に
み
へ
る
な
り
。
今
謂
く
こ
の
『
大
経
』
の
「
若
在
三
塗
勤
苦
之
處
」
等
の
経
文
は
、
弥
陀
の
光
明
の
利
益
を
説
く
文
に
し

て
、
追
善
追
福
の
事
を
説
た
経
文
で
な
は
ひ
。
地
獄
へ
お
ち
た
其
衆
生
が
宿
因
深
厚
な
も
の
で
、
其
宿
善
の
開
た
所
で
弥
陀
の
光
明
を

ま
の
あ
た
り
み
る
な
り
。
其
と
き
解
脱
を
う
る
と
説
く
経
文
な
り
。
夫
を
ば
『
心
地
観
経
』
の
文
と
合
せ
論
ず
る
は
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
事

な
り
。
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最
『
和
語
灯
録
』
七
二
十

五
左
に
「
ひ
と
の
問
に
答
へ
る
御
教
化
な
き
人
の
た
め
に
、
念
仏
を
回
向
し
ま
い
ら
せ
候
へ
ば
、
阿
弥
陀
如
来

ひ
か
り
を
放
て
三
悪
道
を
て
ら
し
苦
慮
を
の
が
れ
し
め
玉
ふ
。
夫
ゆ
へ
『
大
経
』
に
「
若
在
三
塗
勤
苦
之
処
」
等
と
説
て
あ
る
」
と
云

て
あ
り
。
又
『
黒
谷
伝
』
五
に
も
出
て
あ
り
。
こ
れ
は
元
祖
の
其
機
に
対
し
て
、
し
ば
ら
く
自
力
回
向
を
許
さ
せ
ら
れ
る
随
他
意
の
説

ぢ
ゃ
。
元
祖
に
は
是
が
随
分
あ
り
、
初
め
て
日
本
に
於
て
浄
土
門
興
行
の
元
祖
ぢ
ゃ
。
こ
れ
ほ
ど
専
修
の
法
門
が
ひ
ろ
ま
り
た
る
今
時

で
も
、
他
宗
の
多
ひ
所
な
ど
へ
行
く
と
、
当
流
の
正
意
は
あ
た
ま
か
ら
は
申
さ
れ
ぬ
。
ま
し
て
況
や
、
元
祖
初
め
て
専
修
の
念
仏
を
興

行
な
さ
れ
る
の
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、其
機
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
随
他
意
の
説
は
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
元
祖
、随
自
意
の
御
釈
は
、『
選
択
集
』

の
「
二
行
章
」
に
、
回
向
不
回
向
対
の
一
対
を
立
て
、
他
力
の
念
仏
は
す
べ
て
回
向
を
用
ひ
ぬ
、
と
云
が
黒
谷
の
正
意
な
り
。
爾
れ
ば
、

専
修
の
行
者
は
念
仏
を
も
て
、
自
身
の
往
生
の
業
と
さ
へ
計
ら
は
ぬ
も
の
。
況
や
、
亡
者
の
た
め
に
と
な
へ
て
念
仏
を
回
向
す
る
と
云

事
は
な
ひ
事
な
り
。
当
流
で
は
、『
歎
異
鈔
』
に
「
親
鸞
は
父
母
孝
養
の
為
と
て
一
返
に
て
も
念
仏
申
し
た
る
事
い
ま
だ
候
は
ぬ
」
と

あ
る
。
こ
れ
が
吾
祖
の
御
定
判
な
り
。
一
返
の
念
仏
で
も
、
亡
者
の
為
と
回
向
す
る
こ
こ
ろ
あ
り
て
は
な
ら
ぬ
。
法
事
仏
事
を
つ
と
め

る
の
は
、
み
な
親
の
年
忌
・
子
の
忌
日
を
縁
と
し
て
、
仏
恩
報
謝
の
つ
と
め
を
な
す
の
な
り
。
つ
と
め
る
仏
事
に
付
て
、
す
こ
し
ば
か

り
で
も
運
心
の
回
向
を
な
す
と
云
事
は
、
決
し
て
な
ひ
こ
と
な
り
。
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「
大
応
供
を
帰
命
せ
よ
」
と
は
、「
応
供
」
と
云
は
、
供
養
を
受
る
に
た
ゑ
た
る
事
で
、
御
草
稿
の
御
左
訓
「
応
」
の
字
に
「
カ
ナ
フ

反
」
と
云
和
訓
を
御
つ
け
な
さ
れ
る
。
応
ず
る
と
云
は
こ
た
え
る
。
そ
こ
で
御
左
訓
の
次
の
文
に
「
一
サ
イ
シ
ユ
シ
ヤ
ウ
ノ
ク
ヤ
ウ
ヲ

ウ
ケ
マ
シ
マ
ス
ニ
コ
タ
ヱ
」
等
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
論
』
二
二十
に
梵
語
は
阿
羅
訶
と
云
ひ
、こ
ゝ
に
は
「
応
受
供
養
」
と
云
。「
応
供
」
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は
具
さ
に
云
と
き
は
「
応
受
供
養
」
と
云
な
り
。
ほ
と
け
は
も
ろ
々
々
の
煩
悩
を
断
じ
盡
し
て
一
切
智
を
ゑ
て
ま
し
ま
す
、
夫
ゆ
へ
に

一
切
天
地
の
衆
生
の
供
養
を
う
く
る
に
た
へ
た
る
が
ゆ
へ
に
「
応
供
」
と
云
な
り
。
夫
な
れ
ば
「
応
供
」
と
云
は
仏
の
十
号
の
一
な
り
。

今
「
大
」
の
字
を
つ
け
て
「
大
応
供
」
と
仰
せ
ら
れ
た
は
、
こ
れ
は
声
聞
の
阿
羅
漢
果
も
煩
悩
障
を
断
じ
て
ご
ざ
る
に
よ
り
て
、
そ
こ

で
「
応
供
」
と
名
け
る
事
が
あ
る
。
夫
へ
対
し
て
「
大
応
供
」
と
仏
を
申
し
て
も
よ
ろ
し
ひ
な
り
。
け
れ
ど
も
今
、
祖
意
で
伺
ふ
に
吾

祖
こ
ゝ
に
か
ぎ
り
て
「
大
応
供
」
の
左
り
に
「
ミ
タ
ニ
ヨ
ラ
イ
ナ
リ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
「
応
供
」
と
い
ふ
は
十
号
の
一
で
諸
仏

の
通
号
な
り
。
夫
に
「
大
」
の
字
を
付
る
は
阿
弥
陀
如
来
に
か
ぎ
る
と
云
思
召
と
み
へ
る
な
り
。
夫
は
な
ぜ
と
云
に
今
、
光
炎
王
の
徳

を
も
て
云
と
き
は
、
弥
陀
は
諸
仏
中
の
王
な
り
。
光
明
中
の
極
尊
な
り
。
爾
れ
ば
諸
仏
を
み
な
「
応
供
」
と
名
け
る
は
、
た
と
へ
ば
天

下
の
諸
候
各
ゝ
一
国
を
領
す
る
如
く
、
今
弥
陀
如
来
は
一
天
四
海
を
領
す
る
大
王
の
如
く
、
一
切
天
地
の
衆
生
の
供
養
を
う
く
る
に
た

へ
た
る
は
、阿
弥
陀
如
来
ば
か
り
な
り
。
夫
ゆ
へ
に
「
大
」
の
字
を
付
て
「
大
応
供
」
と
名
け
る
と
仰
せ
ら
れ
る
思
召
と
み
へ
る
な
り
。
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第
十
四
会

　
　

道
光
明
朗
超
絶
せ
り　

清
浄
光
仏
と
ま
ふ
す
な
り

　
　

ひ
と
た
び
光
照
か
ふ
る
も
の　

業
垢
を
の
ぞ
き
解
脱
を
う

　

六
に
清
浄
光
。
十
二
光
の
中
の
第
六
の
清
浄
光
の
徳
な
り
。
十
二
光
を
六
科
に
分
つ
と
き
は
、
こ
れ
よ
り
下
が
第
三
科
に
て
清
浄
・

歓
喜
・
智
慧
の
三
光
一
組
の
光
明
な
り
。
夫
ゆ
へ
に
吾
祖
御
依
用
の
憬
興
の
『
述
文
讃
』
で
は
、
こ
の
三
光
を
次
の
如
く
三
善
根
と
三

毒
と
へ
配
當
し
て
あ
り
。
仏
に
あ
り
て
は
無
貪
・
無
瞋
・
無
痴
の
三
善
根
、
衆
生
に
あ
り
て
は
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
、
阿
弥
陀

如
来
因
位
永
劫
の
修
行
に
衆
生
に
替
て
無
貪
・
無
瞋
・
無
痴
の
三
善
根
を
成
就
し
玉
ひ
、
今
果
上
に
於
て
其
三
善
根
か
ら
こ
の
清
浄
・
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歓
喜
・
智
慧
の
三
光
を
以
て
、
一
切
衆
生
の
貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
を
対
治
す
る
と
云
が
憬
興
の
釈
な
り
。
依
て
こ
の
三
光
に
科
目
を
立

つ
る
な
れ
ば
、
化
他
滅
惑
の
徳
と
云
。
上
の
無
対
光
・
炎
王
光
の
二
徳
は
弥
陀
の
光
明
の
他
に
対
し
て
、
勝
れ
た
る
事
を
ば
述
る
ゆ
へ

に
、
外
に
な
ら
ふ
も
の
ゝ
な
ひ
と
云
事
を
上
み
の
二
光
で
顕
し
竟
り
た
り
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
下
の
三
光
は
、
科
段
が
か
は
り
て
弥
陀

の
光
明
の
徳
を
ば
御
述
な
さ
る
ゝ
な
り
。
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「
道
光
明
朗
超
絶
せ
り
」
と
、
こ
の
一
句
を
末
書
の
内
で
も
『
私
記
』『
註
解
』
な
ど
に
も
「
道
光
明
」
と
「
朗
超
絶
せ
り
」
と
、
二

段
に
き
り
て
釈
す
る
は
非
な
り
。
こ
れ
は
今
家
の
本
の
御
左
訓
に
「
ミ
タ
ノ
ヒ
カ
リ
ア
キ
ラ
カ
ニ
ス
ク
レ
タ
リ
」
と
。
こ
れ
が
三
段
に

切
て
み
る
御
指
南
な
り
。
三
段
と
申
す
は
「
道
光
」
と
「
明
朗
」
と
「
超
絶
」
と
三
段
に
切
て
み
る
な
り
。「
道
光
」
と
云
は
、
多
義

が
あ
り
て
集
め
て
み
れ
ば
五
義
ほ
ど
あ
れ
ど
も
、
其
多
義
を
弁
ず
る
に
は
及
ば
ぬ
な
り
。
こ
れ
は
『
大
乗
義
章
』
十
八
五
十

四
左
に
は
「
梵

語
に
は
菩
提
此
に
曰
レ

道
」。
こ
れ
が
旧
訳
家
の
定
り
事
、
新
訳
で
は
「
覚
」
と
翻
ず
る
。
夫
を
旧
訳
で
「
道
」
と
翻
ず
る
は
、
道
は
通

の
義
な
り
。
自
由
自
在
に
と
を
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
道
で
な
し
。
そ
こ
で
道
の
字
に
通
の
義
が
あ
る
な
り
。
今
は
仏
の
果
徳
の

円
通
自
在
な
る
処
を
道
と
名
け
る
と
云
が
、『
大
乗
義
章
』
の
釈
な
り
。
爾
れ
ば
今
、
道
と
い
ふ
は
弥
陀
の
菩
提
の
証
り
の
事
な
り
。

其
菩
提
の
証
り
か
ら
放
ち
な
さ
れ
る
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
「
道
光
」
と
云
。
夫
ゆ
へ
御
左
訓
に
「
弥
陀
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
あ
り
。
次
に
「
明

朗
」、
こ
れ
は
御
左
訓
に
「
ア
キ
ラ
カ
ニ
」
と
あ
り
て
、
朗
の
字
も
明
な
り
と
註
す
る
文
字
な
り
。
和
訓
に
は
、
ほ
が
ら
か
と
訓
ず
る

に
よ
て
、
そ
こ
で
御
草
稿
の
御
左
訓
に
「
ホ
カ
ラ
カ
ナ
リ
反
」
と
あ
り
。
ほ
が
ら
か
な
と
云
言
は
古
ひ
言
な
り
。
月
の
光
り
な
ど
の
さ

へ
て
明
な
事
を
、
ほ
が
ら
か
と
申
す
な
り
。
そ
こ
で
、
や
は
り
明
な
事
な
り
。
夫
ゆ
へ
今
の
御
左
訓
に
は
「
明
朗
」
の
二
字
を
一
処
に

し
て
「
ア
キ
ラ
カ
ニ
」
と
な
り
。
次
に
「
超
絶
」
の
御
左
訓
に
「
す
ぐ
れ
た
り
」
と
。
こ
れ
は
、
超
は
超
勝
で
、
こ
へ
す
ぐ
れ
た
こ
と
。
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絶
の
字
は
、
た
へ
る
と
云
文
字
で
あ
れ
ど
も
、
絶
妙
な
ど
と
熟
す
る
と
き
は
、
す
ぐ
れ
た
事
を
絶
と
申
す
な
り
。
夫
ゆ
へ
御
草
稿
の
御

左
訓
に
「
タ
エ
タ
リ
反
タ
エ
タ
リ
ト
イ
フ
ハ
止
マ
フ
ス
ナ
リ
」
と
あ
り
。
爾
れ
ば
、「
超
絶
」
の
二
字
、
と
も
に
す
ぐ
れ
た
事
ぢ
ゃ
に

よ
り
、
今
家
の
本
の
御
左
訓
に
は
「
ス
ク
レ
タ
リ
」
と
あ
り
。
爾
れ
ば
、「
明
朗
」
と
云
は
、
弥
陀
の
光
明
の
き
よ
く
明
か
な
る
か
た

ち
な
り
。「
超
絶
」
と
云
は
、
た
え
す
ぐ
れ
た
る
事
。
こ
れ
が
「
清
浄
光
明
」
の
清
浄
の
義
を
御
釈
な
さ
れ
る
の
な
り
。
第
一
句
を
以

て
第
二
句
の
仏
名
を
釈
す
る
と
申
す
。
前
後
の
例
に
し
て
、「
明
朗
超
絶
」
も
て
「
清
浄
光
仏
」
の
義
を
ば
御
釈
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。
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こ
ゝ
が
憬
興
の
『
述
文
讃
』
の
釈
と
は
ち
が
ふ
所
に
て
、
憬
興
は
た
ゝ
化
他
の
徳
に
約
し
て
釈
す
る
ゆ
へ
に
、
衆
生
の
貪
濁
を
け
し

ほ
ろ
ぼ
す
光
明
な
る
が
ゆ
へ
に
「
清
浄
」
と
名
け
る
。
貪
濁
と
申
す
は
、
一
切
煩
悩
の
中
に
於
て
貧
欲
ほ
ど
に
ご
り
き
た
な
ひ
も
の
は

な
し
。
夫
を
け
し
ほ
ろ
ぼ
す
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
清
浄
光
と
名
け
る
と
化
他
の
徳
に
約
し
て
釈
す
る
が
憬
興
の
釈
な
り
。
今
、
鸞
師
の

『
讃
弥
陀
偈
』
は
夫
と
違
ふ
て
弥
陀
の
光
明
の
色
相
の
き
よ
ら
か
な
る
処
を
清
浄
と
云
と
あ
る
御
釈
な
り
。
夫
ゆ
へ
に
『
讃
弥
陀
偈
』

の
文
に
は
「
道
光
明
朗
色
超
絶
」
と
云
て
「
色
」
の
字
あ
り
。
鸞
師
の
思
召
で
は
法
蔵
菩
薩
の
無
漏
清
浄
業
よ
り
感
じ
顕
す
光
明
ゆ
へ

に
、
其
色
相
は
甚
だ
き
よ
く
あ
き
ら
か
な
る
処
を
清
浄
光
と
名
く
る
御
釈
な
り
。
爾
れ
ば
鸞
師
は
色
相
に
約
し
て
清
浄
を
釈
し
、
憬
興

は
化
他
の
徳
に
約
し
て
清
浄
と
釈
す
る
。
各
々
一
義
に
よ
り
て
相
顕
す
ゆ
へ
、
吾
祖
は
二
義
倶
に
御
依
用
な
さ
れ
る
な
り
。
次
に
「
ま

ふ
す
な
り
」
と
は
、
御
草
稿
の
本
に
は
「
ナ
ツ
ケ
タ
リ
」
と
あ
り
。
こ
れ
は
本
偈
の
文
に
は
「
号
清
浄
光
」
と
「
号
」
の
字
な
り
。
こ

の
「
号
」
の
字
は
つ
ね
に
「
な
づ
く
る
」
と
訓
ず
る
文
字
な
り
。
夫
ゆ
へ
前
後
の
和
讃
に
は
み
な
「
な
づ
け
た
り
」
と
あ
り
。
爾
る
に

こ
の
「
号
」
の
字
、
古
訓
に
は
「
ま
ふ
す
」
と
よ
む
こ
と
が
あ
り
、『
日
本
紀
』
一
初右
に
「
号
二

国
常
立
尊
一

」
と
あ
る
。「
号
」
の
字
に

「
ま
ふ
す
」
と
云
ふ
か
な
を
つ
け
て
あ
り
。
爾
れ
ば
「
号
」
の
字
を
「
な
づ
く
る
」
と
訓
ず
る
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
又
「
ま
ふ
す
」
と
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も
読
こ
と
が
あ
る
と
云
事
を
顕
し
て
、
こ
こ
で
は
「
清
浄
光
仏
と
ま
ふ
す
な
り
」
と
言
を
か
へ
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
へ
る
な
り
。
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「
ひ
と
た
び
光
照
か
ふ
る
も
の 

業
垢
を
の
ぞ
き
解
脱
を
う
」
と
は
、「
光
照
」
と
云
は
、
御
左
訓
に
「
ヒ
カ
リ
ニ
テ
ラ
サ
ル
ト
ナ
リ
」

と
あ
り
。
爾
れ
ば
光
明
の
御
て
ら
し
を
か
ふ
む
る
事
を
、「
光
照
か
ふ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
た
り
。「
ひ
と
た
び
」
と
仰
せ
ら
れ
た
は
、
次

の
句
の
「
業
垢
を
の
ぞ
き
」
と
云
事
を
云
は
ん
が
た
め
に
、「
ひ
と
た
び
」
と
云
か
け
さ
せ
ら
れ
た
も
の
。
こ
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
て
、

衆
生
の
悪
業
煩
悩
の
の
ぞ
こ
る
の
は
、
い
く
た
び
も
々
々
て
ら
し
て
の
ぞ
こ
る
で
は
な
ひ
。
宿
善
開
発
の
行
者
は
、
ひ
と
た
び
光
明
に

て
ら
さ
る
ゝ
と
き
、
た
ち
ま
ち
に
罪
を
の
ぞ
こ
る
一
念
帰
命
の
立
處
に
、
三
世
業
障
一
時
に
つ
み
き
え
て
の
こ
こ
ろ
で
「
ひ
と
た
び
光

照
か
ふ
る
も
の
」
と
の
玉
ふ
な
り
。「
業
垢
」
と
は
、「
業
」
即
ち
「
垢
」
の
持
業
釈
に
み
る
は
宜
し
か
ら
ず
。
こ
れ
は
「
業
」
と
「
垢
」

と
の
相
違
釈
な
り
。
夫
は
な
ぜ
と
云
に
御
左
訓
に「
ア
ク
コ
フ
ホ
ム
ナ
フ
ナ
リ
」と
あ
り
。
御
草
稿
の
左
訓
も
同
じ
事
な
り
。
こ
れ「
業
」

と
云
は
悪
業
の
事
、「
垢
」
と
云
は
、
煩
悩
の
事
な
り
。
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
等
を
「
業
」
と
云
ひ
、
貪
欲
・
瞋
恚
等
の
煩
悩

の
こ
と
を
「
垢
」
と
云
と
仰
せ
ら
れ
る
御
釈
な
り
。
煩
悩
を
「
垢
」
と
名
け
る
こ
と
は
『
大
乗
義
章
』
五
本
左
初
に
「
煩
悩
を
又
は
垢

と
名
く
。
煩
悩
は
あ
か
け
が
れ
の
や
う
な
も
の
で
、
た
ま
々
々
清
浄
心
を
起
す
事
が
あ
り
て
も
、
煩
悩
で
其
心
を
け
が
す
に
よ
り
て
そ

こ
で
煩
悩
を
垢
と
名
け
る
」
と
の
玉
ふ
釈
が
あ
り
、
爾
れ
ば
「
業
垢
を
の
ぞ
き
」
と
云
は
、
一
念
の
立
處
に
法
の
徳
で
、
あ
ら
ゆ
る
業

煩
悩
を
一
時
に
消
滅
な
さ
れ
る
な
り
。

　
「
解
脱
を
う
」
と
は
、
解
脱
の
こ
と
を
ば
上
の
「
解
脱
の
光
輪
」
の
下
に
て
弁
ず
る
如
く
、
涅
槃
の
さ
と
り
の
こ
と
を
解
脱
と
申
す

な
り
。
そ
こ
で
こ
の
「
解
脱
を
う
」
と
あ
る
の
を
現
益
に
見
る
義
が
あ
れ
ど
も
甚
だ
非
な
り
。
こ
れ
は
も
と
『
大
経
』
の
「
寿
終
之
後

皆
蒙
解
脱
」
の
文
に
よ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
こ
の
経
文
に
は
「
寿
チ
終
テ
之
後
チ
皆
ナ
蒙
二

解
脱
一

」
と
あ
り
。
爾
れ
ば
浄
土
へ
往
生
し
て
、
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解
脱
涅
槃
の
さ
と
り
を
う
る
こ
と
な
り
。
夫
ゆ
へ
に
御
草
稿
の
御
左
訓
に
は
「
ケ
タ
チ
ト
イ
フ
ハ
止
イ
フ
」
と
は
、
ま
ぎ
れ
ぬ
や
う
に

御
釈
が
あ
り
。
爾
れ
ば
今
清
浄
光
仏
の
現
當
二
益
を
あ
げ
て
「
ひ
と
た
び
光
照
か
ふ
る
も
の　

業
垢
を
の
ぞ
き
解
脱
を
う
」
と
仰
せ
ら

れ
た
り
。
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慈
光
は
る
か
に
か
ぶ
ら
し
め　

ひ
か
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は

　
　

法
喜
を
う
と
ぞ
の
べ
た
ま
ふ　

大
安
慰
を
帰
命
せ
よ

　

七
に
歓
喜
光
。
こ
の
和
讃
に
は
、
歓
喜
光
仏
と
名
け
た
り
と
い
ふ
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
、
一
首
の
全
体
が
歓
喜
光
の
す
が
た
を
御
述

な
さ
れ
た
和
讃
な
り
。
先
初
句
に
「
慈
光
」
と
あ
る
は
、
仏
の
大
慈
悲
よ
り
放
つ
処
の
光
明
な
る
が
ゆ
へ
に
「
慈
光
」
と
云
。
と
き
に

不
審
あ
り
。
上
の
「
智
慧
の
光
明
」
の
下
で
弁
ず
る
通
り
、
光
明
は
智
慧
の
相
と
云
こ
と
、『
大
論
』
の
処
々
に
出
て
あ
り
。
又
『
浄

土
論
』
に
も
「
光
明
智
相
」
と
あ
る
に
よ
り
、
智
慧
を
体
と
し
て
智
慧
か
ら
放
つ
光
明
ぢ
ゃ
と
云
が
、
定
り
ご
と
な
り
。
今
何
故
「
慈

光
」
と
仰
せ
ら
れ
た
と
云
に
、
一
概
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。『
涅
槃
経
』
二
十
一
十二
「
光
明
を
ば
名
て
為
二

智
慧
一

」
と
あ
り
。
其

次
下
の
文
に
「
光
明
者
名
二

大
慈
大
悲
一

」
と
あ
り
。
こ
れ
は
、
自
利
々
他
の
二
門
で
分
け
た
の
で
、
仏
の
自
利
門
を
以
て
云
と
き
は
、

仏
の
智
慧
が
外
へ
顕
は
れ
た
の
が
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
て
、
光
明
は
智
慧
を
体
と
す
。
若
し
又
、
仏
の
利
他
門
を
も
て
云
と
き
は
、
仏
の
大

慈
大
悲
か
ら
光
明
を
御
放
ち
な
さ
る
に
よ
り
て
、
そ
こ
で
『
涅
槃
経
』
に
「
光
明
者
名
二

大
慈
大
悲
一

」
と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。
近

く
は
『
観
経
』
の
「
真
身
観
」
の
文
に
は
、
弥
陀
の
光
明
摂
取
を
説
く
と
こ
ろ
に
「
以
無
縁
慈
摂
諸
衆
生
」
と
説
て
あ
り
。
こ
れ
光
明

で
衆
生
を
摂
取
な
さ
れ
る
と
云
も
の
は
仏
の
大
慈
大
悲
な
り
。
爾
れ
ば
、
利
他
門
の
方
よ
り
み
れ
ば
、
慈
悲
よ
り
放
ち
玉
ふ
光
明
ぢ
ゃ

に
よ
り
て
、「
慈
光
」
と
云
な
り
。
今
此
和
讃
へ
「
慈
光
」
を
御
出
し
な
さ
れ
た
は
、
鸞
師
の
思
召
は
、
こ
の
歓
喜
光
と
次
の
智
慧
光
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と
を
ば
、
慈
悲
と
智
慧
と
の
二
へ
御
当
な
さ
れ
た
。
こ
の
歓
喜
光
の
事
を
、
異
訳
の
『
平
等
覚
経
』
一
十
四

右　

云
「
見
二

無
量
清
浄
仏ノ

光

明
一

莫シ
下

不ル
二

慈
心
歓
喜セ

作
善
一

者ノ
上

」
文

　

。
こ
れ
が
歓
喜
光
と
名
け
る
い
は
れ
を
説
く
経
文
な
り
。
と
き
に
、
其
衆
生
を
し
て
歓
喜
心
を

生
ぜ
し
む
る
は
何
故
ぞ
と
云
へ
ば
、
仏
の
大
慈
悲
の
光
明
ぢ
ゃ
に
よ
り
て
、
衆
生
が
歓
喜
す
る
な
り
。
喩
へ
ば
、
上
天
子
よ
り
仁
徳
を

も
て
下
を
哀
れ
み
玉
ふ
故
、
下
万
民
が
皆
あ
り
が
た
ひ
と
云
て
悦
服
す
る
な
り
。
今
も
其
如
く
、
仏
の
衆
生
を
哀
れ
み
玉
ふ
大
慈
悲
の

光
明
な
る
が
ゆ
へ
に
、
光
明
の
至
る
処
み
な
あ
り
が
た
ひ
と
よ
ろ
こ
び
歓
喜
の
心
を
生
ず
る
。
爾
れ
ば
、
こ
の
歓
喜
光
は
仏
の
慈
悲
門

の
光
明
で
あ
る
に
よ
て
、
そ
こ
で
最
初
に
「
慈
光
」
と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。
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御
草
稿
御
左
訓
に
「
ア
ハ
レ
ム
ヒ
カ
リ
」
と
あ
り
て
其
次
に
、「
シ
ハ
チ
ヽ
ノ
ジ
ヒ
ニ
タ
ト
フ
ル
ナ
リ
」。
こ
れ
は
「
慈
悲
」
の
二
字

を
ち
ゝ
と
は
ゝ
と
に
わ
け
て
た
と
へ
る
と
き
は
慈
父
悲
母
と
申
す
な
り
。
こ
れ
は
吾
祖
常
に
御
喩
へ
な
さ
れ
、
釈
迦
・
弥
陀
を
父
母
に

御
た
と
へ
の
と
き
も
、
光
明
と
名
号
と
を
御
喩
へ
の
と
き
も
慈
父
悲
母
と
仰
せ
ら
れ
、
今
こ
の
御
左
訓
に
こ
ゝ
に
父
に
喩
ふ
と
あ
る
も

慈
の
字
の
こ
ゝ
ろ
を
の
べ
さ
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
別
に
意
は
な
ひ
、
こ
ゝ
に
「
慈
光
」
と
あ
る
も
の
ぢ
ゃ
に
よ
て
、
其
慈
の
字
の
こ
ゝ

ろ
を
わ
け
て
云
と
き
は
父
の
慈
に
た
と
へ
る
と
仰
せ
ら
れ
る
御
釈
に
て
、
歓
喜
光
に
か
ゝ
り
あ
ふ
事
で
は
な
き
な
り
。

　
「
は
る
か
に
か
ぶ
ら
し
め
」
と
は
、
こ
の
「
は
る
か
」
と
云
文
字
は
『
讃
弥
陀
偈
』
の
文
に
は
「
遐
」
の
字
に
か
い
て
あ
り(

遐
代

を
う
る
ほ
す
と
云
遐
の
字/

が
遣
ふ
て
あ
り)

遐
は
遠
な
り
と
註
し
て
と
を
く
お
よ
ぼ
す
こ
と
な
り
。
今
歓
喜
光
の
光
明
は
は
な
は
だ

と
お
く
、
十
方
世
界
の
衆
生
に
か
ぶ
ら
し
む
る
と
云
事
で
「
慈
光
は
る
か
に
か
ぶ
ら
し
め
」
と
の
玉
ふ
。

　
「
ひ
か
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
」
と
は
、
上
の
句
に
は
「
は
る
か
に
か
ふ
むマ
マ

ら
し
め
」
と
あ
り
。
こ
ゝ
に
は
「
ひ
か
り
の
い
た
る

と
こ
ろ
」
と
あ
り
。「
か
ふ
むマ

マ

る
」
と
云
は
、
仏
の
光
明
は
る
か
に
十
方
世
界
へ
及
ぶ
事
な
り
。
又
「
ひ
か
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
」
と
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云
は
、
其
光
明
の
至
り
と
ゝ
い
た
処
な
り
。
た
と
へ
ば
「
南
枝
北
枝
之
梅
開
落
已
ニ

異
也
」
と
云
如
く
で
、
春
の
陽
気
は
一
面
に
ゆ
き

わ
た
る
と
も
、
其
陽
気
の
ゆ
き
と
ゝ
く
に
は
遅
速
が
あ
る
に
よ
て
、
花
の
は
や
ふ
ひ
ら
く
の
も
あ
り
、
を
そ
く
開
く
の
も
あ
る
な
り
。

今
も
其
如
く
、
弥
陀
の
光
明
は
つ
ね
に
十
方
へ
ゆ
き
わ
た
れ
ど
も
、
宿
善
の
機
あ
り
て
他
力
信
心
の
花
の
開
く
と
こ
ろ
が
光
明
の
い
た

り
と
ゝ
い
た
処
で
あ
る
に
よ
て
、
そ
こ
を
「
ひ
か
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
」
と
の
玉
ふ
。

54

　
「
法
喜
を
う
と
ぞ
の
べ
た
ま
ふ
」
此
句
が
正
く
歓
喜
光
の
相
た
を
の
べ
さ
せ
ら
れ
る
處
で
、
こ
れ
は
鸞
師
『
大
経
』
の
「
身
意
柔
軟

歓
喜
踊
躍
」
の
経
文
を
ば
歓
喜
光
仏
の
下
へ
切
り
合
せ
て
仰
せ
ら
る
ゝ
な
り
。
前
后
の
例
で
『
讃
弥
陀
偈
』
は
『
大
経
』
の
文
を
切
合

せ
て
十
二
光
を
御
釈
な
さ
る
。
今
こ
ゝ
も
「
身
意
柔
軟
歓
喜
踊
躍
」
で
衆
生
を
歓
喜
せ
し
む
る
所
の
、
光
明
な
る
が
ゆ
へ
に
歓
喜
光
と

な
づ
け
る
、
と
御
釈
な
さ
れ
る
の
な
り
。
爾
る
に
今
の
御
言
つ
か
ひ
に
は
、「
歓
喜
」
と
云
は
ず
に
「
法
喜
」
と
の
玉
ふ
は
、
是
は
『
六

十
華
厳
経
』
二
三
十
に
如
来
法
を
説
玉
ふ
と
き
き
く
も
の
を
し
て
歓
悦
の
心
を
生
ぜ
し
む
る
と
云
處
に
こ
の
法
喜
の
言
が
あ
り
。
爾
れ

ば
「
法
喜
」
と
云
は
、
法
を
聞
て
歓
喜
す
る
こ
と
な
り
。
そ
こ
で
御
左
訓
に
「
ミ
ノ
リ
ヲ
ヨ
ロ
コ
ブ
ナ
リ
」
と
あ
り
。
こ
ゝ
は
法
喜
と

の
玉
は
ね
ば
き
こ
へ
ぬ
所
で
、
上
の
句
に
「
ひ
か
り
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
」
と
あ
る
の
は
弥
陀
の
歓
喜
光
の
衆
生
へ
至
り
届
か
せ
ら

れ
た
處
、
其
衆
生
へ
い
た
り
届
ひ
た
處
で
喜
び
を
生
ず
る
な
り
。
た
ゝ
よ
ろ
こ
び
が
お
こ
る
で
は
な
ひ
。「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
と

善
知
識
か
ら
本
願
名
号
の
い
わ
れ
を
聞
ひ
ら
き
て
、
信
じ
よ
ろ
こ
ぶ
に
よ
て
そ
こ
が
み
の
り
を
よ
ろ
こ
ぶ
處
。
よ
り
て
「
法
喜
を
う
と

ぞ
」
と
の
玉
ふ
な
り
。
次
の
和
讃
の
「
智
慧
光
仏
」
は
、
弥
陀
の
智
慧
門
の
光
明
、
そ
こ
で
衆
生
無
明
の
黒
闇
を
の
ぞ
か
せ
玉
ふ
。
こ

の
歓
喜
光
は
弥
陀
の
慈
悲
門
の
光
明
、
そ
こ
で
衆
生
の
慈
悲
歓
喜
の
心
を
生
ぜ
し
む
る
と
云
こ
と
で
、「
法
喜
を
う
と
ぞ
の
べ
た
ま
ふ
」

と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
な
り
。
と
き
に
御
草
稿
の
御
左
訓
に
「
ク
ワ
ン
キ
止
ケ
サ
ム
レ
ウ
ナ
リ
」
と
あ
り
。
羽
州
本
・
高
田
の
本
こ
の
通
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り
な
り
。
鱗
形
の
河
州
本
に
は
、「
チ
ラ
サ
ム
レ
ウ
ナ
リ
」
と
あ
り
。
け
す
と
云
も
ち
ら
す
と
云
も
、
義
は
同
じ
事
な
り
。
と
き
に
歓

喜
光
仏
を
法
喜
と
云
と
の
玉
ふ
は
云
何
と
云
に
、
歓
喜
光
仏
は
仏
名
な
り
。
法
喜
は
行
者
の
喜
び
の
こ
と
な
り
。
こ
れ
は
吾
祖
常
に
他

力
信
心
の
喜
び
の
事
を
ば
、
広
大
難
思
の
「
慶
心
」
と
も
「
大
慶
喜
心
」
と
も
の
玉
ふ
。
行
者
の
凡
夫
心
で
、
な
か
な
か
喜
ば
れ
る
も

の
で
は
な
ひ
。
今
不
浄
造
悪
の
凡
夫
心
か
ら
み
ぬ
極
楽
が
手
に
取
る
や
う
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る
と
云
は
、
全
く
他
力
回
向
の
大
慶
喜
心
な

り
。
凡
夫
で
よ
ろ
こ
ぶ
に
ち
が
ひ
は
な
け
れ
ど
も
、
こ
の
心
が
す
な
は
ち
凡
夫
心
で
は
な
ひ
。
全
く
他
力
の
慶
喜
心
ぢ
ゃ
、
と
の
玉
ふ

意
な
り
。
今
御
草
稿
の
御
左
訓
が
、
其
こ
ゝ
ろ
に
し
て
「
法
喜
」
と
云
は
、
今
家
の
本
の
御
左
訓
の
通
り
に
、
行
者
の
よ
ろ
こ
び
の
事

ぢ
ゃ
。
行
者
の
方
に
法
を
聞
て
よ
ろ
こ
ぶ
、
其
よ
ろ
こ
び
が
全
く
歓
喜
光
仏
よ
り
お
こ
さ
し
め
玉
ふ
よ
ろ
こ
び
じ
ゃ
と
云
事
で
、
歓
喜

光
仏
を
「
法
喜
」
と
云
と
御
釈
な
さ
れ
た
も
の
な
り
。
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さ
て
、
次
の
言
に
「
コ
レ
ハ
ト
ム
止

　

レ
ウ
ナ
リ
」。「
れ
う
」
と
云
は
「
た
め
」
と
云
こ
と
で
、
三
毒
を
け
さ
ん
為
め
の
歓
喜
光
ぢ
ゃ

と
云
こ
と
な
り
。
こ
れ
は
き
こ
へ
ぬ
御
釈
で
、
吾
祖
は
憬
興
の
釈
を
御
依
用
な
さ
れ
て
、
清
浄
・
歓
喜
・
智
慧
の
三
光
を
三
毒
へ
配
当

し
て
、
こ
の
歓
喜
光
は
瞋
恚
の
煩
悩
を
対
治
す
る
光
明
ぢ
ゃ
。
瞋
恚
の
煩
悩
の
事
を
、『
倶
舎
婆
娑
』
で
は
「
戚
行
転
」
と
申
て
、
か

ほ
を
し
か
め
て
う
れ
へ
か
な
し
む
と
き
で
な
け
れ
ば
起
ら
ぬ
な
り
。
爾
れ
ば
、
よ
ろ
こ
ぶ
と
瞋
恚
と
は
水
と
火
の
如
く
ぢ
ゃ
に
よ
て
、

瞋
恚
の
煩
悩
を
対
治
す
る
所
が
歓
喜
光
な
り
。
よ
て
「
大
経
和
讃
」
に
は
、「
清
浄
歓
喜
智
慧
光　

そ
の
徳
不
可
思
議
に
し
て
」
と
云

処
の
御
左
訓
に
は
、
憬
興
の
釈
の
通
り
に
三
光
を
以
て
三
毒
を
け
し
ほ
ろ
ぼ
す
と
す
。
爾
る
に
、
今
の
御
左
訓
に
は
、
歓
喜
光
を
も
て

三
毒
を
滅
す
と
は
如
何
と
云
に
、
私
も
前
方
心
得
ま
し
た
は
、
こ
れ
は
吾
祖
、
清
浄
・
歓
喜
・
智
慧
の
三
光
を
ば
、
体
一
互
融
で
御
釈

な
さ
れ
る
。
体
一
互
融
と
い
ふ
は
、
こ
の
三
光
を
分
る
と
き
に
は
三
毒
に
当
れ
ど
も
、
体
は
一
な
る
事
を
顕
し
て
、
歓
喜
光
を
も
て
三
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毒
を
け
し
ほ
ろ
ぼ
す
と
の
玉
ふ
た
と
心
得
て
も
、
随
分
す
む
な
り
。
よ
く
考
ふ
れ
ば
そ
う
で
は
な
ひ
。
こ
れ
は
吾
祖
、
鸞
師
の
『
讃
弥

陀
偈
』
と
、憬
興
の
『
述
文
讃
』
の
釈
と
、義
を
取
る
事
別
な
り
と
云
こ
と
を
顕
す
。
御
釈
下
の
「
大
経
和
讃
」
で
は
、吾
祖
自
ら
『
大

経
』
の
こ
こ
ろ
を
の
べ
さ
せ
ら
れ
る
に
よ
り
て
、
そ
こ
で
憬
興
の
釈
を
丸
出
し
に
な
さ
れ
る
な
り
。
今
は
『
讃
弥
陀
偈
』
に
よ
り
玉
ふ

和
讃
な
る
が
故
に
、『
讃
弥
陀
偈
』
の
こ
こ
ろ
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
よ
て
、
憬
興
の
釈
用
ひ
玉
は
ぬ
な
り
。
憬
興
の
釈
は
、
三
光
で

は
次
で
の
如
く
当
つ
る
。
鸞
師
の
釈
は
、夫
と
は
違
ふ
と
御
覧
な
さ
れ
る
。
夫
は
云
何
と
云
に
、上
の
和
讃
で
み
る
べ
し
。「
清
浄
光
仏
」

を
ば
、
鸞
師
は
色
相
に
約
し
て
釈
し
玉
ふ
。
又
、「
業
垢
を
除
き
解
脱
を
う
」
と
あ
れ
ば
、
た
だ
貪
欲
ば
か
り
を
け
し
ほ
ろ
ぼ
す
と
は

の
玉
は
ぬ
。
通
じ
て
悪
業
煩
悩
を
の
ぞ
く
と
云
の
が
、
鸞
師
の
こ
こ
ろ
。
夫
な
れ
ば
、
こ
の
歓
喜
光
仏
が
、
た
だ
瞋
恚
の
煩
悩
に
か
ぎ

る
は
づ
は
な
ひ
。
鸞
師
は
す
べ
て
『
大
経
』
の
文
へ
引
合
せ
て
、
十
二
光
を
御
誘
き
な
さ
る
。
す
な
は
ち
、
こ
の
歓
喜
光
を
ば
、「
身

意
柔
軟
歓
喜
踊
躍
」
の
経
文
へ
あ
て
て
、「
法
喜
を
う
と
ぞ
の
べ
た
ま
ふ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。
其
「
身
意
柔
軟
」
の
前
へ
の
句
に
、「
三

垢
消
滅
」
と
あ
り
。
こ
の
三
垢
と
云
は
三
毒
の
煩
悩
の
事
ぢ
ゃ
。
爾
れ
ば
、『
大
経
』
の
文
で
み
る
と
き
は
、
三
毒
を
三
光
へ
わ
け
る

で
は
な
ひ
。
歓
喜
の
光
力
に
よ
り
て
、「
身
意
柔
軟
歓
喜
踊
躍
」
と
よ
ろ
こ
ぶ
所
が
、
即
ち
「
三
垢
消
滅
」
の
所
、
そ
こ
が
は
や
信
心

歓
喜
の
一
念
に
三
毒
の
煩
悩
一
時
に
消
滅
し
た
ま
ふ
と
き
ぢ
ゃ
。
よ
て
、歓
喜
光
を
ば
、た
だ
瞋
恚
へ
あ
て
る
で
は
な
ひ
。「
三
垢
消
滅
」

と
云
が
鸞
師
の
こ
こ
ろ
ぢ
ゃ
と
云
の
で
、
御
左
訓
に
「
ト
ム
ヨ
ク
シ
ン
イ
グ
チ
止
ナ
リ
」
と
の
玉
ふ
。
又
「
ヤ
ミ
ヲ
ケ
サ
ム
レ
ウ
」
と

は
、『
大
経
』
の
「
重
誓
の
偈
」
の
「
消
除
三
垢
冥
」
の
言
を
と
り
玉
ふ
な
る
べ
し
。

56

　
「
大
安
慰
を
帰
命
せ
よ
」、「
安
慰
」
と
云
は
漢
土
の
人
は
常
に
つ
か
ふ
言
で
「
安
」
は
安
隠
の
こ
と
、「
慰
」
は
な
ぐ
さ
め
る
こ
と
。

向
ふ
の
人
が
こ
は
が
り
て
お
ち
お
そ
れ
お
る
の
を
安
穏
に
お
ち
つ
か
せ
て
な
ぐ
さ
め
る
こ
と
を
「
安
慰
」
と
云
な
り
。
そ
こ
で
、
仏
教
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で
仏
・
菩
薩
の
慈
悲
を
も
て
衆
生
を
を
そ
れ
げ
の
な
ひ
や
う
に
落
付
せ
玉
ふ
事
で
「
安
慰
」
と
云
。
す
な
は
ち
『
勝
鬘
経
』
に
は
「
大

悲
安
慰
」
と
云
ふ
言
が
あ
り
。
夫
を
『
宝
窟
』
中
本
廿一
に
「
菩
薩
以
二

大
悲
ヲ一

覆
二

護
衆
生
ヲ一

以
名
二

安
慰
ト一

」
文
、
又
『
占
察
経
』 

三
十

右　

に

地
蔵
菩
薩
言
に
「
我
嘗
テ

以
二

巧
便
ヲ一

宣
二

顕
実
義
一

而
安
二

慰
シ

之
ヲ一

令
レ

離
二

怯
弱
ヲ一

是
故
二

号
シ
テ

レ　

我
ヲ

爲
二

善
安
慰
者
ト一

」
文
、
是
は
菩
薩
の
衆

生
を
安
穏
に
な
し
玉
ふ
こ
と
を
ば
「
安
慰
」
と
云
な
り
。
今
は
仏
を
「
安
慰
」
と
名
く
る
。
是
は
『
六
十
華
厳
』
四
十
左

二
六
仏
の
異
名
を

説
く
所
に
或
は
「
称
二

安
慰
一

」
と
あ
り
、
又
「
大
」
の
字
を
付
て
「
大
安
慰
」
と
申
す
こ
と
は
『
大
集
月
蔵
経
』
四
十五
陀
羅
尼
の
利
益

を
説
く
所
に
「
於
生
死
中
作
大
安
慰
」
と
あ
り
。
こ
れ
ら
は
言
の
出
ど
こ
ろ
な
り
。
今
は
別
し
て
阿
弥
陀
を
「
大
安
慰
」
と
名
く
る
。

こ
れ
は
『
大
経
』
の
讃
仏
の
偈
文
に
は
「
一
切
恐
懼
為
作
大
安
」
と
あ
り
。
弥
陀
の
因
位
法
蔵
菩
薩
の
願
に
、
我
れ
一
切
衆
生
の
恐
れ

懼
れ
て
お
る
も
の
を
大
安
穏
に
な
ら
し
め
ん
と
御
誓
ひ
が
あ
る
ゆ
へ
、
果
上
の
弥
陀
如
来
を
「
大
安
慰
」
と
名
く
る
。
そ
こ
で
御
草
稿

の
御
左
訓
に
「
ダ
イ
ア
ン
井
ハ
ミ
タ
ノ
ミ
ナ
ナ
リ
乃
至
ヤ
ス
カ
ラ
シ
ム
」
と
。
こ
の
御
釈
は
「
大
安
慰
」
と
云
は
弥
陀
一
仏
に
か
ぎ
る

名
ぢ
ゃ
と
云
意
ろ
な
り
。
云
何
と
云
に
、
一
切
衆
生
の
な
げ
き
う
れ
う
る
処
の
大
事
と
云
は
、
生
死
岸
頭
の
一
大
事
な
り
。
后
生
を
大

事
と
思
ふ
て
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
薄
氷
を
ふ
む
が
如
く
恐
れ
な
げ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
は
づ
。
其
恐
れ
な
げ
き
を
忽
に
安
穏
な
ら
し
め
安
慰

に
し
玉
ふ
仏
は
外
に
は
な
ひ
。
阿
弥
陀
如
来
一
仏
、
即
ち
今
の
歓
喜
光
の
利
益
な
り
。
罪
業
具
縛
の
凡
夫
が
信
心
歓
喜
の
一
念
に
後
生

の
大
事
を
落
付
て
あ
り
が
た
き
や
と
よ
ろ
こ
ぶ
や
う
に
、
安
慰
な
ら
し
む
る
は
阿
弥
陀
如
来
一
仏
な
り
と
云
こ
と
で
「
大
安
慰
」
と
名

く
る
な
り
。

57

　
　

無
明
の
闇
を
破
す
る
ゆ
へ　

智
慧
光
仏
と
な
づ
け
た
り

　
　

一
切
諸
仏
三
乗
衆　
　
　
　

と
も
に
嘆
誉
し
た
ま
へ
り
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八
に
智
慧
光
。「
無
明
の
闇
を
破
す
る
ゆ
へ
」
と
は
無
明
を
や
み
に
た
と
へ
て
「
無
明
の
闇
」
と
の
玉
ふ
。
御
左
訓
に
「
ヤ
ミ
ニ
テ

ク
ラ
シ
」
と
あ
り
。
ま
づ
無
明
の
名
を
釈
す
る
に
、
註
解
の
中
に
無
明
と
は
「
明
を
無
す
る
と
云
事
で
明
か
な
る
心
の
な
ひ
所
を
無
明

と
云
」
と
あ
り
。
こ
れ
ら
が
性
相
を
し
ら
ぬ
故
に
、
こ
ん
な
間
違
ひ
の
釈
が
あ
り
。『
倶
舎
』「
世
間
品
」
の
無
明
を
明
す
所
に
明
を
無

す
る
所
を
無
明
と
い
は
ヽ
な
ん
に
も
な
い
所
が
無
明
な
り
故
に
、
無
明
は
体
の
な
ひ
も
の
に
な
る
と
破
し
て
あ
り
。
爾
れ
ば
こ
の
註
解

の
釈
は
即
ち
『
倶
舎
論
』
の
所
破
に
な
る
な
り
。
こ
れ
は
『
大
乗
義
章
』
五
本
二
十

二
左
に
「
痴
闇
之
心
体
無
二

慧
明
一

故
二

曰
二

無
明
一

」
文

此
釈
聞
へ
た
り
。
無
明
の
体
は
愚
痴
の
煩
悩
、其
愚
痴
の
煩
悩
の
体
の
上
に
智
慧
の
明
り
の
な
ひ
と
こ
ろ
を
「
無
明
」
と
名
く
る
な
り
。

と
き
に
愚
痴
の
煩
悩
を
「
無
明
」
と
名
く
る
と
云
が
大
・
小
乗
の
通
判
な
り
。
然
れ
ど
も
小
乗
は
小
乗
、
大
乗
は
大
乗
の
明
し
方
が
あ

り
、
大
乗
の
中
に
も
『
唯
識
論
』
と
『
起
信
論
』
と
夫
々
の
明
し
方
が
別
な
り
。『
起
信
論
』
で
は
真
如
の
理
に
迷
ふ
無
明
が
迷
の
根

本
な
り
。
故
に
こ
れ
を
「
根
本
無
明
」
と
名
く
。
其
「
根
本
無
明
」
が
も
と
ヽ
な
り
て
、
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
を
起
す
に
よ
て
、
業
煩
悩

の
事
を
「
枝
末
無
明
」
と
名
く
。
天
台
で
は
「
見
思
・
塵
沙
・
無
明
」
の
三
惑
と
分
つ
て
、
界
外
の
別
惑
を
「
無
明
」
と
云
な
り
。
今

鸞
師
の
『
讃
弥
陀
偈
』
を
伺
ふ
に
は
、
鸞
師
の
『
論
註
』
を
以
て
伺
ふ
べ
し
。『
論
註
』
下
二右
「
無
碍
光
如
来
ノ

名
号
ハ

能
ク

破
ス二

衆
生
一

切
無
明
一

」
と
、
こ
れ
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
を
悉
く
無
明
と
名
く
故
に
、
衆
生
一
切
の
無
明
と
の
玉
ふ
。
吾
祖
の
「
無
明
長
夜
の
闇
」
と

の
玉
ふ
も
、
又
『
御
文
』
に
「
無
明
煩
悩
の
を
そ
ろ
し
き
や
ま
ひ
」
と
の
玉
ふ
た
も
同
じ
事
な
り
。「
無
明
」
と
云
が
愚
痴
の
煩
悩
に

限
た
こ
と
で
は
な
ひ
。
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
を
総
し
て
「
無
明
」
と
云
。
聖
道
門
で
は
煩
悩
に
段
を
つ
け
て　
『
勝
鬘
経
』
で
な
れ
ば
五

住
地
の
煩
悩
、『
唯
識
論
』
で
は
「
煩
悩
所
知
の
二
障
」
と
云
や
う
に
段
を
付
る
の
は
修
行
し
て
、漸
々
に
煩
悩
を
断
じ
て
ゆ
く
に
よ
て
、

そ
こ
で
煩
悩
に
段
を
付
け
た
も
の
な
り
。
た
と
ひ
圓
教
と
云
へ
ど
も
、
修
行
門
の
時
は
漸
断
な
り
。
よ
て
煩
悩
に
色
品
を
わ
か
た
ね
ば

な
ら
ぬ
。
浄
土
門
他
力
の
教
へ
は
夫
と
異
り
て
、
他
力
の
不
思
議
で
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
一
時
に
断
じ
玉
ふ
。
そ
こ
で
業
煩
悩
を
ば
一
口

に
「
衆
生
一
切
の
無
明
」
と
も
云
ひ
、
無
明
業
障
の
を
そ
ろ
し
き
病
ひ
と
も
の
玉
ふ
な
り
。
と
き
に
『
論
註
』
の
次
の
文
に
「
然
有
称
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名
止
所
願
者
」
と
あ
り
て
口
ち
に
名
号
を
と
な
へ
て
も
、
本
願
を
疑
ふ
も
の
に
は
無
明
な
を
あ
る
、
と
云
意
な
り
。
是
は
『
大
経
』
の

智
慧
段
に
仏
智
の
不
思
議
を
信
ず
る
も
の
を
「
明
信
仏
智
」
と
「
明
」
の
字
が
つ
き
、
仏
智
の
不
思
議
を
疑
ふ
も
の
を
「
不
了
仏
智
」

と
お
と
し
め
其
「
不
了
仏
智
」
の
者
に
は
信
心
の
智
慧
明
が
な
ひ
ゆ
え
に
無
明
な
り
。『
大
乗
義
章
』
に
は
「
痴
闇
之
心
体
無
二

慧
明
一

故
曰
二

無
明
一

」
と
釈
し
て
あ
り
。
今
『
論
註
』
の
文
に
「
称
名
憶
念
而
無
明
由
在
」
と
あ
り
て
信
心
の
智
慧
な
き
が
な
ゆ
へ
に
「
無
明
」

と
云
な
り
。
こ
の
疑
の
無
明
が
根
と
な
り
て
生
死
に
流
転
す
る
。
そ
こ
で
『
選
択
集
』
に
は
「
生
死
の
家
に
は
以
レ

疑
為
二

所
止
一

」
と

の
玉
ふ
。
今
「
無
明
の
闇
を
破
す
る
ゆ
へ　

智
慧
光
仏
と
な
づ
け
た
り
」
と
は
智
慧
光
仏
へ
対
し
て
「
無
明
の
闇
」
と
云
。
爾
れ
ば
仏

の
智
慧
明
を
生
ず
る
時
、
生
死
の
根
本
た
る
疑
ひ
の
無
明
が
破
れ
る
に
よ
っ
て
其
時
法
の
徳
で
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
一
時
に
消
滅
し
玉
ふ

な
り
。
又
三
世
の
業
障
一
時
に
つ
み
き
え
る
所
夫
を
無
明
の
闇
を
破
す
る
ゆ
へ
、
智
慧
光
仏
と
な
づ
け
た
な
り
。
こ
ヽ
が
聖
浄
二
門
の

わ
か
れ
め
で
、
法
性
の
理
に
迷
ふ
を
「
生
死
」
と
云
。
法
性
の
理
を
證
る
を
「
涅
槃
」
と
す
。
そ
こ
で
法
性
の
理
に
体
達
し
た
所
で
、

直
に
迷
ひ
の
根
本
の
無
明
を
は
な
れ
法
性
を
さ
と
る
と
云
が
聖
道
門
の
意
。
浄
土
門
で
は
本
願
を
疑
ひ
、
仏
智
を
疑
ふ
疑
ひ
を
迷
ひ
の

根
本
と
す
。
其
根
本
の
疑
ひ
の
離
れ
る
所
で
、
あ
ら
ゆ
る
業
煩
悩
は
消
滅
し
て
其
時
生
死
の
迷
は
盡
る
な
り
。
爾
れ
ど
も
法
性
の
理
は

さ
と
ら
ぬ
。
法
性
の
理
は
浄
土
へ
往
生
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
さ
と
ら
れ
ぬ
な
り
。
信
の
一
念
の
所
で
色
形
な
き
法
性
の
理
に
叶
ふ
と

云
は
、
大
き
な
違
ひ
な
り
。
聖
道
門
は
、
迷
の
根
本
た
る
理
に
迷
ふ
無
明
を
離
れ
る
所
が
、
直
に
中
道
の
理
に
体
達
す
る
所
。
浄
土
門

は
本
願
を
疑
ふ
疑
が
迷
の
「
根
本
無
明
」
な
り
。
全
体
法
門
の
建
立
が
違
ふ
。
そ
こ
で
其
疑
を
は
な
れ
る
所
で
生
死
の
迷
ひ
は
盡
た
れ

ど
も
、法
性
の
理
は
浄
土
で
な
け
れ
ば
證
れ
ぬ
な
り
。
よ
て
「
三
有
生
死
の
雲
晴
て
」
と
云
は
現
益
な
り
。「
一
如
法
界
の
真
身
顕
れ
る
」

と
云
は
當
益
な
り
と
分
か
つ
が
、
吾
祖
一
家
の
御
定
判
な
り
。
今
は
宿
善
開
発
の
行
者
弥
陀
の
智
慧
光
の
ち
か
ら
に
よ
て
、
疑
の
無
明

立
所
に
晴
れ
、
生
死
長
夜
の
黒
闇
一
時
に
破
り
玉
ふ
が
故
に
「
智
慧
光
仏
」
と
な
づ
け
る
と
の
玉
ふ
な
り
。
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58

　
「
一
切
諸
仏
三
乗
衆　

と
も
に
嘆
誉
し
た
ま
え
り
」。　
「
一
切
諸
仏
」
と
は
、
三
世
十
方
の
諸
仏
な
り
。
弥
陀
の
光
明
を
讃
嘆
し
玉

ふ
は
、
釈
迦
如
来
ば
か
り
で
は
な
ひ
。
三
世
の
諸
仏
も
十
方
の
如
来
も
、
亦
是
の
如
く
讃
嘆
し
玉
ふ
。
一
仏
一
切
仏
で
、
過
去
の
諸
仏

は
已
に
説
き
、
現
在
の
諸
仏
は
今
説
き
、
未
来
の
諸
仏
は
当
に
説
く
。
大
王
路
の
如
く
か
は
ら
ぬ
と
云
が
、
諸
仏
説
法
の
儀
式
な
り
。

夫
故
に
、
今
「
一
切
諸
仏
」
と
云
。「
三
乗
衆
」
と
は
、
御
草
稿
の
御
左
訓
に
も
あ
る
通
り
に
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
、
是
を
「
三
乗
衆
」

と
云
。
弥
陀
の
光
明
を
讃
嘆
し
玉
ふ
は
、
諸
仏
ば
か
り
で
は
な
ひ
。
十
方
世
界
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
衆
、
み
な
共
に
同
く
弥

陀
の
光
明
を
称
揚
讃
嘆
し
玉
ふ
と
云
事
を
、「
と
も
に
嘆
誉
し
た
ま
へ
り
」
と
云
な
り
。「
嘆
誉
」
と
云
は
、「
嘆
」
は
讃
嘆
、「
誉
」
は

褒
誉
な
り
。
と
も
に
ほ
め
る
事
、
よ
て
御
左
訓
に
「
ホ
メ
ホ
ム
ル
ナ
リ
」
と
。
こ
の
後
の
二
句
の
本
偈
の
拠
は
、『
大
経
』
の
文
に
「
不

但
我
今
称
其
光
明
一
切
諸
仏
声
聞
縁
覚
諸
菩
薩
衆
咸
共
歎
誉
亦
復
如
是
」
と
。
弥
陀
の
光
明
を
讃
嘆
す
る
は
、
但
だ
我
が
讃
嘆
す
る
ば

か
り
で
は
な
ひ
、
一
切
諸
仏
三
乗
衆
こ
と
ご
と
く
と
も
に
嘆
誉
し
た
ま
ふ
と
の
、
釈
迦
如
来
の
金
言
な
り
。
此
経
文
の
意
を
述
べ
さ
せ

ら
れ
て
、
本
偈
に
「
一
切
諸
仏
三
乗
衆
咸
共
嘆
誉
」
と
の
玉
ふ
。
と
き
に
、
こ
の
経
文
を
ば
「
智
慧
光
仏
」
の
下
へ
切
り
入
さ
せ
ら
れ

た
は
如
何
と
云
に
、
本
偈
の
意
ろ
は
『
大
経
』
の
光
明
嘆
徳
の
文
を
ば
、「
無
対
光
」
か
ら
下
の
光
明
へ
宜
し
き
に
随
て
当
て
玉
ふ
。

こ
の
経
文
が
、
文
の
次
第
で
み
る
に
、「
智
慧
光
仏
」
へ
当
る
な
り
。
そ
こ
で
、
こ
こ
へ
切
入
さ
せ
ら
れ
た
と
み
へ
る
な
り
。
更
に
別

に
意
あ
り
と
は
み
へ
ぬ
。
文
の
次
第
で
切
り
入
さ
せ
ら
れ
る
と
み
へ
る
な
り
。
又
、
吾
祖
の
思
召
で
伺
へ
ば
、
こ
の
経
文
を
こ
こ
へ
切

り
入
さ
せ
ら
れ
た
に
は
、
甚
だ
わ
け
の
あ
る
こ
と
な
り
。
其
思
召
は
、
御
左
訓
に
顕
れ
て
あ
る
な
り
。
御
左
訓
に
「
一
サ
イ
シ
ョ
フ
チ

ノ
チ
ヱ
ヲ
ア
ツ
メ
止
ナ
リ
タ
マ
フ
ナ
リ
」
と
、
羽
州
本
并
に
高
田
の
本
、
こ
の
通
り
な
り
。
こ
の
御
左
訓
は
、
且
く
密
教
の
こ
こ
ろ
で

さ
ば
く
と
き
は
、
真
言
密
教
に
は
、
五
方
五
仏
を
立
て
て
、
中
央
に
は
大
日
如
来
・
東
方
阿
閦
如
来
・
南
方
宝
生
仏
・
西
方
に
阿
弥
陀

仏
・
北
方
に
天
鼓
音
仏
と
、
五
仏
を
立
て
る
な
り
。
こ
れ
も
、
胎
蔵
界
と
金
剛
界
と
、
名
の
変
る
事
が
あ
り
、
今
且
く
一
名
を
挙
げ
た
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の
な
り
。
但
だ
阿
弥
陀
如
来
は
、
い
つ
も
名
の
か
は
る
と
云
事
は
な
き
な
り
。
と
き
に
、
こ
の
四
方
四
仏
を
、
胎
蔵
界
の
時
は
、
発
心
・

修
行
・
菩
提
・
涅
槃
の
、
こ
の
四
門
へ
当
て
て
、
西
方
の
阿
弥
陀
如
来
は
菩
提
に
当
る
な
り
。
弥
陀
は
成
菩
提
を
主
る
仏
な
り
。
又
、

金
剛
界
の
時
は
、
こ
の
四
方
四
仏
を
、
菩
提
と
福
徳
と
智
慧
と
大
精
進
と
、
こ
の
四
つ
に
当
る
な
り
。
此
時
は
、
阿
弥
陀
は
智
慧
に
当

り
て
、
一
切
諸
仏
の
智
慧
を
主
ど
り
玉
ふ
。
爾
れ
ば
、
福
徳
・
智
慧
の
中
で
は
、
智
慧
門
の
仏
。
又
、
一
切
諸
仏
の
修
行
成
就
し
、
菩

提
の
果
を
成
し
玉
ふ
。
諸
仏
の
成
菩
提
を
主
る
が
、
阿
弥
陀
仏
な
り
。
密
教
の
こ
こ
ろ
で
は
、
一
切
諸
仏
を
全
ふ
し
た
の
が
、
大
日
如

来
の
一
仏
と
た
て
て
、
其
大
日
一
身
を
開
た
所
が
、
五
方
五
仏
な
り
。
よ
て
弥
陀
を
智
慧
門
の
仏
と
す
る
も
、
弥
陀
と
云
仏
け
が
別
に

あ
り
と
云
事
で
は
な
ひ
。
一
切
諸
仏
を
全
ふ
し
た
所
で
、
諸
仏
の
智
慧
門
を
弥
陀
と
名
け
る
な
り
。
又
、
菩
提
に
あ
て
る
の
も
其
こ
こ

ろ
で
、
一
切
諸
仏
の
成
菩
提
の
果
を
弥
陀
と
名
け
る
の
な
り
。
時
に
、
今
の
御
左
訓
を
、
こ
の
密
教
へ
あ
て
て
申
す
と
き
は
、
弥
陀
は

智
慧
門
の
仏
で
、
一
切
諸
仏
の
智
慧
を
集
め
玉
へ
る
仏
け
故
に
、「
智
慧
光
仏
」
と
申
す
な
り
。
又
、
西
方
の
弥
陀
は
、
諸
仏
の
成
菩

提
の
果
な
り
。
一
切
の
諸
仏
菩
提
の
智
果
を
成
し
玉
ふ
と
き
は
、
こ
の
阿
弥
陀
の
智
慧
に
て
成
仏
し
玉
ふ
故
に
、「
井
チ
サ
イ
止
タ
マ

フ
ナ
リ
」
と
。
こ
こ
ら
は
台
密
の
言
遣
ひ
で
の
玉
ふ
た
も
の
と
み
へ
て
、
密
教
の
所
談
に
あ
て
れ
ば
よ
く
合
な
り
。
爾
ら
ば
、
こ
の
御

左
訓
は
、
密
教
の
こ
こ
ろ
で
の
玉
ふ
か
と
云
へ
ば
、
左
や
う
で
は
な
ひ
。
密
教
の
所
立
は
、
無
始
無
終
本
来
常
住
の
大
日
一
身
の
上
で

建
立
し
た
弥
陀
如
来
な
り
。
密
教
に
於
て
は
、
た
と
ひ
弥
陀
を
報
身
と
名
け
や
う
が
、
応
身
と
判
じ
や
う
が
、
み
な
本
来
本
有
の
法
身

の
上
で
云
こ
と
な
り
。
よ
て
『
大
経
』
所
説
の
別
願
酬
報
の
弥
陀
を
談
ず
る
に
、
吾
祖
、
密
教
を
も
て
の
玉
ひ
た
こ
と
は
な
ひ
。

59

　

西
山
で
は
密
教
の
こ
ゝ
ろ
を
も
て
浄
土
の
法
門
を
誘
く
な
り
。
夫
を
今
家
の
こ
ゝ
ろ
へ
ま
ぎ
ら
し
て
き
て
密
教
で
も
学
ぶ
と
人
の
知

ぬ
こ
と
ぢ
ゃ
に
よ
て
、
珍
し
そ
ふ
に
密
教
の
こ
ゝ
ろ
を
ま
ぜ
て
大
ひ
に
法
門
の
建
立
を
乱
す
な
り
。
吾
祖
「
真
仏
土
巻
」
に
数
部
の
経
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論
釈
が
引
て
あ
れ
ど
も
、
密
教
を
御
引
用
は
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
の
阿
弥
陀
清
浄
報
土
の
文
ば
か
り
な
り
。
善
導
一
家
の
唯
報

非
化
と
判
釈
な
さ
る
ゝ
弥
陀
の
浄
土
は
こ
れ
報
土
ぢ
ゃ
と
云
證
據
に
な
る
文
故
に
、こ
の
『
不
空
羂
索
真
言
経
』
の
文
を
御
引
用
な
り
。

其
外
密
部
の
経
を
御
引
な
さ
れ
た
事
は
な
ひ
。
台
密
を
学
び
た
ま
ふ
吾
祖
密
教
の
中
に
し
ば
々
々
弥
陀
の
こ
と
が
出
て
あ
れ
ど
も
密
教

の
所
談
を
御
引
用
は
な
し
。
爾
れ
ば
今
の
御
左
訓
も
密
教
の
こ
ゝ
ろ
で
の
玉
ひ
た
の
で
は
な
ひ
。
爾
ら
ば
密
教
の
所
談
と
同
ず
る
は
如

何
と
云
に
、
こ
れ
は
密
教
の
所
談
を
随
宜
転
用
し
て
其
述
る
所
の
義
は
正
依
の
『
大
経
』
に
よ
て
の
玉
ふ
。
爾
れ
ば
直
に
『
大
経
』
で

の
玉
ふ
べ
し
。
何
故
に
密
教
の
所
談
を
転
用
し
玉
ふ
ぞ
と
云
へ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
顕
密
の
諸
経
は
わ
が
浄
土
の
『
大
経
』
の
所
流
方
便
の

経
ゆ
へ
に
、
吾
祖
と
き
々
々
一
代
諸
経
を
ば
浄
土
経
の
こ
ゝ
ろ
で
御
取
扱
な
さ
れ
る
こ
と
あ
り
。
こ
ゝ
ら
も
密
教
ま
で
を
浄
土
経
か
ら

流
れ
出
た
支
末
法
輪
と
な
さ
る
ゝ
御
料
簡
と
相
み
へ
る
な
り
。
西
山
の
如
く
に
密
教
の
こ
ゝ
ろ
を
も
て
浄
土
の
法
門
を
誘
い
て
は
、
か

へ
っ
て
浄
土
門
は
密
教
の
下
へ
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
家
の
吾
祖
は
浄
土
の
法
門
は
浄
土
経
の
意
で
立
ぬ
い
て
、
真
言
や
天
台
に
云
事

も
転
用
し
て
こ
と
々
々
く
浄
土
経
の
こ
ゝ
ろ
に
し
て
御
仕
舞
な
さ
れ
る
な
り
。
爾
ら
ば
御
左
訓
を
正
依
の
『
大
経
』
の
こ
ゝ
ろ
で
申
す

と
き
は
如
何
と
云
に
、
こ
れ
は
一
朝
一
夕
に
は
弁
じ
が
た
し
。
略
し
て
云
へ
ば
、
上
の
「
智
慧
の
光
明
」
の
下
で
弁
ず
る
如
く
『
大
経
』

の
智
慧
段
で
弥
陀
の
五
智
は
一
切
諸
仏
の
智
慧
を
全
ふ
し
た
弥
陀
の
智
慧
と
み
へ
る
な
り
。
故
に
経
文
に
も
「
諸
仏
無
上
智
慧
」
と
説

て
あ
る
な
り
。
全
体
『
大
経
』
一
部
の
説
相
が
諸
仏
を
全
ふ
し
た
る
阿
弥
陀
如
来
で
、
一
切
諸
仏
の
本
仏
と
す
る
説
き
方
。
そ
の
證
據

は
異
訳
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
弥
陀
の
事
を
ば
「
諸
仏
阿
弥
陀
」
と
あ
り
。「
大
経
和
讃
」
の
左
訓
に
「
ミ
タ
ヲ
シ
ヨ
フ
チ
ト
マ

フ
ス
ク
ワ
ト
ニ
ン
ト
ウ
ノ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
」
と
あ
る
が
『
大
阿
弥
陀
経
』
な
り
。
弥
陀
を
諸
仏
と
名
け
た
は
、
弥
陀
を
離
れ
て
諸
仏
は
な

ひ
一
切
諸
仏
を
全
ふ
し
た
る
阿
弥
陀
如
来
ぢ
ゃ
と
云
こ
と
な
り
。
爾
れ
ば
『
大
経
』
所
説
の
弥
陀
の
五
智
は
、
一
切
諸
仏
の
智
慧
を
集

め
玉
ひ
た
る
智
慧
光
仏
な
り
。
こ
れ
が
即
ち
弥
陀
を
諸
仏
の
本
仏
と
す
る
意
ぢ
ゃ
と
云
こ
と
は
光
明
段
に
顕
れ
て
あ
り
、
諸
仏
中
之
王

な
り
、
光
明
中
の
極
尊
な
り
と
説
せ
ら
れ
た
光
明
は
何
ぞ
、
弥
陀
の
智
慧
な
り
。
そ
こ
で
吾
祖
は
此
如
来
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
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な
り
、
光
明
が
直
に
智
慧
ぢ
ゃ
故
に
『
二
門
偈
』
に
は
「
斯
ノ

光
明
ハ

即
チ

諸
仏
ノ

智
ナ
リ

」
と
の
玉
ふ
。
か
く
の
如
く
光
明
を
以
て
弥
陀
の

智
慧
を
仰
せ
ら
れ
る
思
召
ぢ
ゃ
に
よ
て
、
今
も
智
慧
光
仏
の
御
左
訓
に
こ
の
義
を
述
さ
せ
ら
れ
て
「
一
切
止
マ
フ
ス
」
と
の
玉
ふ
。
爾

れ
ば
弥
陀
は
諸
仏
の
智
慧
門
の
仏
な
る
ゆ
へ
諸
仏
み
な
弥
陀
の
智
慧
に
よ
て
成
仏
し
玉
ふ
。
夫
を
『
般
舟
三
昧
経
』
へ
引
合
せ
て
云
と

き
に
は
「
三
世
諸
仏
止
成
等
正
覚
」
文
念
仏
三
昧
と
云
が
智
慧
の
念
仏
で
智
慧
な
り
。「
三
世
諸
仏
」
は
み
な
阿
弥
陀
如
来
の
智
慧
の

念
仏
で
成
等
正
覚
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
今
、
御
左
訓
の
次
の
一
段
に
「
井
チ
サ
イ
止
タ
マ
フ
ナ
リ
」
と
こ
の
い
は
れ
あ
る
に
よ
て
、
一

切
諸
仏
並
に
三
乗
衆
よ
り
挙
て
弥
陀
の
光
明
を
称
揚
讃
嘆
な
さ
れ
る
と
云
こ
と
で
、
后
の
句
に
「
と
も
に
嘆
誉
し
た
ま
へ
り
」
と
の
玉

ふ
思
召
と
み
へ
る
な
り
。
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